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「なあ、いつになったら電車動くの？」

「申し訳ございませんっ。復旧の目め処どがつき次し第だいお知らせいたしますので、ご迷めい惑わくをおかけしておりますが、もうしばらくお待ち下さい」

　お客様の問いかけに、深々と頭を下げる。

「まだわかんないのかよ……」

「あの、ただいま東口のバス停からバスでの振ふり替かえ輸送も行っておりますので、もしよろしければそちらを───」

「あっちが混こんでるから、こっちを聞きに来たんだよ。くそっ、今日はせっかく早く上がれたっつーのに……」

　お客様はそう吐はき捨てると、うんざりとした顔をして文句を云いいながらどこかへと消えて行った。

　クレームから解放された僕は、小さくため息をつく。

　もう、何度こんな遣やり取りをしているだろう……。

　僕、山やま科しな敦あつ貴きの勤めている丸まる川かわ電鉄の運営する丸川線は、現在、夕方に起きた人身事故の影えい響きようで上り電車が完全に止まってしまっていた。

　多くのお客様はぐったりとしながらも諦あきらめムードで待ってくれているが、復旧にかなりの時間を要しているせいで、さっきからクレームが絶えない。

　丸川線は、東京都心から都外に延のびる私鉄だ。そのため、振り替えて乗ることのできる路線が近場になく、帰宅ラッシュ時だということも影響して、駅構内はかなり混雑していた。

　近きん隣りんのバス会社に応おう援えんを頼たのみ、バスでの振り替え輸送もしているけれど、まったく本数が足りていないのだ。

　その上、幸か不幸か下り線は何とか動いていることもあり、電車から降りてくる人と上り線の復旧を待つ人とで、改札付近の混こみようはいつになく酷ひどかった。僕の立っている改札前は電光掲けい示じ板ばんの情報を見ようとする人で、ごった返している。

　早く復旧してくれればいいんだけど……。

　一秒でも早く目的地へと向かいたいであろうお客様を、こんなところでお待たせしてしまっていることは心苦しい。なのに、復旧現場の作業員ではない僕にいまできることと云ったら、お客様の質問に答え、ただ謝罪することくらいしかないのだ。

　しかも今回の件は、新入社員研修を終えてこの本ほん条じよう駅に配属になってからまだ数ヶ月の、僕にとって初めてと云ってもいいくらいの大きなトラブルだ。

　この丸川線は、天候不良に運行が左右されることもほとんどなく、ストライキも基本的にないため、こういった事態に見み舞まわれることは少ない。

「……困ったな…」

　何をどうすれば一番いいんだろう？

　冷静にならなくてはと思うのに、心が落ち着かないせいで、適切な判断が思いつかない。

　駅員がこんな調子じゃ、お客様だって不安になってしまう。だから必死に顔には出さないように努めているけれど、背中にはじっとりと嫌いやな汗あせが浮うかび始めていた。

「山科、そっち大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、はい、何とか……」

「あんまり無理すんなよ？　お前はまだこういうの慣れてないだろ。長丁場になることも多いんだから、少し肩かたの力抜ぬいたほうがいい」

　声をかけてきてくれたのは、二年先せん輩ぱいの村むら瀬せ先輩だった。

　気さくで面めん倒どう見みがよくて、僕がここに配属されてから一番お世話になっている人だ。きっと、いまも駅員室に報告がてら、いっぱいいっぱいになっている僕の様子を見に来てくれたのだろう。

　経験者からのアドバイスに少しだけ緊きん張ちようが解ほぐれた僕は、村瀬先輩の担当している上り線ホームの様子を訊きいてみた。

「ホームのほうはどうですか？」

「どうもこうも。一応、バスで振り替え輸送をしてるっつってんだけど、諦めきれないのか動かない客ばっかでさ。まぁ、学生の団体がいないのは幸いだったかな。ガキ共がいるとうるさいからなぁ」

「そうですね」

　肩を竦すくめながら云う村瀬先輩の様子に、僕は思わず苦く笑しようしてしまう。

　確かに若い子たちが大勢いると、途と端たんに駅は姦かしましくなる。賑にぎやかなのは一向にかまわないのだが、度を越こえるとその喋しやべり声は騒そう音おんに変わり、時には他のお客様から苦情があがるほどだったりするのだ。そんな団体がいまここにいたら、さすがに僕も音を上げていただろう。

「んじゃ、俺戻もどるわ。お前もがんばれよ」

「はい、ありがとうございます」

　村瀬先輩を見送りながら電光掲示板を見ると、ちょうど下り電車が到とう着ちやくするところだった。

　だけど、僕が到着した電車から降りてくるお客様の通路を確保すべく、改札前の整理に当たろうとしたそのとき───。

「おいコラ!!　いつになったら俺は帰れるんだ!?」

「うわっ」

　後ろからぐいっと襟えりを摑つかまれ、強ごう引いんに引っ張られたかと思うと、突とつ然ぜん、耳元で怒ど鳴なりつけられた。

　今日、一番酷いクレームかもしれない。気を引きしめて応対しないと。

「も、申し訳ございませんっ」

　うわんうわんと響ひびく耳をそっと押さえながら、僕はなんとか謝罪の言葉を繰くり返す。

「ご迷惑をおかけしまして本当に申し訳ございません。新しい情報が入り次第、放送でお知らせいたしますので、もうしばらくお待ち下さい」

「申し訳ないですむわけねぇだろ！　しばらくっつーのは、いったいどんだけなんだ？　何分何秒か正確に云ってみろよ!?」

　難なん癖くせをつけて迫せまってくる中年男性の息は酒臭くさく、顔はゆでだこのように赤らんでいる。こんな時間から、ここまで酔よっぱらっているお客様は珍めずらしいと思いつつも、僕は必死に対処方法を考えた。

　だけど、下っ端ぱの僕に事故現場の詳くわしい復旧状じよう況きようなどわかるわけもない。現場からの連れん絡らくを待つ他ないのが正直なところだった。

「申し訳ございません、まだ詳しくは……」

「じゃあ、何のためにてめぇがここにいるんだよ!!　あぁ!?」

「……っ」

　胸むなぐらを摑まれ、なおも迫られる。こんなときに限って、近くに手助けしてくれる同どう僚りようの姿は見えなかった。

　ど、どうしよう……。

　駅員室に目をやったけれど、事故後の対応に追われているのか、僕の様子に気づいてくれる人はひとりもいない。せめて、周りにいるお客様に迷惑がかからなければいいと思って視線を動かすと、遠巻きにこちらを見ている人々の姿が目に入った。

　これだけ距きよ離りを取っていてくれれば、大丈夫だよな……？

　関係のないお客様が巻き込まれることはないだろう。そういう意味ではほっとしたけれど、自分の身の事を考えると落ち着いてもいられない。

　こういった酔すい客きやくに絡からまれ、年に何人も駅員が怪け我がをしているのだ。中には重傷を負い、入院を余よ儀ぎなくされた人もいるらしいし……。

「おい、兄ちゃん！　俺の話聞いてんのか、コラァ！」

　僕の返事がなかったことが不満だったらしく、彼はさらに大きな声で怒鳴ってきた。

「た…ただいま、作業員が復旧に当たっております。上り線が動き次第、お知らせいたしますので……」

「だから、待ってられねぇっつってんだろ!?」

「申し訳ありませ───く…っ」

「申し訳ないですんだら警察はいらねぇんだよ!!」

「……っ！」

　喉のど元もとをさらに締め上げられ、息苦しさが増す。だけど僕たち駅員は、何があってもお客様に拳こぶしを振るうことがあってはならないのが決まりだ。どんなに辛くても、規則に縛られた僕は男の手を振り払はらうことができない。

「何とか云いったらどうなんだ！　ええ!?」

　声も出せないような状態にしているくせに、無理を云わないで欲しい……。

「…あ…の…っ…」

「うるせーんだよ!!」

　しかしなんとか言葉を紡つむぎだそうとした途端、苛いら立だった男が空いているほうの手を振ふり上げてきたのだ。

　───殴なぐられる…!!

「！」

　これも仕事の一いつ環かんだと諦め、歯を食い縛しばった瞬しゆん間かん───その男の手首が、横から伸びてきた大きな手によってガシッと摑まれた。

「警察に突つき出されるのは、お前のほうじゃないのか？」

「んだと、コラ。俺に文句でもあるっていうのかよ!?」

　酔客は僕の胸むな元もとを摑んだまま、間に入ってきた人物を睨にらみつける。でも、その人物は怯ひるむことなく、怒いかりを抑おさえたような声こわ音いろで云い返してきた。

「早くその汚きたない手を放せ」

「ふざけ───いてててててっ」

　すると、それまでの威い勢せいのよさが噓うそのように顔を顰しかめて、男が痛がり出したのだ。どうも手首を強い力で握にぎり込まれたらしい。

「い…っ!?」

　男の腕うでが背中へと捻ひねり上げられたせいで、僕の胸ぐらを摑んでいた手は離はなれ、ようやく呼吸が自由になった。

「けほっ、ごほ…っ」

　助かった……。

　一応、殴られる覚かく悟ごはしてたけれど、怪我をして入院なんてことになったら、仕事を休まなくてはならなくなる。そんなことになったら、駅のみんなにも迷めい惑わくがかかるし、何よりも念願叶かなって手に入れた仕事が短期間でもできなくなるのは辛つらい。

　駅員の身でお客様に助けられるなんて情けないことかもしれないけれど、大事にならなくて本当によかった。お客様にはちゃんとお礼を云わなくては……。

「大丈夫か？」

「は…はい、何とか……あ…」

　だけど、噎むせている僕に心配そうな声をかけてきたその人の顔を見た瞬間、僕は思わず目が釘くぎづけになった。

　あ……この人……───。

「どうした？」

「え…っと……」

　訊たずねられ、僕はこの状況でなんと云ったらいいかわからずに、言葉を探す。

「───放せっ！」

　するとその隙すきをつくようにして、酔客が捻り上げられていた手を振り払い、脱だつ兎との如ごとく逃にげ出してしまったのだ。

「くそ、逃げられたか……。それより、君は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「あ、はいっ、何ともありません。だ…大丈夫です！」

　はたと我に返って問いかけに答えたけれど、緊きん張ちように声が上うわ擦ずってしまう。

　僕がやたらに緊張しているのは、助けてくれたこの人が僕の……憧あこがれの人だからだ。

　数ヶ月前から僕の勤務時間によく見かけるようになったお客様なのだが、朝の八時前後の電車に乗っていることが多くて、僕の近くを通っていくときは一応挨あい拶さつを交かわしたりもする。

　少し強面こわもてだけどカッコよくて貫かん禄ろくもあり、背も高いから人込みの中にいても見つけやすく、他の人とは違ちがう雰ふん囲い気きを纏まとっているせいか、とてもよく目を引かれるのだ。

　僕の理想の『男らしさ』というものを全すべて持ち合わせたような人物のせいか、僕はついつい彼を見かけると目で追ってしまうのだ。

　着ているものも仕立てのいいスーツばかりで、立派な体たい軀くによく似合っている。

　実は名前も知っていたりする。岩いわ元もと孝たか明あきさんと云って、有名な旅行代理店に勤めているらしい。確か、歳としは二十九歳だったと思う。

　どうして彼について僕がこんなに詳しいのかと云うと、以前にも一度、痴ち漢かんを捕つかまえるのを手伝ってもらったことがあるからだ。

　女性に突き出された痴漢の男が、隙を見て横についていた僕を突き飛ばし、逃げ出そうとしたのだが、それを捕まえてくれたのが岩元さんだった。

　そのときに規定の書類に名前と勤め先を書いてもらったのを目にし、記き憶おくしていたというわけである。

「本当にありがとうございました……。何だか僕、あなたに助けてもらってばかりで情けないですね」

　深く考えずにそう口にしたけれど、急にヘンに思われただろうかと不安になった。

　岩元さんが僕のことを覚えてなかったら、何を云ってるのかと思われそうだ……。

　朝、顔を合わせると挨拶を交わしたりはしていても、彼にとってはただの駅員の一人という認にん識しきかもしれないし。

　だけど、岩元さんは別段変わった表情をすることなく、言葉を返してくれた。

「そんなことない、俺のほうこそまた君の役に立ててよかったよ。下り線が動いていて本当によかった。それより、ネクタイが曲がってるぞ」

「え？　あ、ホントだ…っ」

　指し摘てきに慌あわてて直そうとしたら、岩元さんの手がすっと伸のびてきた。さっきは酔客を締しめ上げたほどの強い手が、今度は器用にネクタイの結び目を直してくれる。

「あ…ありがとうございます……」

　覚えていてもらったことも嬉うれしかったけれど、こんなふうに親切に接してもらえたりなんかするとドキドキしてしまう。

　大きくて、節の太い長い指。さっきの酔客を相手にしていたときの身のこなしを見ると、何か武道をやっていたのかもしれない。

「少し顎あごを上げて」

「こう、ですか？」

「ああ、首が赤くなってるな。痣あざにならなければいいんだが」

「……っ」

　酔客に締め上げられて赤くなっていた部分をそっと撫なでられ、心臓がどかんと爆ばく発はつしそうになった。　>>>♥

　落ち着け！　こんなことで狼狽うろたえたりしたら、おかしなやつだと思われてしまう。せっかく、話すチャンスができたっていうのに、訝いぶかしがられてそれをふいにするわけにはいかない。

「痛いわけじゃないから平気です。岩元さんのお陰かげで大事にならずにすみましたし」

「俺の名前を覚えていてくれてるのか」

「あっ、すみません、勝手に……」

　心の中で呼んでいた名前をうっかり口にしてしまい慌てる。さすがに馴なれ馴れしすぎたかもしれない。だけど、岩元さんは鷹おう揚ように微笑ほほえんでくれた。

「いや、嬉しいよ。君は山科くんだったかな？」

「はい！」

　優やさしい笑え顔がおに、僕はつい見み蕩とれてしまう。

　どうして、この人はこんなにカッコいいんだろう……。

　岩元さんの顔を見ているだけでそわそわしてしまうのに、そんなふうに笑顔を向けられるともっと落ち着かなくなってしまう。

　顔も熱いし、胸も締めつけられているみたいで息苦しい。

　岩元さんの姿を見るだけで騒さわぐ胸を抑えることができなくなるのは、初めは同性のカッコいい芸能人に憧れるような感覚なんだろうと思っていた。

　だけど、僕はやがて憧れだけのせいとは到とう底てい考えられないほど、過か剰じようなまでに胸がドキドキしたり、締めつけられたり、甘く疼うずいたりするようになっていった。

　そんな『憧れ』だけでは説明のつかない初めての感情に、僕はいまでも戸と惑まどっている。

　当たり前のことだけど、僕は男で岩元さんも男だ。男の僕が男の人に見蕩れるって普ふ通つうじゃないんじゃないだろうか？

「駅員も大変だな。ああいう迷惑な客がいると、本来の仕事に支障が出るだろう？」

「苦情の対応も駅員の仕事ですから。僕はまだ新人なんで、まだ上手うまく対応できていないんですけど」

　僕が鈍どんくさいせいで、お客様を余計に苛いら々いらさせてしまっていることもあるかもしれない。

　早く、先せん輩ぱいたちのように落ち着いたスマートな仕事ができるようにならなければ。

「さっきのはとくに話が通じない輩やからだっただろう。君が気に病やむことはない」

「岩元さん……」

　多分きっと───いや、確実に僕は岩元さんのことが好きなんだと思う。

　そうじゃなきゃ、こんなふうに顔を見ただけでドキドキしたり、笑顔を向けられて舞まい上がりそうになったりするわけがない。

　お客様を、しかも年上の男の人を好きになってしまうなんて。

　こんな気持ちはいけないとわかっているのに、気づいてしまった以上、なかったことにはもうできなかった。

　せめて、誰だれにも気づかれないよう隠かくし通すしかない。ただ、好きでいるだけなら、誰にも迷惑をかけずにすむはずだ。

　苦い気持ちを嚙かみしめていると、ようやく上司が駆かけつけてきた。どうやら、見ていたお客様が駅員室に知らせに行ってくれたらしい。

「大丈夫か、山科！……ん？　酔よっぱらいはどうした？」

　聞いていた様子と違ちがうせいか、困こん惑わくした表情を浮うかべている。僕は岩元さんが怪あやしまれては困ると思い、急いで説明をした。

「あ、はい、この方がまた助けて下さったので……」

「ああ、あなたは！　いつもご協力感謝します」

　痴ち漢かん騒そう動どうのときに一いつ緒しよに対応してくれた上司だったので、岩元さんの顔を覚えていたようだ。

「いえ、たまたま通りかかっただけですから、大したことはしていませんよ。今回はこの通り逃げられてしまいましたし」

　謙けん遜そんの言葉と共に、岩元さんは踵きびすを返す。振り返ることなくさっさと歩いて行ってしまう後ろ姿を見て、僕は焦しよう燥そう感かんに駆られた。

　どうしよう、もう行ってしまう…！

　いまは勤務中で優先させなくてはならないことが他にもある。だけど、どうしても僕はあの人と別れがたかった。

　気持ちを伝えたいとは云わない。だけど、せっかく言葉を交わせたのだから、もう少しだけでも話がしたい。

「すみません、僕、もう一度お礼云ってきていいですか…？」

　恐おそる恐る上司に伺うかがいを立てると、予想外に快い返答をもらえた。

「ああ、かまわないよ。ついでに駅の外の様子も見てきてくれるか？」

「わかりましたっ」

　僕はぺこりと頭を下げ、岩元さんを追いかける。

　いつも帰っていく方向に目をやると、足が長く所作に無む駄だがないせいか、彼はもうすでに駅構内から出ようとしていた。

　それを見て僕は、慌てて人込みの間を縫ぬいながら追いかけ、大声で呼び止めた。

「あ、あの、岩元さん…っ！」

　すると、彼の足がぴたりと止まり、鷹揚な仕草で僕を振ふり返る。

「何か？」

「さっきは本当にありがとうございました！　よ…よかったら今度、お礼をさせて下さいっ！」

　僕は一息にそう告げながらも、いつになく積極的な自分に驚おどろいていた。

　何を云いってるんだ、僕は。お礼だけを告げるつもりだったのに、口を開いてみたら余計なことまで云ってしまった。

　いままでの自分だったら、こんなことを云うなんて考えられない。

　驚いた様子の岩元さんの顔に、じわじわと後こう悔かいが込み上げてくる。

　やっぱり、迷めい惑わくだっただろうか……。でも、一度云い出してしまったことを取り消したら、もっと失礼だろう。

「二度も助けてもらってしまったので、何かお礼をしたいんです。あの、会社とか関係なくて、僕個人の気持ちなんですけど……」

　せめて、気持ちをわかってもらいたいと、一いつ生しよう懸けん命めい言葉を探す。すると、岩元さんは驚きの表情を和やわらげてくれた。

「俺としては大したことをしたつもりはないが、そう云ってもらえるのは嬉しいよ」

「本当ですか!?　でしたら、今度お食事とかいかがですか？」

「気持ちは嬉しいが、気を遣つかってくれているようなら無理はしなくていい」

「いえっ、そういうわけじゃないんです…。その、あわよくば岩元さんともう少しお話しできたらという気持ちもあって……」

　うっかり、本音を口にしてしまったが、岩元さんは嫌いやな顔一つせず聞いてくれた。

「それはますます光栄だな。そこまで云ってもらって、断るわけにはいかないな」

「えっ、いいんですか？」

「ああ、俺でよければだが。俺も君とは話をしてみたいと思っていたんだ」

「是ぜ非ひ、よろしくお願いします！」

「ゆっくり話もしたいところだが───いまは忙いそがしいんだろう？　時間ができたら連れん絡らくしてくれ」

　岩元さんはカバンから手帳を取り出すと、白いページに自分の携けい帯たい番号とメールアドレスを手早く走り書きし、僕に手て渡わたしてくれた。

「わ…ありがとうございます……！」

　まさか、こんな簡単に了りよう承しようしてもらえるなんて……。

　しかも、連絡先までもらってしまった。

　ここに電話したりメールしたりして、本当にいいのかな。でも、こうしてわざわざ書いて渡してくれたってことは、社交辞令じゃないってことだと思いたい。

　岩元さんは穴が空きそうなほどメモを見つめる僕に、くすりと小さな笑いを零こぼした。そして、混雑する駅構内に視線をやりながら告げてくる。

「もう戻もどったほうがいいんじゃないか？　あっちは大変そうだぞ」

「あ！　そうだった!!　すみません、僕はこれで失礼します。仕事が終わったら絶対に連絡しますから！」

「待ってるよ。じゃあ、仕事がんばって」

「は…はい！」

　手渡されたメモを握にぎる手にもじっとりと汗あせが浮いている。軽く手を挙げて帰き途とにつく広い背中を見つめる僕の心臓は、いつになく早はや鐘がねを打っていた。

　……約束、してしまった。

　図ずう々ずうしすぎる誘さそいに、あんなにも快く応じてもらえるなんて思ってもみなかった。

　いまの会話は夢だったのではないかと思えたけれど、握りしめた手の中にあるメモは確かに存在している。

「どうしよう……本当にいいのかな……」

　嬉うれしい気持ちとうらはらに、同じくらいの不安がある。

　岩元さんにまた一歩近づけたことは喜ばしいけれど、唐とう突とつに誘ってしまって本当に迷惑ではなかっただろうかと思ってしまうのだ。

　噓うそをつくような人ではないだろうけれど、僕に気を遣って誘いに乗ってくれたのだとしたらと思うと申し訳ない気持ちになる。

　でも、あの笑顔は本物だったと信じたい。

　調子に乗るつもりはないけれど、いまだけは浮かれていてもいいだろうか？

「…って、いつまでも浮かれてる場合じゃないよな。仕事しないと…！」

　せっかく、岩元さんに『仕事がんばって』と云ってもらえたのだ。こんなところでぼんやりと突つっ立ってる場合じゃない。

「よし！」

　僕はぱしん、と両手で頰ほおを叩たたいて気合いを入れると、頭を無理矢理仕事モードに切り換かえたのだった。







　　　　２




「お先に失礼します！」

「おー、お疲つかれさん」

　定時ぴったりに仕事を終えることのできた僕は急いで着き替がえ、約束の場所へと急いだ。泊とまりの二十四時間の交替制勤務が通常の駅員の僕にとって、今日は週に一度の半日勤務の日。

　翌日は丸一日休みになっているので、普ふ通つうの会社に勤めている友人たちに飲みに誘ってもらうときは、このシフトの日にしてもらっている。

　今日の約束は、酔すい客きやくから助けてもらったあの日以降、何度か駅で顔を合わせながらもメールの遣り取りをして決めた。

　地元の人間しか知らない、安いけれど美味おいしいと評判の店があるから、そこに岩元さんを連れて行くことにしたのだ。

　でも、本当に最初のメールは緊きん張ちようしたよな……。

　メッセージを書くときも何度も何度も書き直したし、送信ボタンを押す指は震ふるえてたっけ。気長に待とうと思っていた返事が、すぐに来たときには嬉しくて舞まい上がってしまった。

　緊張して上手うまく喋しやべれそうもないから電話はまだかけたことがないけれど、いままでに岩元さんからもらったメールは全すべて大事に取っておいてある。

　仮か眠みん後の早朝勤務の前に『仕事がんばって』と書かれた本文を見ると、それだけで眠ねむ気けが吹ふっ飛んでいくのだ。

　通勤時間帯の満員電車にお客様を押し込む作業は、小こ柄がらな僕にとっては重労働だけれど、八時になれば岩元さんに会えるのだと思うだけで張りきることができるし、それこそ顔を合わせればそれまでの疲ひ労ろうなんて消え去ってしまう。

　我ながら不思議な感覚だけれど、ただの駅員と客という関係から一歩近づいてから、岩元さんへの憧あこがれの気持ちが強くなった。

　多分、見ているだけだった人に認にん知ちされたということが、嬉しくてたまらないんだと思う。

「よかった、まだ来てない」

　同どう僚りようがまだ働いている駅構内での待ち合わせは気が引けたから、東口のバス停の横にある郵便ポストの前で落ち合うことにしたんだけど、いつにないハイペースで制服を着替えた甲か斐いがあったようで、岩元さんよりは先に着くことができたみたいだ。

　岩元さんも今日だけは残業をしないで帰ってくると約束をしてくれたけど、大だい丈じよう夫ぶだろうか？　普ふ段だんは終電ギリギリで帰ってくることが多いし、毎日大変そうだよな……。

　有名な旅行代理店に勤めているのは知っているけれど、詳しい仕事内容まではわからない。営業職には見えないから、企き画かくを立てるような仕事をしているのだろうか？

　でも、あの独特の空気というか、目を引く雰ふん囲い気きは普通の人には持てない気がする。気き鋭えいの芸術家なのだと云われたほうが納なつ得とくできそうだ。

　あとでチャンスがあったら、仕事のことも訊きいてみよう。

　緊張を紛まぎらわせようと色々と考えごとをしていると、不意に近づいてくる気配があった。

　───来た…!!

　だけど、岩元さんが近づいてきたんだと思って慌あわてて顔を上げた僕の目に入ったのは、まったく別の人の姿だった。

「こんばんは、山科さん」

「あ…平ひら井いさん。こんばんは」

　嬉き々きとして顔を上げた自分が恥はずかしく、つい照れ笑いを浮うかべてしまう。声をかけてきてくれたのは、朝も挨あい拶さつをしてくれる丁てい寧ねいな人で平井さんという顔かお馴な染じみのお客様だった。

　名前を知っているのは、以前落とし物の問い合わせに来たときに僕が対応したからだ。それ以来、よく声をかけてくれる。

　都内のＩＴ関連の会社に勤めており、プログラムを組む仕事をしていると以前云いっていた。細身で眼鏡めがねをかけた生き真ま面じ目めそうな外見のまま、物もの腰ごしも柔やわらかな人だ。

「よく僕だってわかりましたね、制服着てないのに」

「山科さんのことなら見み間ま違ちがえたりしませんよ。でも、こんな時間に私服に着替えてるってことは、今日は泊まりじゃないんですか？」

　どうして日を跨またいでの勤務があることを知っているのだろうと不思議に思いつつ、問いかけに答える。

「あ、はい、そうなんです。平井さんも今日は早いですね」

　普段、彼が帰宅する姿を見かけるのは、早くて十時過ぎがいいところだ。こんな時間に帰ってくるのは珍めずらしい。

「残業続きで疲れが溜たまってきたんで、早めに上がらせてもらったんですよ。でも、ちょうどよかった。これから食事に行くところなんですけど、一いつ緒しよにどうですか？」

「え？　あ、ええと……すみません、今日はちょっと……」

　親しみを持ってくれているのはありがたいし、誘ってくれる気持ちも嬉しかったけれど、今日は岩元さんと約束をしている。

　でも、どうして僕を誘ってくれるんだろう？

　落とし物のときに対応しただけで、あとは挨拶を交かわすだけの間あいだ柄がらなのに……。

　けど、それを云ったら、僕だって同じようなものだもんな。助けてもらったお礼がしたいと僕が云ったら、岩元さんは驚おどろいてたっけ。

　自分にとっては当たり前のことでも、相手によって受け取り方は違ちがっていてもおかしくはないわけだし。

「どなたかとお約束なさってるんですか？」

「え？　ええ、先約がありまして…」

「そうですか、それは残念です」

「すみません……」

　がっかりとした表情に申し訳なく思い、僕はもう一度謝った。すると、平井さんは気を取り直した様子で云ってきた。

「それじゃあ、来週のこの日も同じ時間に上がりますよね？　その日はどうですか？　あ、明日でもいいですよ。山科さん、一日お休みですよね？」

「え…？」

　唐突とも云えるやや強ごう引いんな態度に、僕は面食らってしまった。啞あ然ぜんとしながらも、頭に浮かんだ疑問に首を傾かしげる。

　まず不思議に思うのは、他業種から見れば特とく殊しゆとも云える駅員の勤務事情に詳くわしいことだ。身近に電車関係の仕事をしている人がいるか、当人が関係者なら、さほど気になることでもないのだが。

　あ、もしかして、電車好きな人なんだろうか。だから、普通の人は知らないようなことを知っているのかもしれない。

　基本的に年中無休の駅で働く職員のシフトは変則的に組まれ、交替でそれを回していくことによって成り立っている。

　何事もなければ一週間後も同じ時間に上がれると思うけれど、そう簡単に了りよう承しようはできない。

　たとえば、同僚が病欠せざるを得なくなった場合、その穴を誰だれかが埋うめなければならず、そういった場合、新人の僕がのうのうと休んでいるわけにはいかなくなる。

　今日の岩元さんとの約束だって、確定したのは今朝なのだ。

「シフトが変へん更こうになることもありますので、ちょっと……」

　当たり障さわりなく言葉を濁にごしてお断りをすると、平井さんは一いつ瞬しゆん、表情を消した。

　───え…？

　もしかして怒おこらせてしまったのだろうか……。

　冷ややかな眼まな差ざしと感情の読めないその顔に、思わず鳥とり肌はだが立つ。それまではずっとにこやかだったこともあり、僕はその変化に戸と惑まどった。

　だが、平井さんは僕の不安をよそにその表情をすぐに消して、いつも通りの笑え顔がおを浮かべたかと思うと、あっさりと話題を変えてきた。

「山科さんは、この辺にお住まいなんですか？」

「え…ええ、すぐ近くですけど……」

「それじゃあ、この周辺のお店ってよく行かれますよね？」

「まあ、地元ですから、それなりには……」

　急な話題転てん換かんに驚きつつも、返事をする。さっきの表情は見間違いだったのではないかと思えるほど、語り口は明るかった。

　でもやっぱり、問いかけの意図がよくわからない。

「よかったら、いいお店教えて下さい。俺、この辺に知り合いいないんで」

「そこの商店街のお店はどこも美味おいしいですよ。たまに出る屋台のラーメンもお勧すすめですし」

「へえ、屋台かぁ。初めてで一人じゃ行きにくいんで、今度連れて行って下さいよ。私が奢おごりますから」

　何が云いたいのだろうかと思いながら聞いていたけれど、結局は同じところに辿たどり着く。

　どうして、この人はこんなに僕のことを誘さそいたがるんだろう？

　電車のことに詳しいみたいだったから、鉄道ファンなのかもしれない。だから、僕から駅員業務のことを聞いてみたいと思ってるのだとしたら納なつ得とくがいく。

　たまに制服や備品を譲ゆずって欲しいという問い合わせもあったりするから、きっと平井さんも何か僕に頼たのみたいことでもあるのだろう。

「時間は山科さんに合わせますよ。休みの日の昼間でもかまいませんし、何でしたら半休も取れますから都合のいい日を教えて下さい」

「あの、でも……」

　困ったな……どうしたら、諦あきらめてもらえるだろう……。

　悪い人ではないとは思うけれど、さっきからの彼の妙みような強引さと一瞬だけ見せた表情が引っかかっていて、素す直なおに誘いに応じるには気が引ける。

　人を第一印象だけで見るのは好きじゃないから、ヘンに身構えるのはよくないと思っていても、元々の性格もあって気軽に頷うなずけない。

　どうにかして断りたいけど、何て云えば気を悪くさせないだろうか？

　そう困こん惑わくしている僕の肩かたが、不意に誰かの手に摑つかまれた。

「……っ!?」

「遅おそくなってすまない」

「岩元さん…！」

　びくりとして振ふり返ったそこには、待っていた相手が立っていた。

　岩元さんをよく見てみると、微かすかに息が上がり、髪かみも少し乱れている。もしかして、電車を降りてから、走ってきてくれたのだろうか？

「待たせただろう？」

「いえ、僕もさっき上がったばかりですし、全然待ってませんから大だい丈じよう夫ぶです」

　すまなそうにしている岩元さんを安心させたくて、僕は首を横に振る。むしろ、自分との待ち合わせのために走ってくれたのだということが嬉うれしかった。

　岩元さんは鷹おう揚ように髪をかき上げたあと、僕から視線を外し、すぐ近くに立っている平井さんへと目を向けた。

「こちらは？」

「ええと、よく顔を合わせるお客様です。いま、たまたま会って……」

「……どうも」

　岩元さんに軽く紹しよう介かいすると、平井さんは急にさっきまでの勢いをなくした。岩元さんに軽く頭を下げたあと、そそくさと踵きびすを返してしまう。

「それじゃあ、また」

　そしてさっきまでの強気な態度が噓うそのような小さな声で告げると、逃にげるようにしてあっという間に立ち去ってしまった。

　本当に何だったんだろう……。

　僕が首を傾げていると、岩元さんが問いかけてきた。

「彼と話し込んでいたようだが、邪じや魔まをしたか？」

「いえ、お食事に誘って下さったんですけど、岩元さんとの約束があるからお断りしていたんです」

　詳しく告げるほどのことではないし、さっきの妙な感覚を上手うまく話す自信もなかったため、僕は簡単な説明ですませた。

　多分、岩元さんと約束をしていなくても、断っていたと思う。気乗りしないというのも大きな理由だけれど、あまり親しくない人と二人きりで話すのは間が持たなくて苦手なのだ。

「こういうことはよくあるのか？」

「こういうこと？」

「客を食事に誘ったり、誘われたりということだ」

「いえっ、お客様とこういう約束をしたのは、岩元さんが初めてですっ」

　僕は岩元さんの問いかけに、かぶりを振った。

　何せ、僕は基本的に人見知りする質たちなのだ。お客様だと思って接すれば何とか喋しやべれるけれど、人の輪に溶とけ込むことが苦手で、いまの職場だって気さくな村瀬先せん輩ぱいがいなかったら、慣れるまでにもっと時間がかかったはずだ。

　そんな僕が自分から誘いをかけたこと自体、僕にとっても驚おどろきだった。でもそれは、苦手意識を飛び越こえてしまうくらい、岩元さんに惹ひかれている証しよう拠こなのかもしれない。

「そうなのか」

「でも、岩元さんがいま来てくれて助かりました。何だか断りにくくて……」

　物もの腰ごしも柔やわらかく丁てい寧ねいな人のはずなのに、一瞬だけ怖こわいと思ってしまった。彼のあの顔はいったい何だったんだろう。

「そうか……本当に遅おくれてしまってすまなかった。俺がもう少し早く来ていれば、君を困らせることはなかったのにな。会社から駅まで走ったんだが、間に合わなかった」

「そんな、気にしないで下さい！　お仕事のあとに無理に予定を入れてもらったのは僕のほうなんですし」

　岩元さんを責めるつもりはこれっぽっちもない。むしろ、こっちが迷めい惑わくではないかと再度問い返したいくらいだ。

「無理はしていない。これでも、君と食事ができるのを楽しみにしていたんだが」

「そ、そうなんですか…？」

「ああ、電車の中で気が急せいて仕方なかった」

「……っ」

　今日の約束がデートだったら、そのセリフは物もの凄すごい口説き文句だ。

　別に僕は女の子じゃないんだし、岩元さんだってそんなつもりはないだろうから照れる必要なんてないけれど、憧あこがれの人にそんなふうに云いってもらえるとドキドキしてしまう。

　勘かん違ちがいしちゃいけないと自分に云い聞かせ、動どう揺ようを振り払はらおうと話題を変える。

「い、行きましょうか。お腹なか減ってますか？」

「ああ、バタバタしていて昼もろくに食事できなかったから、ぺこぺこだ」

　岩元さんの意外な物云いに、つい笑いを誘われた。お陰かげでドキドキと緊きん張ちようが少し和やわらいだ気がする。

「じゃあ、いっぱい食べて下さいね」

「そのつもりだよ」

　岩元さんはそう云って、僕に微笑ほほえみ返してくれた。

「えっと、あっちです」

　商店街をしばらく進んだあと、途と中ちゆうの路地を曲がった先に目的の店はある。岩元さんを先導して歩きながら、見えてきた看板の明かりを指さした。

「あ、そこです」

「へえ、こんなところに店があったんだな」

「ちょっとわかりにくい場所にありますよね。広告とか全然出さないし。でも、安くて美味しいんでいつも混こんでるんですよ」

　雑誌などの紹介も断っているらしいけれど、地元の人間にはかなり有名な店で、週末は予約をしておかないと席を押さえられないくらいだ。今日は平日だったけれど、念のためと思って予約を入れてある。

　和食系の隠かくれ家的な店構えで、日本酒や焼しよう酎ちゆうの品しな揃ぞろえがいい。僕はあまりアルコールに強いほうではないけれど、岩元さんはいける口だと云っていたから喜んでもらえると思う。

「こんばんは。予約してあるんですけど……」

「いらっしゃいませ。お名前伺うかがってもよろしいですか？」

「山科です」

「二名様でご予約の山科様ですね。お待ちしておりました、こちらへどうぞ」

　愛想あいそのいい店員が奥の席へと案内してくれた。靴くつを脱ぬぎ、畳たたみの座ざ敷しきに上がると家に帰ったときのようにほっとする。

「いい店だな」

　岩元さんが褒ほめてくれたことが嬉しくて、僕は渡わたされたばかりの冷たいおしぼりで汗あせばんだ手を拭ふきながら口元を綻ほころばせた。

「僕の一押しなんです。料理もお酒も美味おいしい上に安いんですよ。……と云っても、僕も先輩に教えてもらったんですけど。あ、そうだ、何飲みますか？」

　飲み物も来ていないのに、ベラベラと喋るのも気が引けて、僕はテーブルに置かれていたメニューを岩元さんのほうへ向ける。

　ちょっと、浮うかれすぎているかもしれない。せっかく、こういう機会に恵めぐまれたというのに、ヘンなやつだと思われないように気をつけなければ。

「そうだな、とりあえずビールにしておくか」

　その台詞せりふに、僕は間ま抜ぬけな感想を漏もらしてしまった。

「岩元さんでも、『とりあえずビール』なんて云うんですね」

「俺が云うのはおかしいか？」

「あっ、いえ、おかしくはないんですけど、ワインとかウイスキーとか飲んでるほうが似合いそうだなって思って」

　慌あわてて云い訳をすると、岩元さんはくすりと笑った。

「そういうふうに見えるか？　家じゃ大たい抵ていビールか発はつ泡ぽう酒しゆだよ。君はどうする？」

「じゃあ、僕もビールにします。あんまり強くないんで、すぐ顔が赤くなっちゃってみっともないんですけど」

　お酒は好きだけれど、ビール一、二杯はいですぐに目元が赤くなってきてしまうのだ。顔に出るだけではなく、簡単に酔よっぱらってしまうから、基本的にアルコールに弱いのだろう。

　岩元さんはちょうどお通しを持ってきた店員に飲み物を注文し、食べ物のメニューのページを捲めくってくれた。

「酒の適性は体質によるものだから、気にすることはない。先に何か食べてからのほうがいいだろうな。何か嫌きらいなものはあるか？」

「大だい丈じよう夫ぶです。好き嫌いはありませんから、岩元さんは何かありますか？」

「俺もとくにはないよ。君の……そういえば、君のことは何て呼べばいい？」

　改めて訊たずねられ、はっとした。僕のほうは勝手に岩元さんと呼んでいたけれど、ちゃんとした自己紹介をまだしていなかったはずだ。メールにも名字しか書いていない気がする。

「下の名前は敦貴です。名字でも名前でも呼びやすいほうで呼んで下さい。岩元さんは年上だから、呼び捨てにして下さい」

「『あつき』か、いい名前だな。漢字はどう書くんだ？」

「あ、ありがとうございます。ええと漢字は……こういう字です」

　僕はテーブルに置いてあったアンケートの裏に、漢字を綴つづる。すると、それを見た岩元さんは少し考える様子を見せたあと、提案してきた。

「それじゃあ、敦貴と呼んでもいいかな」

「は、はいっ」

「で、敦貴のお勧すすめはどれなんだ？」

　開いたメニューをこちら側に向けられ、問いかけられた。だけど、僕は問いかけの内容よりも名前を呼ばれたことにドキドキしてしまう。

「どうした？　もう顔が赤いぞ」

「あっ、その、これは……っ、ちょっと暑いから…だと……」

　冷れい房ぼうの行き届いた店内での云い訳としては苦しいものだったかもしれない。岩元さんもそう感じたのか、僕の態度に苦く笑しようする。

「ずいぶんと緊張しているみたいだな」

「……だって、岩元さんと一いつ緒しよに飲める日が来るなんて思ってなかったので」

「俺はそんなに大した人間じゃないぞ？」

「そんなことないですっ、岩元さんは僕の憧れの人なんです！」

　謙けん遜そんの言葉を僕は勢い込んで否定した。

「そう云ってもらえるのは嬉うれしいが、どうしてそう思う？」

「あ、や、その……カッコいいじゃないですか。背も高いし、スーツも似合うし、雰ふん囲い気きもあって……どうやったら、岩元さんみたいになれるのかなぁって」

　憧れの人だとうっかり本人に告げてしまった僕は、もごもごと説明する。心の中でいつも思っていることをこうして口にするのは、どうにも恥はずかしい。

「俺みたいになりたいのか？」

「でも、僕じゃ無理ですもん」

「君はそのままで充じゆう分ぶん、魅み力りよく的な人間だよ。いつでもまっすぐで一いつ生しよう懸けん命めいで、俺のほうこそ見習いたいと思ってる」

「そんな、僕なんか一生懸命なとこしか取り柄えがないから……」

　岩元さんに褒められた僕は、つい浮かれてしまう。自じ虐ぎやく的な発言をしてしまった僕へのフォローの言葉だということは、わかっているのだけれど。

　一生懸命だと云っても、不器用で要領も悪いから一つのことに集中することしかできないだけだ。そのため、融ゆう通ずうを利きかせることができず、友人にも少しは肩かたの力を抜ぬいたらどうだとよく云われるけれど、その力の抜き方がわからない。

「それこそ、誇ほこっていいことだろう？　それに自分が気づいていないだけで、他にもいいところを持っているはずだ」

「そうでしょうか…？」

「そうだよ。朝、元気に働いている君の姿を見ると、俺もがんばろうという気持ちになる。これも君のいいところじゃないのか？」

「あ…ありがとうございます……」

　こんなふうに云いってもらえるとは思っていなかったので、戸と惑まどってしまう。

　岩元さん、僕のこと見ててくれたんだ……。

　嬉しい気持ちと恥ずかしい気持ちが交こう錯さくし、俯うつむかせた顔をなかなか上げられない。

　いつまでも下を向いてるのは失礼だとわかっていても、いまは鼓こ動どうの高鳴りがすごくて、それどころではなかった。

　黙だまったままでいるのも気まずいため、僕は必死で話題を探した。

「あ、あのっ、しゅ、趣しゆ味みとかありますか!?」

　勢いで口にしてから後こう悔かいする。

　もう少し、マシな質問もあったろうに、何を訊きいてるんだ僕は。

「趣味？　そうだな、旅行かな。いまは仕事が忙いそがしくて旅行どころじゃないが、学生時代はよく一人旅をしていたよ。アジア圏けんの独特の雰囲気が好きで休みはほとんど日本にいなかったな」

　散々日焼けをしたせいでいまでも肌はだが黒いままだとぼやいているが、精せい悍かんな顔立ちと逞たくましい体つきにはよく似合っていると思う。

「何か、カッコいいですね。僕も旅行っていうほどのものじゃないですけど、しょっちゅう一人でふらふら出かけてました。僕は電車が好きだったんで、国内ばかりですが……」

「それで鉄道会社に入ったわけか」

「はい。小さい頃ころからの夢だったんです。一人でも多く、電車を好きになってもらいたいなって思ってて。駅って日常の中にあるものじゃないですか。だから、みんなに気持ちよく利用してもらえるような駅にしていきたいんです。……あ、すみません、僕ばっかりベラベラ喋しやべっちゃって……」

　岩元さんの話を聞こうと思ってたのに、自分のことばかり話していてどうするのだ。

「いや、俺はもっと君の話を聞かせてもらいたい」

「そ、そうですか？　でも、僕も岩元さんのことを教えて欲しいです」

「そんな真しん剣けんな顔で云われると、口説かれてるような気分になるな」

「……ちがっ、ふ、不ふ愉ゆ快かいにさせてたらごめんなさい！　そういうつもりじゃなかったんですけど……」

　岩元さんの言葉に、すうっと頭から血の気が引いていった。

　浮かれすぎて、押おし隠かくしていた感情が表に出てきてしまったのだろうかと動どう揺ようし、僕は慌てて顔を俯けた。

「すまない、いまのは冗じよう談だんのつもりだったんだ。君のことを不愉快だなんて思わないよ。せっかく、こうして知り合いになれたんだ。お互たがいのことを知ろうとするのは自然なことだろう？」

「は、はい……」

　秘ひめた気持ちがバレてしまったわけじゃないことに安あん堵どしつつ、僕は過か剰じように意識しているせいでヘンに早はや合が点てんしてしまった自分を反省する。

　冗談すら判断がつかないなんて、余よ裕ゆうがなさすぎだ。

「でも、君のそういう生真面目なところも好ましいと思うよ」

「い、岩元さん、何云って……」

　今度こそ、軽く返そうとしたけれど、じわじわと顔が熱くなっていくのは止められない。笑ってごまかそうとしたところへ、店員がさっき注文したビールのグラスを二つ運んできた。

「ビールお持ちいたしました。ご注文はお決まりですか？」

「はい！　ええと、この水菜のサラダと───」

　タイミングの良さにホッとしてしまう。そして僕は気き恥はずかしさをごまかすために、料理を選ぶことに集中しているふりをしたのだった。










「本当にご馳ち走そうになってしまっていいのか？」

「もちろんです！　今日は岩元さんへのお礼なんですから」

　お腹なかも膨ふくれ、酔いも回りきった頃、店を出た。僕としてはもう少し岩元さんと話をしていたかったけれど、お店が混こみ始めてしまったため、これ以上長居するわけにいかなくなってしまったのだ。

　楽しい食事が終わってしまったことは残念だったけれど、割り勘かんでいいという岩元さんを遮さえぎって、何とか僕が会計をすることができてほっとした。

「お口に合いましたか？」

「ああ、とても美味おいしかったよ。久々に楽しい食事だった」

「本当ですか？　よかった！」

「外食するときは接待ばかりで気を遣つかうし、家ではあまり料理をしないからな。君さえよければ、また食事につき合ってくれないか？」

「僕でよければ是ぜ非ひ！　本当に今日は楽しかったです」

　酒が進むにつれて緊きん張ちようも解けてきて、思っていた以上に会話が弾はずんだ。岩元さんから色んな話を聞かせてもらったし、僕もたくさん話をした気がする。

　普ふ段だんではありえないくらい喋って喉のどが渇かわいたせいか、少し飲みすぎてしまったかもしれない。意識ははっきりしているけれど、足あし下もとがふわふわとしている。

「今度は俺のお勧めの店に案内するよ」

「はい！　楽しみにしてます」

　こんな会話ももうおしまいにしなければならない。いつまでも店の前にいたら迷めい惑わくだと頭でわかっていても、なかなか足が動いてくれない。

「……あの、帰る方向はどっちですか？」

「俺の家はすぐそこだよ。この商店街を抜けた先にあるマンションを借りてるんだ」

　帰る方向が同じならば、もう少し話ができると思ったのだが、儚はかない希望はあっさりと断たたれてしまった。僕の自宅は駅の反対側にあるのだ。

　だけど、がっかりした顔を見せたくなくて、僕は無理矢理笑え顔がおを作って見せた。

「それじゃあ、ここでお別れですね。明日もお仕事なのに、長い時間つき合って下さってありがとうございました」

　いつまでも引き止めていたら、岩元さんだって困ってしまうだろう。僕はぺこりと頭を下げて、踵きびすを返そうとした。しかし、覚おぼ束つかない足下が絡からみ、よろめいてしまう。

「うわっ」

「危ない！」

　尻しり餅もちをついてしまいそうになるのを、すんでのところで岩元さんに支えてもらってしまった。背中から抱だき止められた格好が恥ずかしく、慌あわてて自分の足を踏ふん張らせて体を離はなす。

「すすすすみません！」

　話をするのはだいぶ慣れたけれど、さすがに体が触ふれ合うのは意識してしまう。バクバクと弾む心臓に気づかれまいと、僕は岩元さんから一歩離れた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　少し飲みすぎたのかもしれないな。タクシーを捕つかまえるか？」

「いえ、ここから家までそんなに遠くないので……」

　タクシーを使うほどの遠さではないし、そもそもワンメーター程度の距きよ離りでは、タクシーの運転手に嫌いやがられてしまいそうだ。

「なら、俺が家まで送って行こう」

「本当にすぐそこですから、大丈夫です！　岩元さんにそこまで迷惑はかけられません」

　岩元さんの支えを断り、一人で歩いていこうとしたけれど、足下がふらついてまっすぐ進むことができなかった。

「だったら、そこの公園で少し休んでいこう。それなら、かまわないだろう？」

「でも、岩元さんは明日お仕事が……」

「今日は残業がなかったから、そんなに疲つかれてはいない。それに実はまだ話し足りない気分だったんだ」

「じゃ、じゃあ…」

　まだ岩元さんと話していられる。そんな誘ゆう惑わくに抗あらがうことができず、僕はとうとう頷うなずいてしまった。

　意志薄はく弱じやくな自分を責めながら、もう少しだけでも一いつ緒しよにいられる幸せに浸ひたる。

　よろめく体を支えてもらいながら、近くの小さな児童公園にやってきた僕は、そこに一つだけあるベンチに座らせてもらった。

「すみません、ご迷惑をかけてしまって……」

「何云いってるんだ、迷惑だなんて少しも思っていない。確か、あっちに自動販はん売ばい機きがあったはずだから、ちょっと待っててくれ。水でも買ってくる」

「えっ、あ、あのっ、休んでれば平気ですから───行っちゃった………」

　遠ざかる岩元さんの背中を追いかけることもできず、僕はベンチの背もたれに体を預け、大きくため息をついた。

　今日は岩元さんにお礼をするための食事だったはずなのに、浮うかれて飲みすぎたせいで最後の最後で迷惑をかけることになるなんて。

　自分の浅はかさを悔くやみつつも、てきぱきと世話を焼いてくれる岩元さんの面倒見のよさに感心してしまう。

「……こんなつもりじゃなかったのにな……」

　また今度、お詫わびをしなければ。でも、その前に愛想あいそを尽つかされてしまったら、誘さそいにも乗ってくれないかもしれない……。

　せっかく、こうして親密になれたのに、疎そ遠えんになってしまうのは悲しすぎる。全すべて自業自得だとわかっているからこそ、悔やむ気持ちは大きかった。

　とりあえず、岩元さんが戻もどってきたら、もう一度謝っておこう。どう切り出したらいいだろうかと考え込んでいた僕は、背後で木の枝が揺ゆれるような音がしたことも気に留めなかった。

　早く酔よいが醒さめてくれればいいのにと祈いのるような気持ちでいると、突とつ然ぜん誰だれかに手首を摑つかまれ、引っ張られた。

「な……っ、んむっ!?」

　ベンチから転げ落ちた僕は何が起こったのか把は握あくできないまま、後ろの植え込みの陰へと連れ込まれ、口を塞ふさがれた。突然の出来事にパニックに陥おちいる。

　何なんだよ、いったい!?

　後ろから羽は交がい締じめにされているせいで相手の姿は見えないというのに、首筋に当たる荒あらい吐と息いきは生温かくて気持ちが悪い。口元を押さえているのはハンカチか何かのようなもので、指に嚙かみついてやることもできなかった。

「んー！　んんー!!」

　必死に抵てい抗こうするけれど、酔いの回った体ではびくともしない。押さえつけてくる手を強く引っ搔かいたけれど、大した効果はなかった。

　何で、僕がこんなことをされなきゃならないんだ…!?

　自問自答をするけれど、理由なんかわからない。相手の姿は見えないけれど、体つきからすると男だろう。もしかしたら、小こ柄がらな僕を女性だと間ま違ちがえて襲おそっているのかもしれないけれど、この公園で痴ち漢かんが出るという話は聞いたことがない。

　女性が被ひ害がいに遭あわずにすんだことだけは幸いだったと思う。とにかく、こいつを早く取り押さえなければ。

　そう思うのに、酔いのせいで手足に思うように力が入らない。

　そのうちに、口と一緒に鼻まで塞がれているせいで、ほとんど呼吸をすることができずに酸欠になってしまい、意識が朦もう朧ろうとし始めた。

　僕の抵抗が緩ゆるんだためか、口を塞いでいたものは外された。だけど、その代わりに口の中に無理矢理指を突つっ込まれ、何か錠じよう剤ざいのようなものを喉の奥に押し込まれる。

「……っ!?」

　嫌けん悪お感に何度もえずいたけれど、強ごう引いんに押し込まれたそれを飲み下してしまった。

　いったい、いま何を飲まされたのだろう。不安と恐きよう怖ふが込み上げてくる中、男は僕のシャツを乱暴に引きちぎり、直接肌はだに触れてきた。

　胸元をまさぐる手に躊躇ためらいは見られない。こいつは僕を男だと認にん識しきした上で、こんなことをしてきているのだ。

「やめ…っ、離せ……！」

　言葉にできないほどの嫌悪感で、背中にじっとりと汗あせが浮かぶ。

　男はどうにかして逃のがれようと抗う僕の股こ間かんへと手を伸のばしてきた。服の上からそこを撫なでてきたかと思うと、乱暴に揉もみしだき始める。

　噓うそだろ───。

「……っ、触さわるな…っ」

　渾こん身しんの力で暴れるけれど、男の腕うでは少しも解けなかった。

　どうして僕がこんな目に遭うんだ？

　同じ男だというのに振ふり払はらうこともできない自分に、僕は悔くやしさにじわりと涙なみだを滲にじませた。

　そのとき、公園に戻ってきた岩元さんの声が聞こえてきた。僕ははっとし、背後の男もぎくりと体を強こわ張ばらせる。

「遅おそくなってすまない───敦貴？　どこに行ったんだ？」

　僕の姿がないことに気づいた岩元さんは、何度も僕の名前を呼ぶ。その呼び声に応こたえて、咄とつ嗟さに助けを呼ぼうとした僕の口を、男が素早く塞いだ。

「……っ！」

　僕が帰ったのだと思ったのか、岩元さんの足音が遠ざかっていく。僕は残った力全てで抗い、声にならない声で何度も何度も岩元さんを呼んだ。

　くぐもった声が涼すずやかに響ひびく虫の声に搔き消されてしまわないように。

「んー！　んーっ！」

「敦貴…!?」

　遠ざかりかけていた岩元さんは僕の名を呼び、歩みを止めた。どうやら、呻うめくような僕の声に気づいてくれたらしい。

　すぐに駆かけ寄る足音が聞こえてきたことで、僕を押さえつけていた男の手が緩んだ。

　僕はその隙すきを見み逃のがさず、男の腹に肘ひじを力任せに打ち込み、絡からみつく腕から逃にげ出した。

「う…っ」

「は…なせ…っ、い、岩元さん…っ」

　ようやく自由になった口で助けを呼ぶと、ペットボトルを手にした岩元さんが茂しげみの中を覗のぞき込んできた。そして、僕の姿を目にした途と端たん、さっと顔色をなくす。

「敦貴！───貴様…っ!?」

　ペットボトルが岩元さんの手から滑すべり落ち、ゴトッと重たい音がしたかと思うと、岩元さんは僕の背後で逃げ出す体勢を取っていた男に摑みかかった。

「ぐあっ」

　拳こぶしを叩たたき込まれ、吹ふき飛ばされるようにして男の体が地面に倒たおれ込み、動かなくなる。岩元さんはその後すぐに、へたり込んでいる僕の許もとへと駆け寄ってきてくれた。

「大丈夫か、敦貴！」

「は、はい……」

　抱だき起こされながら何とか頷いたけれど、引き裂さかれたシャツを目まの当たりにして、恥はずかしさが込み上げてくる。

　咄嗟にシャツを搔き合わせたけれど、何をされようとしていたのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

　こんなみっともないところを岩元さんに見られるなんて───。

　二度どころか、三度も助けてもらうことになるなんて思いもしなかった。

　しかも、男に襲われ、いいようにされそうになっているところを見られた情けなさに、僕は震ふるえる唇くちびるを嚙みしめる。　>>>♥

「すまない、俺がこんな場所に一人にしたばかりに……」

「岩元さんのせいじゃありません……僕が、油断していたのが悪いんです…」

　ぼうっとしていて、男が近づいてきたことに気づかなかったのは他でもない僕だ。緩ゆるく首を振って、悔やむ岩元さんの言葉を遮さえぎった。

「君が悪いわけはない───」

　岩元さんはそう云いかけ、また表情を強張らせる。そして、僕をそっと押し遣り、慌あわてた様子で立ち上がった。

　どうしたのだろうかと思い背後に目をやると、気絶していただろうと思っていた男が逃げ出そうとしていた。

「あっ！」

　岩元さんが咄嗟に取り押さえようとしたけれど、男はその前にフェンスを乗り越こえ、暗くら闇やみへと逃げ込んだ。追いかけようにも逃げ足は速く、あっという間に足音が遠ざかっていく。

「くそっ」

　悔しそうな悪態と共に、力任せに叩かれたフェンスががしゃんと音を立てる。男を追うことを諦あきらめた岩元さんは戻もどってくるなり、僕に頭を下げた。

「本当にすまない……また取り逃がしてしまって……。この間からダメだな俺は」

「そんなことないです…っ！　いまだって、岩元さんのお陰かげで助かりました。気づいてくれてよかったです」

「君が何も云いわずに帰るとは思えなかったからな。俺を追いかけて途と中ちゆうで気分を悪くしているんじゃないかと思って、辺りを捜してみようと思ったら君の声が聞こえたんだ。もっと早く戻って来ていれば……」

「もういいんです、気にしないで下さい」

　辛つらそうな様子で自分を責める岩元さんに、僕は必死に言葉を重ねる。酔っていてまともに抵抗できなかった僕が助かったのは、岩元さんのお陰だ。

　そう告げると、岩元さんは少しだけ表情を和やわらげた。

「とりあえず、俺の部屋に行こう。そんな格好で家に帰すわけにもいかないからな」

「すみません、ご迷めい惑わくばかりかけて……」

「君が悪いわけじゃないと云っただろう？　気に病やむことは何もない」

　岩元さんは優やさしく微笑ほほえみ、大きな手で頭を撫でてくれる。いまさらながらに込み上げてきた恐怖で情けないことに僕は、とうとう涙を溢あふれさせてしまった。










　さっきのショックで立ち上がれなかった僕は、情けないことに岩元さんに抱きかかえてもらい、部屋まで連れてきてもらった。

　ベッドに横にしてもらい、ようやく強張っていた体から力が抜ぬける。

「気分はどうだ？」

「正直、あまり……」

　見知らぬ男に体をまさぐられた嫌悪感はどうしようもなく酷ひどい。その上、酔よいが酷くなったような不快感があり、何故かさっきよりも体が熱くなっていた。

　何で、こんなにぼんやりするんだろう……。足には来てたけど、意識ははっきりしてたはずなのに。

　何とも云えない息苦しさもあり、運動をしたわけでもないのに呼吸が荒あらくなる。

「何をされたか訊きいてもかまわないか？」

「体を、触られました……それが気持ち悪くて……」

　肌の上をいやらしく蠢うごめいていた手の動きを思い出すだけで鳥とり肌はだが立った。

　あのまま岩元さんが戻ってきてくれなかったら、少しでも遅かったらどんなことになっていたかと思うと怖こわくなる。

「酒が抜けたら、シャワーを浴びるといい。気休めにしかならないかもしれないが……」

「はい」

「まずは水をたくさん飲むんだ。少し悪わる酔よいしているようだからな」

「はい…」

　岩元さんはそう云って、僕の頭を起こして口元に蓋ふたを開けたペットボトルを当ててくれるのだが、息が荒くなっているせいでどうしても上手うまく口に含ふくめず、水がほんの少ししか入ってこない。零こぼれた水は唇から顎あごを伝い落ち、破れたシャツに染み込んでいく。

　自動販はん売ばい機きで買ってきた小さなペットボトルの中身は、もうすでに半分ほどに減ってしまっていた。

「すみません……」

「困ったな。グラスのほうが飲みづらいだろうし……」

　岩元さんは思案顔をしたかと思うと、申し訳なさそうに告げてきた。

「……すまない。いやだったら云ってくれ」

　何を云っているのだろうかと不思議に思っていると、岩元さんはペットボトルの水を自らの口に含んだ。

「え…？　な……ん、んんっ」

　驚おどろく間もなく唇が触ふれ合い、口の中に水が伝い落ちてくる。その水はすんなりと喉のどを通り、火ほ照てった体を少しだけ冷やしてくれた。

　これって、口移し……？　>>>♥

　岩元さんの突とつ然ぜんの行動に、僕は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「気持ち悪くはないか？」

　僕は問いかけに首を緩ゆるく横に振ふった。好きな人の唇を気持ち悪いなんて思うわけがない。それどころか、冷たい唇の感かん触しよくは心地ここちいい。

　意識がぼんやりとしていて正常な思考ができていないせいか、思わず素す直なおな気持ちを口にしてしまった。

「もっと…」

「そうだな、飲めるだけ飲んだほうがいい」

　そう云って、もう一度水を口に含み、僕に口移しで飲ませてくれる。

　岩元さんは、どうして僕にここまでしてくれるんだろう？

　そんな疑問が浮うかんだけれど、水分を求めていた体の欲求と口づけの心地よさには抗あらがえず、何度ももっとと云ってねだってしまう。

　そうするうちに、小さなペットボトルの中身はすぐに空になってしまった。

「少し待っていてくれ。いま、冷えたのを取ってくる」

「違ちがうんです……」

　僕は離はなれていこうとする岩元さんの首に腕うでを回し、引き寄せた。そして、今度は自分から唇を重ねる。

　岩元さんは一いつ瞬しゆんだけ、体を強こわ張ばらせたみたいだったけれど、すぐに僕の願いを叶かなえてくれた。さっきまでは触れているだけだった唇を甘く食はみ、優しく啄ついばんでくる。

　キスってこんなに気持ちがいいものだったんだ……。

　僕は陶とう然ぜんと身を任せ、岩元さんの唇を感じる。

「ぁ……ん……」

　冷たかった唇は触れ合わせているうちに体温が移ったのか、徐じよ々じよに熱を帯びてきた。キスに夢中になっているうちに体の奥が疼うずき始め、焦しよう燥そう感に似た感覚が込み上げてくる。

　だが、キスはいつまでも続くことはなく、やんわりと唇が離れていった。

「や…もっと……」

　舌足らずにねだる僕に、岩元さんが困り果てた表情で苦く笑しようする。

「だいぶ酔っているみたいだな。相手が俺だってわかってるか？」

「え？……あっ、す、すみません！……何で僕、こんなこと……」

　ぼうっと岩元さんの端たん整せいな顔を見つめていた僕は、苦笑混じりの問いかけで俄にわかに正気に戻った。そして、自分の無意識の行動に狼狽うろたえる。

　いくらアルコールのせいでぼんやりとしていたからって、岩元さんにキスをねだるなんて何を考えてるんだ、僕は！

　浅ましいにもほどがある。好きだという気持ちは隠かくし通すと決めたくせに、こんなにも簡単に快楽に流されてしまうなんて情けない。

「そんなふうだと悪い男につけ込まれるぞ」

「誰だれが悪い男なんですか…？」

　岩元さんの忠告に首を傾かしげると、また小さく笑われた。何だか僕は岩元さんに笑われてばかりな気がする。

「いま、目の前にいるだろう」

「何を云ってるんですか？　岩元さんは悪い人じゃないでしょう？」

「参ったな……君は酒を飲むといつもこうなのか？」

「こう？」

「さっきみたいに誰かを可愛かわいく誘さそったりしてるのかということだ」

「いえっ、そんなこと───あっ！」

　勢いよく首を横に振りかけたそのとき、僕はあの男に最初にされたことを思い出した。体をまさぐられた嫌けん悪お感でそのことばかりが鮮せん明めいに記き憶おくに残っていたけれど、その前に強いられたことがある。

　突然声を上げた僕に、岩元さんが訝いぶかしげな顔をして訊いてきた。

「どうした？」

「あの……そういえばさっき、無理矢理ヘンなものを飲まされました……」

　錠じよう剤ざいのようなものを口の中に押し込まれ、強ごう引いんに飲み下させられた。

　もしかして、この初めて味わう酩酊感と体の昂たかぶりはさっき飲まされたもののせいなんだろうか？　でも、そう考えるといまの状態にも説明がつく。

　いくら酒に弱いと云いっても、アルコールのせいだけでこんなふうになったとは考えにくい。

「そういうことは早く云え！」

「す、すみません…」

　初めて声を荒らげた岩元さんに、僕は体を竦すくませた。そんな僕の様子に、岩元さんは苦虫を嚙み潰したような顔をする。

「いや、君が悪いんじゃないんだ。すまない、大声を出して。だが、対処を間ま違ちがえたかもしれないな……。水を飲ませる前に吐はかせておけばよかった。本当に気分は悪くないか？」

「気持ち悪くはなくなったんですけど、その……体が熱くて……」

　アルコールによる体温の上じよう昇しようといつもより過か敏びんになった神経のせいで、体がもどかしさを訴うつたえている。キスで昂ぶりを増した体は、もう後あと戻もどりのできないところまできていた。

　口くち籠ごもりながら視線を彷徨さまよわせると、岩元さんは僕の状じよう況きようを察してくれたようだ。ズボンのウエストを緩め、窮きゆう屈くつになりつつある場所を寛ひろげてくれる。

「……っ」

　圧あつ迫ぱくがなくなったことでずいぶんと楽にはなったけれど、一瞬だけ微かすかに触れた指の感触に感じてしまった。

　ぎゅっと目を瞑つぶって下腹部の疼きを堪こらえていると、岩元さんは僕の股こ間かんにそっと触れてくる。

「ここが苦しいみたいだな」

　こくりと頷うなずくと、岩元さんはやんわりとそこを撫なでてきた。

「岩元さん…!?」

「一度出してしまったほうがいい。多分、君が飲まされたのは性的な興奮を促うながすための薬だったんだろう。本当はその薬を吐き出せたらよかったんだが、もう効果が現れているようだからな……」

「へ、平気です、自分でしますから…っ」

「そんな状態なのに自分でできるのか？　ただの処理だ、深く考えるな。敦貴は目を瞑っているだけでいい」

「でも……あっ、ダメ…です……んぅっ」

「大人しくしていなさい」

「や、く…ぁ……あ…っ」

　下着越ごしの指の動きに翻ほん弄ろうされ、言葉は喘あえぎに変わってしまう。熱を帯び、勃たち上がりかけていたそこは、あっという間に力を漲みなぎらせていった。

　薬のせいもあるとは云え、岩元さんに───好きな人に触さわられているのだと思うと、それだけで神経が張り詰つめてしまう。

「あ、あ…っ、あ…ダメ…っ、んん、ん…っ」

　刺し激げきを求めていた体は蕩とろけそうなほど、甘く疼く。やめさせなければと思うのに、さっきのキス同様、気持ちよさに抗えない。

　布地を押し上げてしまうくらい張り詰めていたそこは、何度か強く擦こすられただけで弾はじけてしまった。

「んー…っ」

　腰こしが大きく震ふるえ、下着がべっとりと濡ぬれる。それでも体の熱は引かず、欲望を吐き出した自身も一向に萎なえる気配はなかった。

　触られているだけでも恥はずかしいのに、あっという間に達してしまったことも恥ずかしい。つい、消え入りそうな声で云い訳のようなことを口にしてしまう。

「だから…ダメ、だって……」

「気にするな、これは君のせいじゃない。何も考えなくていいんだ。ただ楽にしていればいい」

　岩元さんはそう云って、処理を続けようとする。僕は慌あわてて、それを断った。

「ほ、ホントにもういいですから…っ」

「大だい丈じよう夫ぶだ、すぐに終わる」

「ちがっ……ぁん、んんっ」

　僕は慰なぐさめの言葉にかぶりを振ふった。すると、岩元さんは下着の上からゆるゆると指を動かしたまま、優しく問い返してくる。

「何が違うんだ？」

「んっ……ヘン…なんです…。さっきは気持ち悪かったのに、岩元さんだと…その、感じちゃって……」

　さっきのキスだってそうだ。あまりの気持ちよさに浅ましく何度も何度もねだってしまった。岩元さんが相手だと僕の体は過か剰じようなほど反応してしまう。

　これ以上の行こう為いをされたら、今度こそ自制が利かなくなってしまうに違ちがいない。

　そうたどたどしく説明をすると、岩元さんは何故か眉間に皺を寄せた怖い顔になった。

「……自分の発言の意味がわかっているのか？」

「え…？」

「そんなふうに云われると、誘われていると思いたくなる」

「そ…そういうわけじゃ……っあ、は……っ」

　誤解を解こうと言葉を探す僕の体に岩元さんが触ふれてくる。引き裂さかれたシャツをはだけられ、肉づきの悪い腰や胸を撫でられた。

「ここもあの男に触られたのか？」

「……はい」

　素す直なおに頷くと、今度は胸の先の小さな尖とがりに触れられる。

「ここは？」

「んっ、ちょっと…だけ…」

　胸を撫で回されたときに指に引っかかった程度だ。だけど、岩元さんは不ふ機き嫌げんな顔で、二つあるそこを執しつ拗ように弄いじってきた。

　指先で丸く撫でたかと思うと、今度はキツく抓つまんでくる。硬かたくなったそこを押し潰すように捏こねられると、何故か腰の奥がざわめいた。

「んんっ、そ…なふうには、触られてませ……っあ、ん！」

「あの男に触られたことは全部俺が忘れさせてやる」

「どういう意味……んっ！　や、ぁ…噓うそ……っ」

　岩元さんは片方を指で弄りながら顔を伏ふせ、もう一方に舌を這はわせる。熱く濡れた感かん触しよくにびくりと背中が撓しなり、カッと頭に血が上った。

　舌の上で転がされ、吸い上げられては甘嚙みされる。いままで、自分がそんな場所で感じてしまうとは思ってもいなかった。

「あ…あっ、ダメ……嚙まないで……っ」

「ダメってことは気持ちがいいんだな？」

「ん…っ、あっ、あっ、やぁ…っ」

　募つのっていく熱が僕の理性を溶とかしていく。ダメだと必死に訴える僕の意識は、徐じよ々じよに快楽へと流されていった。

　このまま、甘えてしまいたい……。

　ほんのちょっとそう思っただけで、気持ちは弱いほうへと傾かたむいていく。箍たがの外れかかった体は欲望に唆そそのかされて、勝手に動いてしまう。

　腰を擦りつけるように動かすと、岩元さんは顔を上げて訊きいてきた。

「こっちも触って欲しいのか？」

「……っ」

　自制はもう利かないというのに望みを言葉にされると、やはり恥ずかしい。いたたまれなさに目を伏せると、岩元さんは僕の下衣を下着ごと引き下ろしてきた。

「えっ……な……え!?」

　岩元さんは困こん惑わくする僕の下か肢しから全すべてを取り去り、足を左右に押し開いてくる。そして、足の間に体を割り込ませ、足を閉じられないようにしてしまった。

　思わず頭を起こした僕は、ボタンの飛んだシャツ一枚を羽織るだけのあられもない自分の姿を目まの当たりにすることになった。

　だが、面食らう暇ひまもなく僕自身をぐっと握にぎり込まれる。

「ぁあっ！」

　突とつ然ぜんの刺激に、僕の体はびくんっと跳はねた。そして、芯しんを持って反り返った昂たかぶりをさっきよりも淫みだらに擦られた。

「んんッ、な…んで、岩元さ……っ」

　僕の問いかけに返答はなく、岩元さんはただひたすらに高みへと追いやってくる。

　布越しではない直じかの刺激は、神経が焼き切れてしまいそうなほど感じさせられた。大きな手で包み込まれ、上下に擦られるとそれだけで腰が痺しびれたようになる。

「あ…っ、やっ、あ…ああっ」

　先せん端たんの窪くぼみを指の腹で撫でられると、ぬるりとした感触がした。岩元さんはそのぬめりを広げるように指を動かし、さらに大だい胆たんに僕自身を刺激してくる。

「待っ…そんなしたら、ヘンになっちゃ……ぁあっ」

「ヘンじゃない。可愛かわいいよ」

「や、噓…っ、んん、んっ」

　勝手に上がってしまう高い声が恥ずかしくて、僕は手の甲こうで口を塞ふさいだ。それでも我が慢まんしきれず、指を嚙む。だけど、すぐに岩元さんによって手をどかされてしまった。

「ダメだ、そんなことをしたら傷がつく」

「や……っ」

「声が出るのが恥ずかしいのか？」

　唇くちびるを嚙みしめて素直に頷うなずくと、岩元さんはくすりと笑う。

「感じていれば当たり前のことだ。好きなだけ喘げばいい」

「でも……っ」

　再度手を口元に持っていこうとすると、岩元さんは「仕方ない」と云いって、僕の唇を自分のそれで塞いできた。

　確かにこうしていれば声が漏もれずにすむかもしれないけれど、与あたえられる刺激の増えた僕の体は戸と惑まどいを覚えてしまう。

「んっ、んん……ん…っ」

　初めは困惑していたけれど、嚙んだ下唇をくすぐるように舐なめられているうちに、力が抜ぬけていった。やがて、薄うすく開いた唇の間から舌が捩ねじ込まれ、直接触れ合う舌の感触に、脳のう髄ずいがジンと痺れた。

「ん、んー…っ」

　荒あら々あらしく口こう腔こうを搔かき回されたかと思うと、舌を絡からめ取られて吸い上げられる。さっきの啄ついばむばかりだったキスが子こ供ども騙だましに思えてくるほど、熱の籠こもった口づけだった。

　すごい……何か、溶けちゃいそう……。

　溢あふれる唾だ液えきが混じり合い、舌が動くたびに濡ぬれた音を立てる。上手うまく飲み下すことができず、唇の端はしから伝い落ちた。

「んん、ん…ぁ……んぅ……」

　キスの間も昂ぶりへ絡みついた指は動きを止めることなく、僕をさらに追い詰つめてくる。初めて味わう快感にただひたすら翻ほん弄ろうされ、どうすることもできない。

　肌はだには汗あせが浮うかび、羽織っているシャツがまつわりついてくるようだ。息苦しさも増し、頭の中がさらにぼんやりとしてくる。

　追い込まれた欲望はいまにも弾はじけてしまいそうなほど張り詰め、ジンジンと疼うずいている。僕は感じすぎる自分の体がもどかしくて身み悶もだえた。

「はっ……ん、ん───ぷはっ、あっ、あ…っ」

　無意識に酸素を求めていると、不意に口づけが解かれた。油断しきっていたせいで、また甘ったるい声を零こぼしてしまう。

「やっ…な…んで…？　声、出ちゃ……あ、ぁあっ」

　もう一度キスを乞こおうとするけれど、岩元さんは僕の目元や頰ほおに口づけるばかりで嬌きよう声せいを零す唇は塞いでくれない。

「大だい丈じよう夫ぶだ。聞いてるのは俺だけだ」

「そ……っ、ああっ、あ！」

　岩元さんだから、みっともないところを知られたくないのに。でももう、こんなふうに乱されてしまっていてはいまさらかもしれないけれど。

　せめて少しだけでも声を抑おさえられればと思い歯を食い縛しばると、岩元さんはおもむろに体の位置をずらしてきた。

　何をする気なのかと頭を起こした僕は、体を屈かがめた岩元さんが限界まで張り詰めた自身を口に含ふくむ瞬しゆん間かんを見てしまった。

「うそ……───ん、あ…ぁあ…っ」

　躊躇ためらいもなく僕の欲望を吞み込み、舌を絡めてくる。敏びん感かんな場所を熱い粘ねん膜まくに包まれる感触は、言葉にならないほど強きよう烈れつだった。

「やだ…や、あ、あっ…ああ…ッ」

　岩元さんはいますぐに弾けてしまいそうな昂ぶりの根本を指で締しめつけ、そこにある膨ふくらみを揉もみしだく。体液の滲にじんだ先端を啜すすられるだけで、頭の芯が焼けつくようだ。

　包み込んだ唇で扱しごくようにされれば、堪こらえようと思っていた嬌声は一層酷ひどくなり、僕は意味もなくかぶりを振ふった。

「やぁ…っ、だめ……ああ、あっ……」　>>>♥

　全体を丹たん念ねんに舐め上げられ、押さえつけられた腰こしが震ふるえる。死にそうなほど恥はずかしいのに、這はい上がってくる快感はそれ以上だ。

　ひっきりなしに喘あえいでいるうちに、何が何だかわからなくなってくる。ただ一つだけはっきりしているのは、どうしようもなく気持ちがいいということだけだ。

「あっ…あ、あ…んんっ、んー…っ」

　イキたいのに、イカせてもらえない。その苦しさに、涙なみだを浮かべる。

　もどかしく腰を揺ゆすると、岩元さんは感じやすい場所ばかりを執しつ拗ように責めてくる。快感も度がすぎると苦痛になるのだと初めて知った。

　だけど、どうしたら解放してもらえるのかわからない。

「も…やだ……っ、もう…っ、んんっ」

　必死に限界を訴うつたえると、不意に根本の締めつけが緩ゆるんだ。ほっとしたのも束つかの間、先端を強く吸い上げられ、熱いものを岩元さんの口の中で弾けさせてしまった。

「あぁあ…っ!!」

　岩元さんはびくびくと跳ねる腰を押さえつけ、僕の放ったものを全て受け止め飲み下す。

　ぐったりと弛し緩かんした体を投げ出し、絶頂の余よ韻いんを感じながら僕がその光景をぼうっと見つめていると、岩元さんは体を起こし、唇についた残ざん滓しを舌で舐め取った。

　まるで肉にく食しよく獣じゆうが舌なめずりをしているような仕草に、ぞくりと背筋が震える。あの舌が僕を高みへと追いやったのだと思うと、それだけで体が甘くズキズキと疼いた。

　あ……どうしよう……また……。

　二度の絶頂に満足していたと思っていた体は、なおも熱を発し、刺し激げきを欲している。

　これ以上、岩元さんに迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。

　何かで下か肢しを隠かくそうと手元を探さぐって摑つかんだベッドカバーを手た繰ぐり寄よせようとすると、岩元さんはおもむろにベッドから降り、どこかへと消えた。

　やっぱり呆あきれられたのかもしれない。そんなふうに思っていた僕の許もとへ、岩元さんは何かを手にして戻もどってきた。

　そして、見み蕩とれてしまいそうなほど凜り々りしい端たん整せいな顔をさらに真しん剣けんにした表情で告げてくる。

「このまま、君を最後まで抱だくよ。いいね？」

「え……？」

　ぼんやりとした頭では、何を云われているのかすぐにはわからなかった。けれど、ワイシャツを脱ぬぎ捨て、ベルトを引き抜く様子に、これから岩元さんがしようとしていることを悟さとる。

　それでも、僕にはまだ信じられなかった。

　男同士で『抱く』というのもよくわからなかったし、岩元さんがそこまでする理由も見当がつかなかったから。

　一つだけ確かなのは、岩元さんの顔が冗じよう談だんを云っているようには見えないこと。

　ああ、そうだ……それともう一つ。戸惑いはしているものの、僕が嫌いやだと思っていないこと。

　その二つだけは疑いようのない事実だった。

「できるだけ辛つらくないようにする。敦貴はそのまま横になっているだけでいい。……俺もそろそろ我慢の限界なんだ」

「へ？　あ……っ」

　苦々しい呟つぶやきと共に手を取られ、導かれた先にあったものの存在感に息を吞のむ。

　すごいとか熱いとかどうしてとか、色んな言葉が脳のう裏りに浮かんだけれど、どれも口にすることはできず、僕は黙だまり込むことしかできなかった。

　多分、僕の顔はいま真っ赤になっていることだろう。体から熱が引く気配もない上に、顔はそれ以上に熱いから。

　沈ちん黙もくを了りよう承しようと取ったのか、岩元さんは投げ出されていた僕の足の間をそっと探ってきた。

「んっ……な…に……？」

　他人に触ふれられることがあるなんて考えてもいなかった場所を撫なでられ、不安が生まれる。岩元さんはそんな不安を見み透すかしたかのように、優やさしい声で囁ささやいてきた。

「大丈夫だ。無理をしなければ、気持ちよくなる」

「……ホントに…？」

「君に噓うそはつかないよ」

　信じてみてもいいだろうかと思っていると、今度はぬるつくものを塗ぬりつけられた。何とも云いえない感かん触しよくに、僕はぎゅっと目を瞑つぶる。

　何度も指が往復するたびに、体のざわめきが大きくなっていく。恥ずかしさはどうにもならないけれど、気持ち悪さは感じなかった。

　だけど、どうしてそこばかり触さわるんだろう？

　無理をしなければと云っていたけど、あれは何を指しての言葉だったのだろうか───そんな疑問に気を取られていた僕は、前置きもなく体内に指を押し込まれ、声を上げた。

「…っあ！」

　岩元さんは僕の中に突つき入れた指をそれまで通り、ゆっくりと動かしてくる。驚おどろきに体を強張らせると、力を漲みなぎらせたままの昂たかぶりにも指を絡めてきた。

「ん、ん…っ、や……あっ」

　意識が逸それた途と端たん、体の中を搔き回される。前と後ろを同時に弄いじられ、わけがわからなくなった。どうしてなどと考える気にもなれず、ただ喘ぐことしかできない。

　元々の体質なのか、無理矢理飲まされた薬のせいなのか、どんな刺激も快感へと変化する。感じすぎてしまう体が自分のものだとは信じられない。

「ぁあ…っ、あ…あ……」

　塗りつけられたものと自身から滴したたり落ちる体液で、指を抜ぬき差しされるたびにぐちゅぐちゅと音が立つ。

　指一本でもキツかったそこは、少しずつ柔やわらかくなっていき、指を増やされても痛みは感じなかった。自分の中でばらばらに動く指が粘膜を押し広げ、強こわ張ばりを解いていく。

「やぁ…っ、そこ、あ……やだ、溶とけちゃ……っ」

「そんなに感じるのか？」

「あ、んっ、すご…ヘンになる……ぁあっ」

　そうとしか云いようがなかった。与あたえられる快感を追うのに精せい一いつ杯ぱいで、余計なことを考えている余よ裕ゆうもない。

「ずいぶんと適性があるようだな」

「え…？　んんっ」

　独り言のような呟きのあと、岩元さんは僕の中から指を引き抜いた。喪そう失しつ感を覚える間もなく、両足を抱かかえ上げられ、とてつもなく熱いものが押し当てられる。

　ひゅっと息を吞んだ瞬間、ぐっと硬かたい熱の塊かたまりが入り込んできた。指とは比べものにならない存在感に目を瞠みはる。

　これって、岩元さんの……？

　どうして、とはもう思わなかった。いくらなんでもこれから何をされるのか、いくら鈍にぶい自分にもわかる。

「……敦貴、いいね？」

　小さくこくりと頷うなずくと、岩元さんはゆっくりと、躊躇ためらうことなく体を深々と貫つらぬいてきた。

　どくん、どくん、と強い脈みやく拍はくを体内に感じる。それは自分の鼓こ動どうと重なり合い、僕の中で鳴り響ひびく。

「くぅっ……あ…あ……」

「ゆっくり深呼吸して、体から力を抜いて。そう、上手だ」

「あ、あ…ぁ……あぅっ」

　最後は強く突き上げられ、あまりの衝しよう撃げきに意識が飛びかける。けれど、そのあとすぐに始まった律動に体が反応し、意識を失うことはなかった。

　ガクガクと大きく揺さぶられ、艶つやを増した声が上がる。抉えぐるような突き上げに、僕は涙を滲にじませ、わけもなくかぶりを振ふった。

「あっ…あっ、あ、ぅ…んッ」

「辛いのか？」

「ちが……っ、気持ち…すぎて、すごい……」

「ここがいいのか？」

「ひぁ…っ、あ、い…いい……っ」

　与えられる快感と体内を擦こすられて生まれる熱で、本当に溶けてしまいそうだ。そんな不安定な感覚に、思わず岩元さんの首にしがみつく。

　すると、力強く抱き返され、律動はさらに激しくなった。荒あら々あらしい突き上げに体液で濡ぬれそぼった自身が岩元さんの逞たくましい腹部で擦すれるせいで、快感が一層酷ひどくなる。

「や…っ、あっ、岩元さ……っ、んんっ」

　啜すすり泣なきながら名前を呼ぶと、嚙かみつくようなキスをされる。何もかも奪うばっていく嵐あらしのようなキスのあと、一ひと際きわ強く奥深くを穿うがたれた。

「やっ…あぁあ…っ！」

　びくびくっと自身から欲望が放たれる。それを追うようにして、僕の中の昂ぶりも大きく震ふるえ、熱いものが注ぎ込まれた。

　頭の芯しんが痺しびれるような絶頂感に、気が遠くなる。

「大だい丈じよう夫ぶか？　敦貴」

「平気…です……」

　不規則に痙けい攣れんする下腹部は、とろりとした体液で濡れていた。

　全身汗あせまみれだし、シャワーくらい浴びないとと思うのだが、ぐったりと弛し緩かんした体は指一本動かすのも億おつ劫くうだ。

　荒あらい呼吸を吐はきながら瞬まばたきを繰くり返していると、強きよう烈れつな眠ねむ気けが襲おそってきた。そんな僕の様子に気づいた岩元さんは、まるで子供にするように頭を撫でてくる。

「ゆっくり眠ねむるといい。嫌なことはみんな忘れてしまうんだ」

「は…い……」

　意識は急速に遠ざかっていく。舌足らずな返事が最後の記き憶おくとなり、僕は深い眠りへと落ちていった。
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　何だか、いい匂においがする……。

　寝ね返がえりを打ち、顔をシーツに押しつけた瞬しゆん間かん、そう思った。

　不思議とほっとする、太陽みたいな匂い。僕が留守の間、兄さんが布ふ団とんを干しておいてくれたんだろうか？

　───あれ？　そういえば、今日の出勤は何時だっけ？

　昨日は確か八時に勤務を終えたから………。

　ああ、そうだ。確か今日は一週間ぶりの休日だったはず。冷蔵庫の中身がほとんどなくなってきてるから、買い物に行かなくちゃ。

　だけど、まだこのまま寝ていたい。外はもう明るいみたいだけど、もう少しだけ……。

　何だか体がやけに気怠いし……。関節も痛いけど、昨日何かしたっけ───。

「あ！　いっ……」

　蘇よみがえってきた記憶で一気に覚かく醒せいし、飛び起きた僕は襲ってきた頭痛に顔を歪ゆがめた。この頭痛は二ふつ日か酔よいのせいだろう。吐き気がしないだけまだマシだ。

　それより問題は、酒を飲んだあとのこと。岩元さんに公園に連れて行ってもらって休んでいたら、ヘンな男に襲われて、妙みような薬を飲まされたんだ。

　水を買いに行ってくれていた岩元さんが戻もどってきてくれて、危あやういところを助けてもらった上に家に上げてもらい、尚なおかつとんでもないことをさせてしまった。

　全部夢だったのだと思いたくても、いま自分の寝ているベッドがテレビでしか見たことがないくらい大きなキングサイズのベッドで、着ているのが見たことのないぶかぶかのパジャマだという事実が現実だと知らしめる。

「どうしよう……」

　呟つぶやきは、モノトーンでまとめられたシックな室内に虚むなしく響く。

　呆ぼう然ぜんとしていると、突とつ然ぜん部屋のドアが開かれた。

「目が覚めたか。気分はどうだ？」

　上半身裸はだかで、いかにもシャワーを浴びたてという岩元さんの姿に一気に記憶が蘇り、かあぁっと顔が赤くなったあと、すぐに血の気が引いていく。

　自分がかけてしまったとんでもない迷めい惑わくに、赤くなればいいのか青くなればいいのかわからない。とにかく、謝らなければならないことだけは確かだ。

　僕はベッドの上で正座をして、がばりと頭を下げた。

「すみませんでした…っ」

「どうして君が謝るんだ？　あの場合は仕方のないことだったんだ。むしろ、君には弱っているところにつけ込んだと俺を責める権利がある」

「つけ込んだなんて、そんなこと…！」

「それに犯人も逃にがしてしまったしな。そもそも、あんなところで休まず俺が初めから送っていけば、君があんな目に遭あうこともなかったのに、俺のほうこそすまなかった」

「謝らないで下さい…っ、ホントに昨日は僕が悪かったんですから！」

　お酒を飲みすぎて酔よっぱらってしまったのも自己管理できていないだけだし、ヘンな男に襲われたのだって酔っていてろくな抵てい抗こうもできなかったせいだ。

　岩元さんは僕のためにああいうことをしてくれたわけであって、相手が男である僕だったことのほうが申し訳ないというか……。

「あんなことまでさせてしまって……何て云いっていいか……」

　色々と思い出してしまい、赤らむ頰ほおを抑おさえきれない。

　行こう為いの余よ韻いんのようなものが体のあちこちに残っていて、岩元さんの手の感かん触しよくや重なり合った汗ばんだ体温が生々しく蘇ってくるのだ。

「まったく、君って子は……。そんなんじゃ、本当に悪い人間に引っかかるぞ。少しは人を疑うことを覚えたほうがいい」

「そ、そうでしょうか？」

「それより、体は辛つらくないか？　痛いところがあったら云ってくれ」

「ええと、痛いってほどじゃないんですけど、ちょっとヒリヒリするっていうか……」

　どこがとはさすがに恥はずかしくて口にはできない。

「……すまない。やはり、君に負担をかけてしまったようだな。時間が許すなら、このまま寝ていなさい。あとで家まで送っていく」

　申し訳なさそうな顔をする岩元さんの表情が少しでも和やわらぐよう、一いつ生しよう懸けん命めい言葉を探す。

「いえっ、大丈夫ですから！　すごく気持ちよかったですし…っ」

「気持ちよかった？」

「あっ！　そうじゃなくて、何て云ったらいいんだろう、ええと、その、ちょっとビックリしましたけど、嫌いやじゃなかったってことで負担とかそういうのは全然ありませんから！」

　気持ちよかった、では色々と語ご弊へいがあったかもしれない。フォローしようと慌あわててつけ加えたけれど、それも失敗してしまった気がする。

　───だけど、実際そうとしか云えない。

　アルコールと薬と初めての経験に理性の飛んでいた僕が覚えていることは、あの行為がたとえようのないほど気持ちのいいものだったということくらいだ。

　快楽に溺おぼれ、素面しらふでは云えないような恥ずかしい言葉を口にしたり、思い出すだけで憤ふん死ししてしまいそうなあられもない格好をよりによって岩元さんに晒してしまったりもしたけれど……。

　でも、心の隅すみで初めての相手が好きな人でよかったと思っている図ずう々ずうしい自分もいたりする。

「何にビックリしたんだ？」

「う……そ、それは…色々と……」

　そう切り返されるとは思ってなかった僕は声を詰つまらせる。ちらりと窺うかがい見た岩元さんは、少し意地の悪い笑えみを浮うかべていた。

「色々？」

「……カッコ悪いんですけど、僕、経験がないので……」

　あそこまで恥ずかしいところを見られた相手に見み栄えを張っても仕方ないと思い、正直に告げる。すると、今度は岩元さんのほうが驚おどろいた顔をした。

「経験がない？　女性とも？」

「……はい」

　高校生のときに押し切られてつき合った子と、触ふれるだけのキスをしたことはある。だけど、その子とのつき合いは受験を機に自然消しよう滅めつしてしまった。

　それに専門学校に行ってからは勉強のほうが楽しかったこともあって、そういうことに興味を向ける間もなかったし、合コンなども苦手だったから誘さそわれても断ってばかりで、誰だれかと交際する機会には恵めぐまれなかったのだ。

「だから、男同士でああいうことができるって知らなくて、それでビックリしたんです」

　一応、岩元さんを好きになるくらいだから、同性同士での交際があることは知っていた。だけど、キスはともかくセックスのやり方まではあまり考えたことがなかったのだ。

　触さわり合うことくらいはうっすらと想像したことがなかったわけじゃないけれど、あんな場所を使って繫つながり合うことができるなんて知らなかった。

　そして、いまでも信じられないのは、その行為が噓うそのように気持ちよかったこと。貫つらぬかれ、抱だきしめられて揺ゆさぶられる体が、溶とけ出していってしまいそうだったことだ。

　岩元さんならバカにしたりはしないだろうと思って正直に告げたけれど、予想と違ちがう反応をしていて、僕は首を傾かしげた。何故なぜか手で口元を押さえ、難しい顔をしているのだ。

「どうかしたんですか？」

「……改めて罪悪感に駆かられるな。初めてでこんな経験をさせてしまって本当に申し訳ない」

「いえっ、そんなこと……」

　僕は云いかけた言葉を吞のみ込んだ。

　岩元さんにしてもらえて嬉うれしかったなんて云ったら、岩元さんを好きだという気持ちがバレてしまう。

「相手が俺じゃなくて、好きなやつだったらよかったのにな」

「……っ！」

　僕は岩元さんの言葉に、思わず息を吞んだ。一いつ瞬しゆん、心の中を覗のぞかれたような気がして、血の気が引いていく。

　いや、でもバレるわけないよな……？

　口にしていない気持ちが悟さとられるなんてことありえないと自分に云い聞かせ、僕は動どう揺ようする胸の内を必死で落ち着けようとする。

　ここで黙だまってしまったら、いかにも怪あやしい。岩元さんのことが好きだと白状しているようなものだ。だけど、何も言葉が出てこない。

　いくら興奮を促うながす薬を飲まされていたからと云って、岩元さん以外にあんなことをされたらと思うと気が滅め入いってくる。

　岩元さんが相手だったから、何をされても嫌じゃなかったのだ。

「敦貴？　どうした、ぼんやりして。やはり、気分が優すぐれないか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！」

　そうだ、いまは余計なことを考えてる場合じゃない。これ以上、岩元さんに迷惑をかけないようにしなくては。

「それより、腹は減ってないか？　簡単なものでよければ作るが」

「あっ、いえ、いいですっ。そんなに気を遣つかわないで下さい！　僕、もう帰りますから───」

　断ろうとした途と端たん、ぐうとお腹なかが派手に鳴った。ごまかしようのない状じよう況きように、続ける言葉も見つからない。

　カッコつけようとすればするほど、情けないところを見せてしまっている気がする。

「減ってるようだな。服は洗せん濯たくして乾かん燥そう機きにかけておいた。脱だつ衣い所に置いてあるから、シャワーを浴びておいで。その間に朝食を用意しておこう」

「すみません……」

　素す直なおに甘えてしまったほうがよさそうだと判断し、小さく頷うなずいた。

　パジャマに包まれた体は比ひ較かく的てきさらりとしているけれど、あれだけ汗あせを搔かいたのだから、シャワーくらい浴びておいたほうがいいだろう。

　あれ？　でも、何で体がベタベタしてないんだろう？

　もしかして、僕が眠ねむっている間に岩元さんが拭ふいてくれたりしたんだろうか……。

　迷惑かけ通しな自分にため息をつきながらベッドから降りようと足を踏ふみ出した僕は、フローリングに立とうとした瞬間、ふにゃりと崩くずれ落ちた。

「う、わっ」

　正確には、かくん、と膝ひざが折れたせいで思わぬ方向に体が傾かしいでいったのだが、まるで体の中から芯しんがなくなってしまったかのように力が入らない。

　そして、またしても岩元さんに助けられてしまった。僕は逞たくましい腕うでに抱きとめられ、剝むき出しの胸に顔を埋うずめた。

「……っ」

　体勢を立て直そうにも、足に力が入らない。それに上に何も羽織っていない岩元さんの体に摑つかまってもいいものかと悩なやんでしまって、不自然な動きになってしまう。

「上手うまく立てないのか？」

「は、はい…。何か、腰こしから下に力が入らなくて……」

「そうか」

「へ…？　い、岩元さん!?」

　前置きもなくひょいと横向きに抱き上げられ、間ま抜ぬけな声を上げてしまった。　>>>♥

　パジャマ越ごしの素す肌はだの感触に心臓が跳はね、顔と顔の距きよ離りも一気に縮まったことで僕は視線をうろうろと彷徨さまよわせる。

「あの、一人で歩けます…っ」

「無理をするな。ここにいる間くらい、甘えてくれ」

「でも、そんなわけには」

「君を浴室で一人にするのは心配なんだ。朝食は待たせることになるが、少し我が慢まんしていてくれるか？」

「はい？」

　それは、どういう意味なのだろうか？

　浴室まで運んでもらうのと、朝ご飯とどう関係があるのだろう。

「体を洗うのを手伝うと云いっているんだよ」

「えええっ、いいです！　子供じゃないんで一人で平気ですっ」

　岩元さんの返答に、大おお慌あわてで首を横に振ふったけれど、抱きかかえられた体を下ろしてくれる気配はない。

「子供相手に昨日みたいなことをする趣しゆ味みはないよ。腰が抜ぬけた責任は俺にあるんだから、気にするな」

「で、でも…」

「何がそんなに嫌いやなんだ？　俺に抱かれたことは気持ちよかったんだろう？」

　さっき、うっかり告げてしまった言葉を言げん質ちに取られ、問い返される。でも、気持ちいいのと恥はずかしいのは別次元の問題だ。

「それは…そうですけど……恥ずかしいって云うか……」

　昨日は酔よっぱらいだった僕も、いまは素面しらふなのだ。岩元さんの裸はだかを見ただけでドキドキしてしまうのに、体を洗われたりなんかしたら平然としていられるわけがない。

　けれど、僕の主張は軽く一いつ蹴しゆうされた。

「それこそ、いまさらだ」

「そんな…っ」

　抱き上げられた状態では逃にげることもできず、抵てい抗こうする間もなく浴室へと連れて行かれる。

　そこで僕は手て際ぎわよくパジャマを脱ぬがせられ、羞しゆう恥ち心しんに悶もだえ死にそうになりながら、岩元さんに体の隅すみ々ずみまで洗われてしまったのだった。










　……死ぬかと思った……。

　お風ふ呂ろで逆上のぼせてしまった僕は、リビングのソファで横になって休ませてもらっていた。ソファにしたのは、ベッドに戻もどったらまた眠ってしまいそうだったから。

　それと、昨晩のことを改めて思い返してしまいそうだったこともあって、こっちに連れてきてもらったのだ。ただでさえ、恥ずかしくて死にそうなのに、余計なことまで思い出したらどうなってしまうかわからない。

　昨日は意識が朦もう朧ろうとしていたからまだよかったものの、今日はそうはいかなかった。

　とても口にはできないようなところまで洗われてしまい、あのまま悶え死んでしまうんじゃないかと思った。

　岩元さんが普ふ通つうの顔をしてるから、僕も一いつ生しよう懸けん命めい平静を装っていたけれど、体のあちこちに触ふれられるたびにぞくりと背筋が震ふるえてしまい、そうなると否いや応おうなく反応を示してしまうのが悲しい男の性さがだ。

　石せつ鹼けんで滑すべりがよくなった手の感かん触しよくがやけに気持ちよくて、必死に自制していたのに、ヘンに感じちゃって……。

　結局、そっちの処理までしてもらって、浴室から出てきたときには僕は逆上せてぐったりとしてしまっていた。

　ああもう、本当に情けない……。

　僕はいったい、何度自己嫌けん悪おすればいいんだろう。気分をどん底までめり込ませながら、これも何度目かわからないため息をつく。

　岩元さんはああいうことに慣れているのかもしれないけど、初心者の僕には刺し激げきが強すぎた。

　だって、あんな場所まで洗われるなんて思ってなかったし……。

　思い出すだけで頭から湯気が立ちそうだ。体力が残っていたら、恥ずかしさでのたうち回っていただろう。

　……って、思い出さないようにしてる矢先に何を考えてるんだ、僕は！

「敦貴、起きられるか？」

「はいっ」

　ぐだぐだと詮せん無ないことを考えていた僕は、声をかけられ慌あわてて飛び起きた。もしかして、ヘンな顔をしていたところを見られただろうかとドキドキしながら、ソファの横に立っていた岩元さんを見ると、手に水の入ったグラスを持っていた。

「いま、コーヒーも淹いれているが、とりあえずは水のほうがいいだろう？」

「ありがとうございます…」

　両手でグラスを受け取ると、カランと氷が音を立てる。グラスの表面に水すい滴てきが浮うくほど冷たい水を一口飲むと、火ほ照てった体が一気に冷えていく。

　ずいぶん喉のどが渇かわいていたらしく、ごくごくと一息に飲み干してしまう。

「顔色は悪くないようだな。食事はどうする？　一応、用意はしたが、食べられるか？」

「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　せっかく岩元さんが作ってくれた朝ご飯を、食べないのはもったいない。こんな機会、二度と恵めぐまれることもないだろうし。

「それじゃあ、ダイニングのほうに来られるか？　動くのが億おつ劫くうなようなら、こっちに運んでくるが」

「行きますっ。もう、歩けますから…！」

　今度こそ一人で大丈夫だということを見せようと、両足に力を込めて立ち上がった。

「わかったよ。じゃあ、こっちにおいで」

　先を行く岩元さんについて歩き出した僕は、途と中ちゆうでへたり込まないように気合いを入れる。そのせいか、手足の動きが微び妙みようにぎくしゃくしてしまう。

　それに足を動かすと、体の奥に何か挟はさまっているような違い和わ感が気になってしまうのだ。

　ダイニングは隣となりの部屋だというのに、やけに遠く感じてしまう。何とか辿りついて二人がけのダイニングテーブルに目をやると、ホテルの朝食のような料理が載のっていた。

「どうぞ」

「あ…すみません……」

　恭うやうやしく椅い子すまで引いてもらって、恐きよう縮しゆくしながらそこに腰かける。

　何か、すごい……。

　寝しん室しつもホテルみたいな感じだったけれど、リビングとかダイニングとかもテレビのＣＭやドラマでしか見たことのないような綺き麗れいで広い部屋だ。そもそもリビングとダイニングが別れているだけでも驚おどろきだ。

　岩元さんの勤めてる会社は有名なところだけど、もしかしてすごい立場の人なんじゃないだろうか。

「どうしたんだ、きょろきょろして」

「す、すみません、何かすごいなぁって思って」

「無む駄だに広いだけだよ。ほとんど、寝ねに帰ってきてるだけだからな」

「そっか……いつも終電ですもんね……。───あれ？　今日、お仕事は…？」

「有休を取った」

「えっ、もしかして僕のせいですか!?」

「元々休みにしてあったんだ。休日返上で働いてるからたまには休ませてもらわないと割に合わない」

「すみません…大事なお休みにお手を煩わずらわせてしまって……」

「君はどうしてそんなに謙けん虚きよなのかな。俺は君と一いつ緒しよに過ごせて楽しいと思ってるよ」

「……っ」

　柔やわらかな微笑ほほえみと共に優やさしい言葉をかけてもらい、思わず頰ほおを赤らめる。

　岩元さんに他意はないんだろうけど、あんまり優しくしてもらうと都合よく誤解してしまいたくなる。

　この人は正義感もあって、その上優しくて面めん倒どう見みがいいから、僕にあれこれしてくれるんだと思う。調子に乗ってつけ上がったりしたら、それこそ迷めい惑わくをかけてしまいそうだ。

「ああ、コーヒーが冷めてしまうな。砂糖とミルクはどうする？」

「あ…えっと、両方お願いします」

　白いカップにサーバーからコーヒーが注がれると、ふわんと香こうばしい匂においが立ち上り、食欲を刺激してきた。

「口に合うといいんだが」

「いただきます」

　差し出されたカップを受け取り、熱いうちに一口啜すすろうとした瞬しゆん間かん、断続的な電子音が鳴り響ひびいた。どうやら電話の音らしく、岩元さんが忌いま々いましげに電話機を睨にらみつけている。

　いつまでも鳴り続ける呼び出し音に、僕はおずおずと問いかけた。

「あの…出ないでいいんですか？」

「そうだな、出ないでいると何度もかかってくるだろうしな」

「え？」

　相手が誰だれだかわかっているような口ぶりだ。岩元さんは不ふ機き嫌げんな顔で電話機に歩み寄り、受話器を取ったかと思うと、前置きもなしに喋しやべり始めた。

「今日は休むと伝えてあるだろう。連れん絡らくもするなと云いっておいたはずだが？」

　言葉の内容からすると、電話の向こうにいるのは会社の人なのだろう。だけど、同どう僚りようや上司にああいう話し方は普通はあまりしない。

　よほど親しい相手か、それともそういう口調で許される立場だということか……。

　詮せん索さくするのはよくないとわかっていても、やっぱり気になってしまう。

「昨日までに、今日のぶんの仕事は片づけていっただろう。この間の取材記事の校正？　それは明日目を通す。は？　今日中だと？………わかった、それだけは確かく認にんするからファックスで送れ。折り返し連絡する」

　岩元さんが電話を切ると、すぐにまた呼び出し音が鳴り始め、今度はファックスに切り替かわった。多分、確認をすると云っていた記事が早速届いたのだろう。

「……やっぱり、お仕事のほう……」

　僕がここにいたら邪じや魔まにならないだろうか？

　せめて、隣の部屋に行っていたほうがいいかもしれないと思い声をかけてみたけれど、岩元さんは僕には優しい言葉ばかりかけてくれる。

「急ぎの仕事みたいだが、すぐにすむから大丈夫だ。敦貴は気にしないでいい。先に朝食を食べていてくれ」

　岩元さんはそう云って、電話の横に置いてあったボールペンと届いたばかりのファックスを手に、僕の前に座る。

　そして、皿を脇わきに寄せ、紙面に並んだたくさんの文字を目で追い始めた。

　先に食べていていいと云われたけれど、岩元さんが仕事をしているのにのうのうと食事しているのも気が引ける。何を手伝えるわけでもないので、コーヒーを啜りながら大人しくしていることしかできないんだけど。

　じっと見ているのも悪いと思いつつ、真しん剣けんな表情で文字を追う岩元さんの姿に見入ってしまう。

　仕事しているときは、こんな顔をしてるんだ……。

　落ち着きかけていた心臓が、またどくんと大きく跳はねた。

　───まただ。

　不思議な昂こう揚よう感があるのに、胸の奥がずくりと疼うずく。この心臓が締しめつけられるような痛みは気のせいじゃない。

　どうしよう。これ以上、一緒にいるともっと岩元さんのことを好きになってしまうような気がする。

「敦貴、食べないのか？」

「え？　あ、その、待ってます。食事は一緒に食べたほうが美味おいしいし」

「わかった、急いで終わらせる」

「あっ、そういうつもりじゃ……」

　急がせるつもりは毛頭なかったのに。急がなくていいと云おうとしたそのとき、届いた記事の中にあった写真の人物に目が止まった。

　ファックスで荒あらくなっているけれど、煽あおり文句のついたその人物には見覚えがある。

「それ、岩元さんですか？」

　思わずそう訊きくと、岩元さんは驚いた様子で顔を上げた。

「こんなに粗い写真でよくわかったな」

「やっぱり、そうなんですね。シルエットが似てるなって思って」

　でも、写真が岩元さん本人ということは、記事の内容も岩元さんに関したものなんだろうか？

　気になって問いかけてみると、岩元さんは苦笑いしながら教えてくれた。

「あまり気乗りはしなかったんだが、会社の宣伝になると秘書に押し切られて、インタビューを受けることになってしまったんだ。本当に口うるさい秘書でね」

「そうだったんですか。でも、僕は読んでみたいです。雑誌が出たら教えて下さいね」

「じゃあ、おかしなことを云っていないか、いま見てくれないか？　君が面めん倒どうでなければだが」

「ぼ、僕でよかったら……」

　秘書がいることに驚きつつも、岩元さんが差し出してくれた記事をうきうきとした気持ちで受け取る。

　雑誌が出たら絶対に買おう。あとで、雑誌名を教えてもらわなくちゃ。

　そう思いながら記事に目を落とした僕は、岩元さんの写真の横に添そえられていた肩かた書がきに瞠どう目もくした。

「取とり締しまり役やく社長…？　えっ、岩元さん、あの会社の社長さんなんですか!?」

「あれ、云ってなかったか？　社長と云ってもやってることは他の社員とそう変わらないから、名ばかりだがな」

　岩元さんの言葉は謙けん遜そんだ。いくら世間に疎うとい僕でも、あの会社がいまの社長になってから傾かたむきかけていた経営を立て直し、さらにシェアを拡大しているという話くらいは耳にしたことがある。

　その社長が岩元さんだったなんて……。

「……すみません」

「何を謝ってるんだ？」

「その、色々と……。昨日も居酒屋だったし……」

　安い飲み屋でご馳ち走そうしても、お礼にならなかったのではないだろうか。

「店の雰ふん囲い気きもよかったし、料理も名前ばかりの一流店よりずっと美味しかった。何より、もてなそうとしてくれる君の気持ちが嬉うれしかった」

「そ、それならよかったです」

　気き恥はずかしさに頰が熱くなり、僕は記事を読むふりをして俯うつむいた。

　こんなに優しくされると、本当に誤解してしまいそうになる。僕だけが特別なわけじゃないと自分に云い聞かせるけれど、鼓こ動どうはうるさく鳴り響くばかりだ。

　必死に自制しているのに、何度同じ場所を目で追っても記事の内容が頭に入ってこない。

「そんなに真剣に読まなくてもかまわないよ」

「あ、はいっ」

「それともどこか気になるところでもあったか？　何か訊きたいことがあれば云ってくれ」

「い、いえ…」

　そういうわけじゃないと云おうとしたけれど、とくに訊きたいことがないと云うのも失礼な気がする。だけどすぐに、これは岩元さんのことをもっと知るチャンスじゃないかと思い直し、僕は思わず言葉を引っ込めた。

　それなのに、チャンスだと思えば思うほど、頭が上手く働かない。やっとのことで口にした質問は、我ながらかなり下らないものになってしまった。

「あの、岩元さんはどうして電車通勤なんですか？」

「───」

「あっ、すみません！　ヘンな質問しちゃって！　秘書の方がいらっしゃるなら送り迎むかえとかもあるんじゃないのかなぁって……」

　偉えらい人はみんな送り迎えがあるのではと単純に考えたんだけど、ドラマなどを真に受けすぎなんだろうか？

　きっと、笑われるに違ちがいない。そう覚かく悟ごしたというのに、岩元さんは複雑な表情で理由を教えてくれた。

「……車くるま酔よいをするんだ」

「え？」

「だから、電車にしてる」

「そ…うだったんですか……」

　岩元さんと車酔いのイメージがなかなか結びつかない。どちらかと云いえば、車を運転するほうが似合いそうなタイプだ。

　でも、そのお陰かげで岩元さんに出で逢あえたのだと思うと、車酔いにも感謝したくなる。不ふ謹きん慎しんだとは思うけど。

「笑わないのか？」

「笑いませんよ！　車酔いのお陰で……丸川線を通勤に使ってもらえてるんですから」

　出逢えて嬉しいなんてストレートに云ったら引かれてしまいそうだったから、つい理由はごまかしてしまった。

　もちろん、そんな理由がなくても人の体質を笑おうとは思わないけれど。

「そういうことだから、これからも世話になる」

「はい、これからも是ぜ非ひご利用下さい」

　僕が敬礼をして見せると、岩元さんが小さく吹ふき出した。僕もつられて笑ってしまう。二人でくすくすと笑い合ったあと、岩元さんは表情を引きしめて告げてきた。

「プライベートでも会いたいと云ったら、君は困るか？」

「え…？」

「忙いそがしい仕事の上、堅かた苦くるしい世界にいると、息苦しくなるときがあるんだ。だけど、敦貴といると不思議と癒いやされる」

「ぼ、僕でいいんですか？」

「他に誰だれがいる？　また二人で食事に行こう。今度は俺が美味うまい店に連れて行くよ」

　まるでデートの誘さそい文句のような言葉にあたふたしながらも、僕は返す言葉を探す。僕も岩元さんとはまた会いたいと思っていたから。

「……よろしくお願いします」

　はにかむように答えると、岩元さんの顔が優やさしく綻ほころんだ。










　僕は帰り着いた家の前で、玄げん関かんのノブに手をかけるのを躊躇ためらっていた。

　兄さん、怒おこってるかな……。

　連れん絡らくもなしに朝帰り（正確には昼すぎだけど）だもんな。

　岩元さんの家でのんびりしてしまったせいで、帰宅がすっかり遅おそくなってしまった。一いつ緒しよにいるだけで楽しくて、時間を忘れて話し込んでいたら、こんな時間になっていたのだ。

「……怒られるよね、きっと」

　もう僕も社会人なのだから心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだと云っているのだが、兄の過保護は昔から少しも変わらない。

　両親の離り婚こんで父親のいない家庭だったせいか、本人に父親代わりという意識が強いんだと思う。まあ、いまは母が祖母の介かい護ごで田舎いなかに帰っているため、過保護っぷりが増している気がするけれど。社会人として一人前になれば、兄の心しん配ぱい性しようも少しは収まるだろうか？

　なんて思いつつも、自分でもかなりブラコン気味なのは自覚していて、社会人になったいまでも頭が上がらない。

　幼い頃ころ、母が働きに行っている間も兄がいてくれたから淋さびしい思いをせずにすんだし、要領の悪い僕の勉強を見てくれていたのも兄だ。

　いま住んでいる中古の一戸建てだって、兄が数年前に購こう入にゆうしたものだし、裕ゆう福ふくとは云いがたかった生活で僕が専門学校まで行くことができたのも兄のお陰だ。

　というのも、僕の兄の一かず馬まは学生のときからゲームクリエイターをしており、その収入で自分の学費だけでなく、僕のぶんまで出してくれた。

　高校を出たら働くと云った僕に、『お前は人よりトロいんだから、少しでも多く勉強しておけ』と鉄道関係の専門学校へ行くよう勧すすめてくれ、夢への後押しをしてくれたことはいまでも物もの凄すごく感謝している。

　お陰で無事に幼い頃からの夢だった鉄道会社に就職することができたのだから。

　ゲームクリエイターの兄がどんな仕事をしているのか詳くわしくは知らないけれど、その筋ではかなり有名らしい。

　一昨年会社勤めをやめてフリーになったあとも休みなく仕事に追われており、ほとんど家で仕事をするようになった兄の生活はすっかり昼夜逆転していて、この時間は大たい抵てい寝ねていることが多いのだが、今日はどうだろう？

　息を潜ひそめて差し込んだ鍵かぎを回し、玄関のドアを開いた。カチリと鳴った金属音にドキドキしながら家の中に体を滑すべり込ませ、小さな声で帰宅を告げた僕は、上あがり框がまちに目の下に隈くまを作って仁に王おう立ちになった兄の姿に息を止めた。

「ただい……ま」

「遅い!!」

「ご、ごめんなさい…っ」

　この様子からすると、兄は仕事を終えたあとも僕を寝ないで待っていてくれたらしい。罪悪感と兄の剣けん幕まくに思わず身を竦すくめる。

「昨日のシフトは夜上がりだったんじゃなかったのか？　帰れなくなったなら、連絡をよこせといつも云ってるだろう!?」

「すみません…っ」

「で？　急な欠員が出たのか？」

　ゲンコツが来るかと思って覚悟したけれど、どうやら今回は叱しつ責せきだけで許してくれるようだ。もしかしたら、眠ねむくて怒る気力もないのかもしれないけれど。

「あ…ええと、飲みすぎちゃって同どう僚りようの家に泊とめてもらっちゃったんだ」

　同僚というのは噓うそだけど、飲みすぎたのも泊めてもらったのも事実だ。本当のことを詳しく話すわけにもいかないし、ごまかされてくれるといいんだけど。

「へえ、お前が飲みすぎるなんて珍めずらしいな」

「あははは…」

　わざとらしい笑いでお茶を濁にごす。兄も疲つかれているせいか、それ以上の追つい及きゆうはしてこなかった。

「じゃあ、俺は寝るぞ……。夕飯当番忘れんなよ」

「わかってるよ。ちゃんと帰りにスーパーよってきたって」

　一いつ旦たん帰宅してから出直すのは億おつ劫くうだったので、少し遠回りをして買い物をしてきたのだ。

　幼い頃から家のことは二人でやってきた。お互たがいに仕事をするようになってからも交替で炊事をこなしている。……といっても、あまりレパートリーは豊富ではないけれど。

「またカレーとか云わないだろうな」

「……ハヤシライスです」

　似たり寄ったりのメニューを小声で告げる。あまり器用なほうではないため、凝こった料理にチャレンジすると大たい抵てい失敗するのだ。

「まあ、よしとするか。それじゃ、夕飯まで寝てるからできたら起こせよ。───あ、そういや最近、ウチの前をうろうろとしてる眼鏡めがねの男がいるんだが、知り合いじゃないよな？」

　自室へ向かいかけていた兄は、ふと足を止めて訊たずねてきた。

「眼鏡の男の人…？」

「スーツ着てて、中肉中背でいかにもサラリーマンって感じで、気が弱そうな感じだったな」

「うーん……」

　考えてみたけれど、云われたような人物は思い当たらなかった。

　職場に眼鏡をかけている人はいても、わざわざ僕の家を訊ねてくるような人はいないし、そもそも気の弱そうなタイプは一人もいない。

「僕の知り合いじゃないと思う。そういう人は心当たりがないし」

「んじゃ、セールスマンか何かなのかね。でも、俺が声かけたら、頭下げて逃にげてったぞ」

「兄さんが怖こわい顔してたからじゃないの？」

「あー、徹夜明けだったからな」

　兄は家にいるときはいつもよれよれのＴシャツに穿はき古したジャージを着ており、美容院に行くのが面めん倒どうで長めになってしまっている髪かみはてきとうに括くくられているだけの有様だ。

　仕事が詰つまっているときは無ぶ精しよう髭ひげもそのままで、寝ね不ぶ足そくで目もうつろだから、初対面の人には驚おどろかれること間ま違ちがいなしだ。

　そんな姿では、業界で有名な気き鋭えいのクリエイターだとは思われまい。ちゃんとした格好をすれば、それなりに見み栄ばえのする容姿をしていると思うんだけど。

　……まあ、少しはブラコンの贔屓ひいき目も入ってるかもしれない。

「ま、びびって帰ったんなら、もう来ないだろ。んじゃ、おやすみ。わかってると思うけど、寝てる間は電話は取り次ぐなよ」

「わかってるって」

「あと洗せん濯たくものを───」

「はいはい。やっとくから、早く寝なよ。おやすみ」

　あれこれと指図してくる兄を部屋に追い立て、庭に洗濯ものを取り込みに行く。風にはためくシーツを腕うでに抱かかえ込みながら、兄の言葉を思い返す。

　眼鏡の人か……。

　再度考えてみたけれど、やっぱり心当たりがない。きっと、兄の云いうようにセールスマンだったのだろう。

　頭を切り換かえ、夕食の仕度の手順を考えていると、ポケットに入れておいた携けい帯たい電話がメールの着信を知らせた。

　人員不足の呼び出しだろうかと思いながらメールを開くと、それはさっき別れたばかりの岩元さんからだった。

「な、何だろう……」

　途と端たんに高鳴り始めた鼓こ動どうに気づかぬふりで、メッセージを読む。

『ちゃんと家に帰れただろうか？　今日はゆっくり休んでくれ』

　短いけれど、気にかけてくれてるということがよく伝わってくる文面だった。岩元さんの思いやりに胸がジンと熱くなる。

「あ、返事しなくちゃ」

　心配させてはいけないと、即そく座ざに僕は家に着いたこととお世話になったお礼を打ち、返信した。

　すぐに綻ほころびかける口元を引きしめようとするけれど、なかなか上手うまくいかない。この場に兄がいたら絶対に突つっ込まれていただろう。

　誰だれにも見られていないことを確かく認にんしてから、もう一度メールを開いて何度も何度もメッセージを読んだのだった。
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「どうかなさいましたか？」

　僕は改札の前で不安そうな様子できょろきょろとしているおばあさんに近づき、声をかけた。駅構内で困っているお客様を助けるのも駅員の務めだ。

「あのう、市立病院にはどう行ったらいいんですかねぇ？」

「市立病院でしたら、駅の西口のほうに出て右手にある三番乗り場から出てるバスに乗れば十五分くらいで着きますよ。バスの運転手さんにあらかじめ云っておけば、降りるときに教えてくれますから」

「まあ、ご親切にどうもありがとうございます」

　バス停の方向を指さしながら説明をすると、おばあさんはほっとした様子で表情を和らげた。

　何度も頭を下げながら去っていくおばあさんを見送り、僕は改札窓口へと戻もどる。朝の通勤・通学ラッシュが一段落したいまの時間、僕の担当は改札業務だ。

　自動改札機の不具合を直したり、乗のり越こしの精算をしたり。それから、いまのようにお客様をご案内したり。

「だいぶ板についてきたじゃねぇか」

「え？　あ、村瀬先せん輩ぱい。見てたんですか？」

　褒ほめられたことは嬉うれしいけれど、先輩に仕事ぶりを見られていたのかと思ったら、いまになって冷や汗あせが出てきた。ヘマをしなくて本当によかったと胸を撫なで下ろす。

「初めはおどおどして、どっちが案内してもらうんだかって感じだったのになぁ」

　配属されたばかりの頃ころのことを云われ、恥はずかしさで頰ほおが染まる。手取り足取り面倒を見てもらった村瀬先輩には、一生頭が上がらないだろう。

「それはもう云わないで下さいよ！　緊きん張ちようしてたんだから、仕方ないじゃないですか…っ」

「捕つかまえようとした痴ち漢かんにも撥はね飛ばされるし？」

「充じゆう分ぶん反省してますっ！」

　反省どころか、後こう悔かいもした。岩元さんとの接点になったことだけは不幸中の幸いだったと思っているけれど。

「まあ、でもお前はかなりがんばってるほうだよなぁ。市いち橋はし駅の新人、かなり問題児みたいで大変らしいぞ」

「問題児って？」

「どうもかなりの鉄道オタクらしくてな、ヘンに知識だけあって頭でっかちなくせに、しょっちゅう遅ち刻こくしてきたり、ミスしたりするんだってよ。その上、注意してもあれこれ理由をつけてまともに聞こうとしないんだそうだ」

「え……大だい丈じよう夫ぶなんですか、そんなんで……」

　些さ細さいなミスなら僕だってする（偉えらそうに云えることではないけれど）。もちろん、一度したミスは二度としないよう心がけているし、お客様の安全は第一に考えている。

　鉄道に関かかわる仕事に就ついているということは、大勢のお客様の命を預かっているということだ。なのに、先輩や上司の注意を聞かないというのは、そういった意識を持っているのかどうか疑わしい。

　第一、本当に鉄道への愛があるなら、そんな態度は取れないはずだ。鉄道マニアとしてひとくくりにしてもらいたくないと思うのは、僕も鉄道好きの一人だからだろう。

「初めはそれなりに真ま面じ目めだったらしいぜ。上司の前ではずっといい顔してたらしいから、最近までは有望株だと思われてたって。ただ、裏では気の弱い同期をいじめてるって話だよ。そういうやつに限って監かん査さがあるときは要領よくこなすんだよな」

「酷ひどい……。でも、先輩はどこからその話を聞いたんですか？」

「市橋駅にいる同期がやけに疲つかれた顔してるから、愚ぐ痴ちにつき合ってやったんだよ。その問題児の指導に当たってるのが俺の同期でさ、自分の指導がよくなかったのかって悩なやんでたらしくて、健けん康こう診しん断だんで胃が引っかかったっつってたよ」

「た、大変ですね……」

「つーか、多分そいつ、お前と同期だよ。研修のときに顔合わせてるんじゃないのか？　名前は何つったっけな。そろそろ噂うわさになってきてるみたいだから、上も動くと思うけど」

「同期かぁ」

　研修はみんなそれなりに真面目にやっていたはずだ。そんな問題のある人間がいたようには思えない。というより、思いたくないと云ったほうが正しいだろう。

　全員と親しく話をしたわけじゃないから人間性まではわからないけれど、同じ釜かまのメシを食った仲間がその仲間をいじめることがあるなんて信じたくない。

「名前までは思い出せん。けど、ウチにまで噂が伝わってきてるってことは時間の問題だろうよ。お前も慣れてきたからって気ぃ抜ぬくなよ？」

「は、はい」

　気持ちを引きしめて返事をした僕に、村瀬先輩は笑えみを零こぼす。

「ま、お前みたいな生真面目なのが要領よくやれるわけないんだよな。いじめるより、いじめられるほうだろうし」

「……あの、それは褒めてるんですか？　けなしてるんですか？」

「褒めてんだよ。こんなに俺が可愛かわいがってやってんのに、何か文句あるか？」

　村瀬先輩は僕の制せい帽ぼうを取って、ぐりぐりと頭を撫でてきた。その乱暴な手の動きに頭まで振ふり回され、くらくらしてくる。

「わっ、ちょっ、いたたっ……ていうか先輩！　今日はもう上がりじゃありませんでしたっけ？」

　これ以上、弄いじくられるのはごめんだと無理矢理話題を変える。僕がムキになるから、村瀬先輩もからかってくるのだ。下手に怒おこるとさらにからかわれてしまう。

「これから帰るとこだよ。ちょっと助役に相談に乗ってもらってたんだ」

「相談？　あ、そういえば、今度車しや掌しよう試験受けるんでしたっけ？」

「まぁな」

　鉄道会社に入社する人間の多くは運転士になることを夢見ている。運転士になるにはそれなりのステップがあり、入社したからと云ってすぐに乗務できるようになるわけではない。

　まずは新入社員研修を数ヶ月間受け、その後は僕のように駅に配属される。見習い期間を経て一、二年の駅務を経験すると、会社から車掌登用の発令が出るのだ。

　村瀬先輩は、近々その登用試験を受けることになっているというわけである。

「試験に受かったら、研修センターに行っちゃうんですよね。淋さびしいなぁ…」

「淋しいなんて云いってる場合か。それまでに、俺のフォローがなくても仕事できるようになっとけよ。ま、センター行ったあともたまには様子見にきてやるから。な！」

　励はげましのつもりなのか、村瀬先輩はドンと背中を叩たたいてくる。僕はその力強さによろめいてしまった。

「が、がんばります」

「それじゃ、そろそろ帰るか。しっかりやれよ」

「あ、はい、お疲れさまです」

　凝こり固まった肩かたをぐるぐると回しながら去っていく村瀬先輩の背中を見送り、窓口のほうへ向き直った僕はそこに立っていた人物に驚おどろいた。

「……っ!?」

「おはようございます、山科さん」

　窓口の前にいたのは、平井さんだった。いつものようにニコニコと微笑ほほえみながら、僕に挨あい拶さつしてくれる。

「あ…お、おはようございます……」

　ビックリした……。

　足音とか気配とか、全然しなかったから誰だれかいるなんて思いもしなかった。だけど、いつまでも驚いた顔をしているのも失礼だと思い、表情を取り繕つくろう。

「申し訳ございません、お待たせしました。今日はどうかされましたか？」

「いえ、とくに用ってわけじゃないんです。山科さんの姿が窓口に見えたので、ご挨拶していこうと思いまして」

「そ、そうですか。わざわざありがとうございます」

「ああ、本当に山科さんは丸川の制服が似合いますよね。夏服もいいですけど、冬服姿も早く見たいなあ」

「はい？」

「いまから楽しみです」

「…………」

　どうしよう、会話が続かない。こうして足を止められると、どう対応すればいいのかわからなくなってしまう。

　普ふ段だんは通りすがりに挨拶を交かわすだけだから、問題ないのだが……。

　そういえば、平井さんはどうしてこんな時間に駅にいるのだろう？　いつもは八時台の電車に乗って通勤しているはずなのに。

「ええと、今日はお仕事お休みなんですか？」

「これから向かうところです。ウチの会社はフレックスなんで、本当はこの時間に行っても問題ないんですよ。今日は会えないかと思っていたんですが、こうして山科さんの顔が見られてよかった」

「はあ…」

「この時間にいるってことは、明日の朝まで勤務なんですよね？　多分、今日は帰宅が終電になると思うんで、待ってて下さいね」

　ええと、これにはどう答えたらいいんだろうか…？

　こういうとき、村瀬先せん輩ぱいなら上手く切り返せるんだろうけれど、まだまだ経験の浅い僕は黙だまり込むことしかできない。

　わかりましたと云うのも微び妙みようだし、かといって黙っているのも失礼だ。困り果てて視線を彷さま徨よわせていた僕はふと、平井さんの手に巻かれている包帯に気がついた。よくよく見てみると口の端はしも切れていて、その周りがうっすら青くなっているようにも見える。

「その手、怪け我がでもされたんですか？」

「あ…ええ、ちょっと転んで……。でも、大したことないんで」

　平井さんは一いつ瞬しゆん表情を強こわ張ばらせたあと、僕の目から隠かくすように包帯の巻かれた手をさりげなく後ろに隠した。そして、反対の腕うでにつけた時計を見ながら急にそわそわし出す。

「そうですか。でも、お大事にして下さいね」

「ありがとうございます。ああ、そろそろ行かないと」

「次の急行は四十五分発ですから、時間もちょうどいいと思いますよ」

「それじゃ、失礼します」

「いってらっしゃい」

　そそくさとホームに向かう平井さんが階段に消えたところで、ようやく肩の力を抜く。

　何だか、どっと疲れてしまった。この間からどこか様子がおかしいような気がするのだが、僕の思い過ごしだろうか？

　やけに親しげにしてきたかと思えば、急にそわそわし出したり。手の怪我を指し摘てきした途と端たん、顔色を変えたのは見み間ま違ちがいじゃないと思う。

　もしかして、人には云えないくらい恥はずかしい転び方でもしたとか？

　顔に痣あざもあったことだし、今日、こんな時間に会社に行くのも病院に行ってきたあとだからかもしれない。

「…って、お客様のことを詮せん索さくするのはよくないよな」

　正直、今日は受け答えに困ったけれど、ああいうふうに云ってくれるのは駅員である僕に親しみを持ってくれているからだろう。

　人見知りな質たちだからといって、いつまでも苦手意識を持っていてはこの仕事を続けてはいけない。お客様に駅を心地ここちよく利用してもらうために僕たち駅員は存在するのだから。

　次からは、もっと気を配れるように気をつけよう。

「すみません、ちょっといいかしら？」

「はい、何でしょう？」

　早さつ速そく反省を生かそうと、やってきたお客様に僕は笑顔を向けた。










「はー……さすがに眠ねむい……」

　車庫に向かう回送電車を見送り、僕は一息ついた。あと数本の電車が通過するのを監かん視しすれば、今日の仕事はおしまいだ。明日の始発までは仮か眠みん室で休むことができる。

　そう思った途端、疲ひ労ろうが押し寄せてきて眠気まで襲おそってきた。

　あと少しなのだから、がんばらなくては。

　次の電車が来るまで少し時間があったため、僕はホームのゴミを拾っておくことにした。業者の清せい掃そうは入るけれど、常に駅を綺き麗れいにしておくのも僕たち駅員の務めなのだ。

　スナック菓が子しの袋ふくろや空のペットボトルなどを拾い、近くのゴミ箱に捨てに行った僕は広告用の看板に貼はられたポスターにふと目をやった。

　沿線の美術館で行われている展示の告知ポスターで、穏おだやかな風景画が大きく使われている。

　美術に詳くわしいわけじゃないけど、こういう感じの絵は好きだ。

　昔、よく母の田舎に行くときに電車に揺ゆられながら見た長閑のどかな田園風景を思い出して、何となくほっとできる気がするのだ。

　この美術館には機会があれば見に行ってみたいと思いつつも、気がつくと展示期間が終わっていることが多い。とくに就職してからはあまり余よ裕ゆうがなく、休みは家で過ごしてばかりだ。

　友人たちと休みが合わせにくいこともあって、遊びに出かけることはこの数ヶ月皆かい無むだった。

　仕事は楽しく、どうしても遊びに行きたいわけじゃないけれど、できることならもっと有意義に時間が使えるようになりたい。

　仕事に慣れてくれば、そういう余裕を持てるようになるだろうか？

「敦貴」

「え？」

　駅貼りのポスターを見ながら一息ついていると背後から覚えのある声が聞こえてきた。

「お疲つかれさま。こんな時間まで、大変だな」

「岩元さん！　おかえりなさい」

　僕はすぐに誰かわかったため、反射的に笑顔で振ふり返ってしまう。

　うわ、やっぱりカッコいい……。

　自宅で見たラフな格好もよかったけれど、やはりスーツを着ている姿が一番好きだ。背も高いし、手足も長くてスタイルもいいし、何度見ても惚ほれ惚ぼれしてしまう。

　今日は上りホーム担当だったため、会えないだろうとがっかりしていたのに、こうやって話もできてラッキーだ。

「どうした、敦貴？　ぼんやりして」

「あっ、すみません！」

　まさか、見み蕩とれていたとは云いえず、僕は笑ってごまかした。

　気持ちを告げたところで玉ぎよく砕さいするのは目に見えている。岩元さんみたいな人と僕が釣つり合うはずがないのだから、いまの関係を続けていけるだけで充じゆう分ぶんだ。

　このまま、この人を好きでいてもいいだろうか？

　気づかれぬよう、こっそりと想おもっていられれば、それで幸せだから。

「あれ？　でも、どうして上りホームに？」

「電車を降りたら、君の姿が見えたから来てみたんだ」

「ホントですか？　わざわざ、すみませんっ」

「謝ることはない。俺が君の顔を見たかっただけだ」

「そ…そう、ですか……」

　岩元さんの言葉に頰ほおが赤らんでいくのがわかる。恥ずかしさにしゅうしゅうと湯気が立っているかのようだ。

　未いまだに岩元さんの物云いには慣れない。深い意味はないんだろうと思うけれど、ついドキドキしてしまうのだ。

　気き恥はずかしさをごまかそうと視線を泳がせていて、ようやく岩元さんの後ろに誰だれか立っていることに気がついた。

　岩元さんと同じように仕立てのいいスーツを身に纏まとった涼すずしげな容よう貌ぼうの男性だ。歳は岩元さんと同じくらいだろうか？

「今日はお一人じゃないんですね」

「ああ、会社の者だ」

「岩元の秘書をしております、三さん條じよう拓たく巳みと申します」

「ど、どうも…山科敦貴です」

　僕はあたふたしながら、差し出された名めい刺しを受け取った。

　この人が岩元さんの秘書なんだ…。岩元さんは口うるさいって云ってたけど、僕には物静かな人に見える。

「敦貴、今日は妙みようなやつは現れてないか？」

「あ、はい。あの公園にも行ってませんし、一応、駅前の交番にはあの辺りを巡じゆん回かいしてくれるように頼たのんでおきましたから。でも、僕も男ですし、外ではお酒を飲みすぎないように気をつけますから、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　一昨日のことを、まだ気にかけてくれているようだ。大丈夫だという僕の言葉に岩元さんは安あん堵どの表情を浮うかべた。

「それならいいんだ。だが、何かあったらすぐに俺に電話するんだ。いいね？」

「はい」

　真ま面じ目めな顔で云い含ふくめられ、僕はつい笑ってしまった。岩元さんの表情が、兄が僕を心配するときのそれと似ていたのだ。

「どうしたんだ？」

「すみません。いま、岩元さんがちょっと兄に似てたので。兄もかなり心しん配ぱい性しようなんです」

　そう説明すると、岩元さんは複雑な表情を浮かべた。そして、ごほんと咳せき払ばらいをしたあと、さっきまで僕が見ていたポスターを指さした。

「ところで、さっきあれを見ていたようだが、絵画に興味があるのか？」

「詳しいわけじゃないんですけど、ああいう絵を見るのは好きなんです。何か、落ち着くっていうか、ほっとするっていうか……」

「そうか。よかったら、今度一いつ緒しよにどうだろう？」

「え？　いいんですか？」

「俺もこの展覧会は気になっていたんだ。時間があるならつき合って欲しい」

「はい！　あ、ええと、僕でよければですけど……」

　勢い込んでそう云うと、岩元さんは口元を綻ほころばせた。

「君じゃなきゃ誘さそわないよ」

「……っ」

　そんなふうに勘かん違ちがいしたくなることを云わないで欲しい。深い意味はないのだとわかっていても、胸が弾はずむのを抑おさえられなくなってしまう。

　昂こう揚ようした気分に足下が浮うわついているような錯さつ覚かくさえ感じる。どうにか顔が緩ゆるまないようにするので精せい一いつ杯ぱいだ。

「この展示は今月いっぱいで終わってしまうんだな。今週末は空いてるか？」

「今度の日曜日なら、明けの日で勤務が午前中までなんですけど、その日はどうですか？」

「そうか、じゃあその日に───」

　約束を取りつけようとした岩元さんの言葉を遮さえぎったのは、それまで横で黙だまっていた秘書の三條さんだった。

「社長。その日は沼ぬま田た様とのお約束がございますが？」

　涼しげな声にそれまでの浮かれた空気を断たち切られる。すると、途と端たんにムッとした声こわ音ねで、岩元さんが云い返した。

「それは断っておけと云わなかったか？」

「しかし、沼田様は大事な取引先の方ですよ。先方からのお誘いを断るのは失礼に当たるかと」

「我が社にとって大事なわけじゃないだろう。俺はもうあいつらの駒こまになるつもりはない」

「いつまでそうやって意地を張られてるんですか。もうあなたも子供じゃないでしょうに」

「意地を張って何が悪い？　俺は俺にとって大事なことを優先させているだけだ」

　二人の云い合いは平行線を辿たどり、どんどん空気が重くなる。僕は、険悪なムードが払ふつ拭しよくできればと恐おそる恐る口を挟はさんだ。

「あ、あの、予定があるんでしたら、僕はかまいませんから……」

「大丈夫だよ、君は心配しなくていい」

「はい…」

　余計なお世話だっただろうか……。岩元さんは優やさしい笑えみを向けてくれたけれど、何の力にもなれない自分の不ふ甲が斐いなさが悔くやしくてたまらない。

　岩元さんの仕事の邪じや魔まはしたくないけれど、僕が誘いを固辞するのも失礼に当たる気がして、何も云えなくなってしまった。

「仕事中にすまなかったね。詳くわしいことはまた連れん絡らくする」

「あ、はい、あの───」

　何か声をかけようとしたとき、電車が到とう着ちやくするアナウンスが流れた。

　早く持ち場に戻もどらなくては。

　上手うまい言葉も思いつかないまま、僕は去っていく岩元さんの背中を見送る。

　大丈夫だろうかと不安な気持ちを抱いだいていると、階段の手前で岩元さんが振り返って手を振ってくれた。

　その仕草にほっとしたのも束つかの間、すぐに僕の体から血の気が引いていく。

「噓うそ……」

　あれって、指輪…だよな…？

　一いつ瞬しゆんだったけれど、岩元さんが挙げた左手の薬指に銀色の指輪が光って見えた。一昨日の夜には何もつけていなかったのに、どうして……。　>>>♥

　岩元さんならアクセサリーとして指輪をつけていてもおかしくはない。けれど、それが左手の薬指についているということは、何か意味を持っているということだ。

　勝手に独身だと思い込んでいたけれど、結けつ婚こんしていてもおかしくはない。何か事情があって一人暮らしをしている可能性だって考えられる。

　結婚とまではいかなくても、岩元さんほどの人に恋こい人びとがいないわけがないではないか。

「そっか……相手…いるんだ……」

　期待などしていなかったはずなのに、僕の心はショックを受けていた。決まった相手がいるのでは、ただ想っていることすら迷めい惑わくだろう。

　友達でさえいられれば、傍そばにいられればいいと思っていた。想いが叶かなわないことも、初めからわかっていた。

　だけど、こんな形で現実を思い知らされることになるなんて。

　───これは甘い夢を見すぎた罰ばつだろうか…？

　浮かれた気分はすでになく、ただ切ないばかりだ。

「……痛い……」

　これが初めて味わう失しつ恋れんの痛みなのかと、僕は上手く働かない頭でぼんやりと考える。

　何かが心臓に鋭するどく突つき刺ささり、深い穴を開ける。さっきまではふわふわとしていた体も急に重たく感じられ、どこか胸むな苦ぐるしい。

　人を好きになるということはこういうことなのかと、いまさらながらに感じていた。










　プライベートを引き摺ずり、仕事に悪あく影えい響きようを出すわけにはいかない。僕は滅め入いる気持ちを振ふり払はらい、無理矢理頭を切り換かえた。

　ホームでの立りつ哨しようを無事に終え雑務をこなせば、この日の業務は終わる。あとは翌日の勤務に備え、しっかりと睡すい眠みんを摂るだけだ。

「お先ー。風ふ呂ろ、お前が最後だぞ」

「あ、お疲つかれさま」

　ロッカールームで着き替がえていると、風呂から上がってきた同期の同どう僚りようが荷物を置きに戻ってきた。

「明後日、食事当番なんだよなー。山科、何食いたい？」

「うーん、麵めん類るい以外がいいなぁ。白いご飯が食べたい」

　このところ、職場で出される食事はうどんかそばかパスタばかりで、いい加減飽あきがきているのだ。贅ぜい沢たくを云いうつもりはないけれど、せめて週の半分はご飯にしてもらいたい。

「白いメシ？　おかずは？」

「冷れい凍とうものをてきとうに買ってきたら？　僕はカレーでもいいし」

「そうだな、そうするか。ようやく建設的な意見が出たよ。何でもいいってのが一番困るんだよな～。当番やるようになって、母親の気持ちがわかるようになったよ」

　ため息混じりの言葉に笑いを誘われる。きっと、会う人全すべてに訊きいて回っていたのだろう。食事の献こん立だてを考える面めん倒どうさは僕もよくわかる。

「そうかも。僕の場合は、兄貴の気持ちだけど」

「へ？　何で？」

「母親が働きに出てたから、家事は兄貴と二人でやってたんだ。炊事を担当してたのが兄貴だったから、食事はほとんど作ってもらってて」

　リクエストを訊かれて『何でもいい』と返して、ご飯しか出てこなかった日がある。おかずはと訊たずねたら、梅干しだけがドンと目の前に置かれた。

　兄も同じものを食べている以上文句も云えず、大人しく食べたけれど、あれ以来これといったリクエストが思いつかなくても、何か答えるようにしている。

　専門学校に通うようになってからは炊事も交替で行うようになって、食事の仕し度たくの面倒さを改めて実感した。

「へー、大変だったんだな」

「慣れればそうでもないよ。でも、料理はいまでも苦手だから、僕も食事当番のときは悩なやむし」

　それこそ、毎回カレーや冷れい凍とう食品でお茶を濁にごしている。家族以外に手料理を食べさせるのはまだ不安なのだ。

　せめて、兄に『美味うまい』と云わせてからでなければ、職場のみんなに申し訳ない。

「あれ？」

　カバンの奥底にあった携けい帯たい電話でいまの時間を見ようとした僕は、メールが届いていることに初めて気がついた。

「どうした？」

「ごめん、何でもない。メールが届いてただけ」

「お、彼女からかぁ？」

「ちがっ、そんなのいないって！」

「ムキになるところが怪あやしいな。最近、嬉うれしそうにメール打ってるから、山科に恋人ができたんだろうって噂うわさになってるの知らないか？」

「だから、違ちがうって！　誰だれがそんな噂……」

　嬉しそうにはしていたかもしれないが、彼女とか恋人とかでは決してない。

　同僚の言葉を否定しつつ、誰からだろうと深く考えずに何気なくメール画面を開いた僕は、そこに表示されていた名前にぎくりとなった。

　岩元さんからだ……。

「誰からだった？」

「あ…兄貴からだよ。どうせ、帰りに買い物してこいとかそういう内容だと思うけど」

　彼女だろうと興きよう味み津しん々しんの同僚にそう云うと、何だとつまらなさそうな顔をした。

「じゃ、俺先行ってるわ。おやすみ」

「うん、おやすみ」

　ロッカールームに一人になった僕は、携帯電話を握りしめたまま立ち尽つくす。

　これまでは嬉き々きとしてメールを読んでいたけれど、いまはそんな気分になれない。岩元さんからのメールが嬉しくないわけじゃないけれど、必死に押し殺した感情が呼び起こされそうで怖こわいのだ。

　だけど、メールを読まないまま放っておく気にもなれず、動どう揺ように震ふるえる指先で携帯電話を操作し、メールの内容を呼び出した。

『先さき程ほどは見苦しいところを見せてしまってすまなかった。日曜日は問題ない。手が空いたら連絡をくれ』

　どうやら、さっきのことを気にしてくれていたようだ。

　連絡をくれとあるけれど、どうしたらいいだろうか？

　こうやって気にかけてくれることは嬉しい。だけど、いまは岩元さんの声を聞いて平静でいられる自信がなかった。

　電話なんかしたら、絶対に狼狽うろたえてしまう。

　とりあえず、メールを打とうと思ったけれど、それも何と書けばいいだろうかと悩んでしまった。

「どうしよう……」

　美術館の件は断ったほうがいいかもしれない。

　こんな気持ちのまま顔を合わせる度胸はないし、さっきの遣やり取りを見る限り、仕事絡がらみの大事な用事が入っているようだし、僕が誘さそいを辞退したほうが問題がないような気がする。

　きっと、時間が経たてばこの胸の痛みも癒いえてくるに違ちがいない。それまで、岩元さんとは距きよ離りを置いたほうがいい。

　岩元さんの誘いを断ることに決めた僕は、その旨むねをメールで伝えることにした。余計なことを書くと未練がましくなってしまいそうだから、簡単な文面で切り上げ、送信する。

「……これで、よかったんだよな……」

　名残なごり惜おしさはあったけれど、調子に乗ってはいけない。そう自分を戒いましめていると、メールを送ったばかりの携帯電話がぶるぶると震え出した。

「うわっ」

　驚おどろきに取り落としそうになった携帯電話を慌あわてて摑つかみ直す。震え続けるそれを開いた僕は、またも驚かされた。

「い、岩元さん……」

　どくん、どくん、と心臓が早はや鐘がねを打つ。

　こんなに早く反応が返ってくるなんて。いま、メールを送ったばかりなのに電話に出なかったら、ヘンに思われるかもしれない。

　どうしよう……理由を聞かれたら、何て答えればいいんだろう……。

　でもきっと、岩元さんのことだから、噓うそをついたりごまかしたりしたら見破ってしまうに違いない。

　とりあえず、電話に出てみよう。もしかしたら、深く追つい及きゆうされずにすむかもしれないし。

　僕は一度大きく深呼吸をしたあと、覚かく悟ごを決めて通話ボタンを押した。

「も、もしもし」

『敦貴？　俺だ』

　携帯電話から聞こえてきた低い声にドキリとしたけれど、すぐにどこか落ち着きのない声に違い和わ感を覚える。いつでも泰たい然ぜんとしている岩元さんにしては珍めずらしい。

「あ、はい……あの、どうしたんですか？」

　動揺を悟さとられまいとするあまり、平へい坦たんすぎる喋しやべり方になってしまった。もしかして、不ふ機き嫌げんそうに聞こえてしまっただろうか？

『どうしたはないだろう。日曜日、行けないってどういうことだ？』

「それは、その……」

　僕の儚はかない希望はあっさりと打ち砕くだかれ、前置きもなしに問い詰つめられた。

『さっきは空いていると云っていたじゃないか』

「で、でも、何か用事があるんですよね？　出かけるのは別の日でもいいかな、と……」

　美術館の企き画かく展示は終わってしまうが常設展示もあるし、あの美術館じゃなくたって問題ないということを訥とつ々とつと告げてみたけれど、岩元さんは納なつ得とくのいかない様子だった。

『拓巳が云っていたことを気にしてるのか？　あれは実家の差し金なんだ。断ったところで仕事に支障が出るわけじゃない』

「どういうことですか？」

　乱暴に告げる岩元さんの言葉が引っかかり、つい聞き返してしまった。詮せん索さくするのは失礼かと思ったけれど、気にならないと云えば噓になる。

『……少し揉もめててね。あいつは俺のお目付役みたいなもんなんだよ』

　有能な秘書でもあるがと、岩元さんは電話の向こうで苦笑いをした。

　お目付役がいるなんて、岩元さんの家は僕から見たら違う世界のものなんだろう。改めて岩元さんとの立場の違いを思い知らされる。

「でも、お家のことだったら、やっぱり大事なんじゃないんですか？」

『いいんだ。ここで折れたら、いままでのことが台なしになってしまう。そんなことより、俺は君と出かけることのほうが大事なんだがな』

「な、何云いってるんですか」

『敦貴が気乗りしないのなら、無理にとは云わないが』

「そういうわけじゃ……っ」

　がっかりとした声を出され、思わず本音を口にしてしまった。すると、岩元さんは言げん質ちを取ったと云わんばかりに畳たたみかけてくる。

『それなら、決まりだ。待ち合わせはこの間の場所でいいな。時間は十時で大だい丈じよう夫ぶか？』

「大丈夫です、けど」

『日曜日、待ってるよ。それじゃ、おやすみ』

「あっ、あの、岩元さんっ」

　慌てて呼び止めたけれど、電話はあっさりと切れてしまう。口を挟はさむ間もなく、約束を取りつけられてしまった。

「……参ったなぁ……」

　自分の感情に折り合いをつけたいのに、当の岩元さんに会ったりなんかしたら、ますますこの気持ちが大きくなってしまいそうで怖い。

　さっき云ったように、岩元さんと出かけられることは嬉うれしい。けれど、その先のことを考えると憂ゆう鬱うつになってくるのも、また事実だ。

　電話をかけ直して断りを入れる気力もなく、僕は携けい帯たい電話を見つめながら途と方ほうに暮れるしかなかった。
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　それからというもの、休みの日は岩元さんと会うことが多くなった。美術館に誘ってくれたり、舞ぶ台たいのチケットが余ったからと連れて行ってくれたり……。

　そのたびに断ろうとするのだが、岩元さんの話術に嵌はまり、最終的には約束をしてしまっている。いや、本当は岩元さんのせいだけじゃない。

　引かれる後ろ髪がみを断たち切れない僕が悪いのだ。もうプライベートで会うのはよそうと思っているにも拘かかわらず、次の約束を持ちかけられるとどうしても胸が弾はずんでしまう。

　岩元さんは博識だし、話していて楽しい。友達として見られたなら、どんなによかっただろうかと思わずにはいられない。

　早く岩元さんへの気持ちを吹ふっ切ろうと思っているのに、会うたびにどんどん好きになっていってる。

　そして、二人で過ごした時間が楽しければ楽しいほど、一人になったとき虚むなしさが募つのるのだ。

「はあ……」

　僕はバカだ。結果がわかっているくせに、自分で自分を追い詰めるような真似まねをして。

　ため息をつくと同時に、ホームにアナウンスが流れた。

『一番ホームに電車が参ります。白線の内側に下がってお待ち下さい』

　通勤ラッシュ時のいま、ホームに緊きん張ちようが走る。乗車口に並ぶお客様の列はホームの端はしまで伸のび、電車が来るのをいまかいまかと待ちわびていた。

　これから、この人数をすでに混雑した電車の中に押し込まなくてはならない。この階段近くの乗車口はとくに乗客が多いため、こうして僕たち駅員が待機している。毎度のことながら、頭の痛くなる作業だ。

「敦貴、おはよう」

「あっ、お、おはようございます…」

　急行電車が滑すべり込んでくる直前に現れた岩元さんの姿にドキリとする。だけど、いまは動どう揺ようしている暇ひまもないため、挨あい拶さつをするだけに止めておいた。

　もう少し早く来てくれれば、こんな混雑した電車に乗らずにすむと思うのに、岩元さんはいつも一番混こんでる時間に来る。

　余計なお世話かもしれないけれど、今度進言してみようか。

　……って、いまは仕事中だろ！

　駅員としてお客様の安全を第一に考えなくてはならないというのに、岩元さんに気を取られていてどうするのだ。

　そんなことを考えているうちに、電車が止まり、開いたドアの隙すき間まからどっと人が流れてきた。降車する人の流れが落ち着くと、並んでいたお客様が次々と電車の中に乗り込んでいく。

　僕の役目はその全員を中に押し込み、無事にドアが閉まるようにすること。

「すみません！　もう少し、中へお詰め下さい！」

　電車からはみ出る人をぎゅうぎゅうと力ちから一いつ杯ぱいに押す。すぐそこに岩元さんがいるけれど、意識していたら仕事にならない。

　僕は何も考えないようにしながら、足を踏ふん張らせてお客様の背中を押した。

　あと、もうちょっと……。

　そう思ったそのとき、後ろからドン、と強い衝しよう撃げきが加わった。

「むぐっ」

　僕はお客様の背中に倒たおれ込み、顔をぶつける。体勢を整える暇もなく車内に押し込まれ、そして、ドアが閉まるアナウンスが流れた。

「あっ、待っ…僕降ります…っ！　あの、すみませ───」

　じたばたともがいてみたけれど、外に出ることができないまま、電車はドアが閉まり、恙つつがなく発車してしまった。

「あー……」

　どうしよう、こんなの始末書ものだ……。

　駅員が一いつ緒しよに電車に乗ってしまうなんて。しかも、この電車は急行だから、これから数駅は止まらない。

　でも、いまのは背中を押されたよな？　電車に乗ろうとして焦あせっていたのかもしれないが、体当たりではなく、手で突つき飛ばされた感じだった。

　乗るなら乗るで一言告げてくれればいいのに。

　そうは思ってもお客様に文句を云うわけにはいかない。ため息をついていると、周囲からくすくすと笑う声が聞こえてきた。

　恥はずかしさに俯うつむくと、頭上から「大丈夫か？」という声が聞こえてくる。はっとして顔を上げると、僕は岩元さんの腕うでの中にすっぽりと埋うまるような体勢になっていた。

　よりによって、何でこんな体勢なんだ！

「だ、大丈夫です。次で降りますから」

　そう答えつつ、僕の心臓は爆ばく発はつしそうになっていた。

　本当は全然大丈夫なんかじゃない。こんなふうにくっついてたら、ドキドキしてるのが丸わかりになってしまいそうで怖こわかった。

「次止まる駅は出口が反対側になるが大丈夫か？」

「あっ、そうだった!!　が…がんばります……」

　戻もどりが遅おそくなればなるほど、みんなに迷めい惑わくをかける。

　自分の間ま抜ぬけぶりに落ち込んでいた僕は、しばらくして尻しりのあたりで何かがもぞもぞと動いているのに気がついた。

　お客様が押し込まれて不自然になった体勢を直しているのかと思いきや、それは明確に僕の尻を撫なで始めた。

　えっ、まさか、これって痴ち漢かん……？

　でも、何で僕に!?

　駅員の制服を着ているから、女の人と間ま違ちがえられることはないはずなのに。それに僕の周りはスーツを着た男性ばかりで対象を取り違えてるとも思えない。

　僕を男だとわかって触さわってきてるってこと？

　そういえば、この間公園で襲おそってきた男もそうだった。僕が女じゃないとわかっているにも拘らず、執しつ拗ように体を撫で回してきて───。

　もしかして、僕はそういう輩やからに狙ねらわれやすいタイプだったんだろうか……？

　僕が歯を食い縛しばり、必死に嫌けん悪お感を耐たえている間もその手は尻の丸みを揉もみしだき、狭はざ間まを指先で探さぐってくる。

「……ッ」

　困こん惑わくと怒いかりと恐きよう怖ふに赤くなったり青くなったりしているうちに、気分も悪くなってきた。不快感に喉のどが渇かわき、目眩めまいを覚える。

　微び妙みような感かん触しよくを必死に我が慢まんしていた僕は、とうとう岩元さんの胸に縋すがりついてしまった。　>>>♥

「どうした？　気分でも悪いのか？」

　小声でそう問われながら両りよう腕うでで抱だきしめられる。その感触にほっとしたけれど、僕の体を探る手は止まらない。

「さ…触られてるみたいで……」

　耳元での問いかけに、他に人には聞こえないくらいの声でそう告げると、岩元さんは息を吞のんだ。そして、僕の体をそれまで以上に抱き寄せてくれる。

　その瞬しゆん間かん、岩元さんが警けい戒かいしたのがわかったのか、あらぬところで動いていた手がすっと引っ込められた。

「どいつかわかるか？」

「すみません……それはちょっと……」

　どこから手が伸びてきていたかわからない以上、犯人を特定するのは難しい。

　それに駅員が満員電車に一緒になって押し込まれた上に痴漢に遭あったなんて、さすがに周りのお客様には知られたくないため、下手に騒さわぎ立てたくない。

　すると、岩元さんは僕の気持ちを察してくれたのか、僕に少し我慢していてくれと告げると、カーブで車体が大きく揺ゆれた弾はずみに、この満員電車の中、無理矢理体勢を入れ替かえてくれた。

　すっぽりと腕の中に抱きしめられ、ほっとするのと同時にドキドキが増えてしまう。なのに、岩元さんはさらに強く僕を抱きしめてくれる。

　そんな場合じゃないと自分に云いい聞かせても、胸が高鳴るのを抑おさえられない。こうして、くっついていられるのは嬉うれしいなんて、不ふ謹きん慎しんにもほどがある。

　───でも、いまだけだから……。

　次の駅に着くまでの数分間は、この腕を独り占じめしてるのだと思っていたい。

　だけど、幸せな時間が過ぎるのはあっという間で、すぐに駅に到とう着ちやくするアナウンスが流れた。

『……駅に止まります。お出口は右側です』

　もうおしまいかとがっかりしながら、意識をドアのほうへと向ける。ぼんやりしていたら電車を降りられず、ますます遠くへ行ってしまう。

　電車が減速したことでホームに入ったことを知る。僕は顔を上げて岩元さんにお礼を云った。

「ありがとうございました。僕、降りますね」

「一緒に降りるよ」

「えっ？」

　何を云っているのかと問い返す間もなく、ドアが開く。終点も近いこの駅で降りる人はほとんどおらず、ぎちぎちに詰つまった乗客はびくとも動かない。

「すみません、降ります」

　岩元さんは低く通りのいい声でそう告げ、僕の肩かたを抱いて電車の外へと導いてくれた。乗り込んでくる人の波をかき分けて、何とかホームに辿たどり着く。

「お…降りられた……」

　毎日、満員電車で通勤や通学をしている人はすごいと思う。僕だったら、会社に着く前に疲つかれきってしまいそうだ。ホームでぐったりしていると、岩元さんに手を引っ張られた。

「こっちに来い。そこにいると、また人込みに巻き込まれるぞ」

「は、はいっ」

　岩元さんに階段の裏の人ひと気けのないところまで連れて行ってもらい、人ひと心地ごこちつく。

　今日も岩元さんにあれこれと世話になってしまった。本当に自分の不ふ甲が斐いなさには情けなくて、涙なみだも出てこない。

　そんな失態をよそに幸せに浸ひたっていたあたり、僕も相当おめでたいよな。

　でも、やっぱり好きな人とあんなふうにくっついていられたら、誰だれだって嬉しいに決まってる。いまでも強く抱きしめられた感触が残っていて、服越ごしに伝わってきた体温を思い出すと顔の辺りが熱くなってくる。

「気分はどうだ？」

「あ、はい、だ…大だい丈じよう夫ぶです……」

　痴漢のことなど忘れて幸せに浸っていたとは云えず、僕は言葉を濁にごす。

「本当に逃にがしてよかったのか？」

「よくない……とは思うんですけど……。すみません……」

　あそこで犯人を捕つかまえるには痴漢に遭っていたことをその場で宣言し、周囲にいたお客様を疑ってかかるしかなかった。

　犯罪者を野放しにしてしまったことに対して罪悪感を覚えるけれど、僕にはどうしてもおおっぴらにする勇気が持てなかったのだ。

　痴漢の被ひ害がい者しやは泣き寝ね入いりすることが多いというけれど、いまなら僕にもその被害者の気持ちがよくわかる。

　あのときはまさか自分が被害に遭うなんてという困惑でパニックに陥おちいり、込み上げてくる得体も知れない恐怖に身が竦すくんでしまったのだ。

　せめて、犯人の顔を確かめられていたら、今後目を光らせることもできたのに。後こう悔かいがいまさらになって込み上げてくる。

「君が気負う必要はない。確証はないが、おそらく君を狙っている人間がいるんだと思う」

「僕を狙って……？」

「ああ。君を怖がらせるつもりはないが、自覚しておいたほうがいい。多分、さっき電車に君が押し込まれたのは作さく為い的なことだろう。これは俺の予想でしかないが、この間の犯人と同一人物じゃないかと思うんだ」

「……っ」

　二回も立て続けに被害に遭ったのは、偶ぐう然ぜんではなかったということか。そんな人間が駅を利用しているのかと思うと、寒気がしてくる。

「犯人に心当たりはないか？　気がかりなことがあるなら云ってくれ」

　問われて考えてみるけれど、公園で襲われたときとさっきの痴漢以外、思い当たる節はない。

　あ、でも、そういえば、兄さんが家の周りをサラリーマン風の男の人がうろついてたって云ってたっけ。無む闇やみに人を疑うのはよくないけれど、今回のことと何か関係あるだろうか？

「どうだ？」

「いえ、とくには……」

　確信が持てない以上、無責任に犯人に仕立て上げるわけにもいかないと思い、僕は兄の云っていた男については黙だまっておいた。

　また何か不ふ審しんな行動があるようだったら、そのときに検討すればいいだろう。

「この間のこともあるし……上に云って、勤務時間をずらしたりはできないのか？」

「元々不規則ですし、こういう仕事ですから自分の好きにはできませんよ」

　それでも、岩元さんの提案は嬉しかった。それだけ、僕のことを気にかけてくれているのだということが、真しん剣けんな表情からもよくわかる。

「敦貴のことが心配なんだ。俺がいつもついていてやれればいいが、そうもいかないからな…」

「岩元さんは本当に心しん配ぱい性しようなんですね。僕だって男なんですから、大丈夫ですよ」

　それなりに不安はあるけれど、これ以上心配させるのも申し訳ない。僕は努めて笑え顔がおを浮うかべ、落ち込んでいないということをアピールする。

　だけど、岩元さんの口から続けられた言葉に目を瞠みはった。

「そうじゃない。俺は君が好きだから、心配しているんだ」

「は……？」

　いま、何て……？

　岩元さんの言葉を頭の中で繰くり返してみるけれど、俄にわかには信じられない。僕には、都合のいい聞き間ま違ちがいとしか考えられなかった。

「君さえよければ、俺とつき合って欲しい」

「────」

「こんなときにすまない。だけど、ずっと云おうと思っていたんだ」

「あ…あの、ええと……」

　頭の中が真っ白になってしまった。返事をしなければと思うのに、緊きん張ちように口の中が渇かわいて上手うまく唇くちびるを動かせない。

　岩元さんは何を云ってるんだろう？

　僕を好きって、まさかそんなこと……。

　でも、岩元さんが噓うそをつくはずがない。からかうにしたって、こんな質の悪い冗じよう談だんは口にしないはずだ。

　でも、だとしたら、この間見た左手の薬指にはめられた指輪は何だったんだろう？

　恋こい人びとと交かわしたものか結けつ婚こん指輪かはわからないけれど、相手がいるということなんじゃなかったのか？　それとも、あれはただのアクセサリーだったのだろうか？

　直接訊きいてみればそんな些さ細さいな疑問は解消できるだろうと思うけれど、もしも、本当に結婚をしていたり婚約者がいたりしたら、それを岩元さんの口から聞くのは切なすぎる。

　そもそも、岩元さんは僕のどこを好きになったんだ？

　もしも、体の関係を持ってしまったことで責任感や同情心を抱いだいた上でつき合おうと云いってくれているのだとしたら、無理はさせたくない。

　……でも、どう切り出したらいいんだろう？

　混乱した頭は整理がつかず、胸の内も色んな感情がせめぎ合っている。

　岩元さんに無理はして欲しくないという気持ちもある中、黙って告白を受け入れてしまえと囁ささやく自分もいて、葛かつ藤とうは簡単には収まりそうもない。

　そうこうしているうちに次の急行が来てしまい、岩元さんは残念そうに腕うで時ど計けいに目を落とした。

「もう行かないと。返事は次に会うときでかまわない」

　そう云って、岩元さんは電車のほうへと走り出す。じゃあと云って挙げられた左手の薬指には、今日は何もはめられていなかった。

「あっ」

　僕はあのとき確かに指輪を見たはずだ。いったい、どういうことなんだろう……？

　好きだと云ってくれたことは嬉うれしい。岩元さんの言葉を疑うつもりもない。だけど、ただ無む邪じや気きに喜ぶこともできず、僕は困り果てた。

「どうしたらいいんだろう……」

　一人取り残された僕は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしたまま、深いため息をつくことしかできなかった。










「お疲つかれさまです……」

「気をつけて帰れよ。今日はゆっくり休むんだな」

「はい……」

　日が暮れた頃ころ、勤務を終えた僕はとぼとぼと事務室をあとにした。今日が泊とまり勤務の日じゃなくて本当によかった。こんな状態ではまともに寝ねつけないだろうし、明日の朝もいつも通りしゃっきりと起きられるかどうかわからない。

　今朝、岩元さんと別れたあと勤務駅に戻もどると、同どう僚りようが心配そうな顔で待っていた。僕は謝り倒たおし、失態によるマイナス点を取り返そうと、躍やつ起きになって働いた。

　もちろん、上司にも叱しかられたけれど、気落ちした僕の顔を見るなり「誰だれにも失敗はあることだから」と逆に慰なぐさめてくれた。

　次からは気をつけるようにと云われただけで解放されたことはありがたかったけれど、落ち込んだように見えたのは、岩元さんに云われた言葉が原因だ。

　失態をおかしたことも当然深く反省している。仕事のことなら、これから挽ばん回かいしようと自分を奮い立たせることができるが、対処方法がわからないことに関しては思い悩なやむほかない。

　誰か相談できる相手がいればいいのに……。

　もしも、好きになった人が女の人だったら、兄や友人に話せたかもしれない。でも、僕の好きになってしまった人は紛まぎれもなく男の人だ。

　兄や友人が偏へん見けんを持っている人間だとは思わないけれど、すんなりと口にするにはまだ勇気が足りなかった。

「はー……」

　岩元さんはどういうつもりで、僕に告白したんだろう？

　あの言葉を素す直なおに受け取りたかったけれど、その前に見てしまった指輪がどうしても引っかかるのだ。諦あきらめようと決めた矢先のことだっただけに、ただ単純に自分の気持ちを伝えることも躊躇ためらわれる。

「山科、今日は災難だったな」

「あ……村瀬先せん輩ぱい……」

　背後からぽんと頭を叩たたかれて振ふり返ると、休きゆう憩けいに向かう村瀬先輩の姿があった。

「一いつ緒しよに押し込まれた押し屋がいたって話は噂うわさでよく聞いてたけど、自分とこの駅で押し込まれるやつが出るとは思ってなかったよ」

「反省してるんだから、からかわないで下さいよ」

「悪い悪い。それにしても、何でまたそんなことになったんだ？」

「ドアを閉めようとしてお客様の背中を押してたときに後ろから押されたんですよね。それで前につんのめって一緒に乗っちゃったんです」

「おいおい、客に押されたのか？」

「うーん、そうとしか考えられないんですよね。そこのドアは僕だけで押してましたから」

「質たちの悪いイタズラだな。誰がやったのかはわからなかったのか？」

「電車の中じゃ身動き取れませんでしたし、周りはほとんどスーツを着たサラリーマンばかりでしたから。それに……」

　電車の中では痴ち漢かん行こう為いを働かれていたため、僕を押した人間を探す余よ裕ゆうがなかったのだ。実は痴漢の件に関してはまだ報告していない。

　さすがに駅長や助役には云いにくく、まずは他の誰かに相談してみようと思ったのだ。

「それに？」

　おおっぴらにはしたくなくて、僕は村瀬先輩を物もの陰かげへと連れて行く。そして、声を潜めて耳元で囁いた。

「実はその電車の中で、痴漢にあったんです」

「痴漢!?」

「わっ、声が大きいですよ！」

　小声で諫いさめると、村瀬先輩も声を低くしてくれた。

「すまん。痴漢ってお前が……？」

「……はい」

「だから、ちょっと混乱しちゃって……」

「そういや、この間も近くの公園でヘンな男に会ったって云ってなかったか？　お前、もしかして、狙ねらわれてんじゃないのか？」

「そう…でしょうか……」

　急に真顔になった村瀬先輩にも岩元さんと同じようなことを云われ、気が重くなる。

　いったい、僕のどこに狙われる要素があるのだろう？　鈍どんくさそうなところがいいターゲットなのだろうか？

「それ、駅長には云ったのか？」

「云えるわけないじゃないですか！　僕は男なんですよ？」

「知らねぇのか？　いま男が痴漢にあっても、恥はずかしかったり、信じてもらえないかもしれないってんで云えないことが多いって問題になってんだぞ」

「……でも、やっぱり云えませんよ」

「まぁなぁ……気持ちはわからんでもないが……。相手の顔は見てないのか？」

「残念ながら……」

「でも、周りにいたのってスーツ着てる男ばっかだったんだろ？　他に特とく徴ちようは覚えてないか？」

「うーん、みんな若い感じの人だったかな。年配の人はいなかったと思います」

「痴漢は被ひ害がいに遭あったって、現行犯じゃなきゃ証人がいないと捕つかまえられないからな。お前と同じシフトのときは目を光らせておくよ。次、何かあったときはちゃんと上に報告しろよ。犯人を捕まえないと、お客様にも迷めい惑わくがかかるかもしれないんだからな」

「はい」

　村瀬先輩に云われた言葉を肝きもに銘めいじる。

「とにかく、元気出せよ。悪いやつはいつか捕まるって」

「そうですね」

　根こん拠きよのない言葉だったけれど、いまの僕には充じゆう分ぶん励はげみになった。

　僕ももっと周りに気を配れるようにならなければ。隙すきがあるから、ああいうイタズラをされたり痴漢に遭ったりするんだ、きっと。

　遅おそ番ばんに備えて食事をすませなくてはならないという村瀬先輩と別れ、僕は帰き途とに就つく。駅を出て少し歩いたところで、不意に声をかけられた。

「こんばんは」

　顔を上げた僕は、そこに立っていた人物に目を丸くする。

　この人、この間岩元さんと一緒にいた秘書の……。

「あ…えっと、三條さん…ですよね……？　どうしたんですか？　こんなところで」

「ええ、覚えていて下さって嬉うれしいです」

　女性的で涼すずしげな容よう貌ぼうを柔やわらかく綻ほころばせた彼は、すっと僕に一歩近づいてきた。華きや奢しやに見えるのに、どことなく威い圧あつ感があるのは、近くから見下ろされているせいだろうか？

　岩元さんほどではないけれど、この人もすらりと背が高い。スーツの着こなしといい、バランスの取れたスタイルといい、まるで雑誌のグラビアで目にするモデルのようだ。

「あの……？」

「あなたにお話があって、待っていました。思っていたよりも早く会えてよかった」

「僕に話…ですか？」

　岩元さんの秘書の人が、僕に何の用事だろう？

　何か、岩元さんからの伝言でもあるのだろうか。だけど、何か急ぎの用件があれば携けい帯たい電話にかけてくるなり、メールするなりすればいいだけの話だ。

　だとすると、この人の個人的な用事で僕を訪ねてきたということになる。でも、彼とはこの間、一言二言交かわしただけの間あいだ柄がらでしかない。わざわざこんなところで待っている理由がわからなかった。

「お話というか、お願いでしょうか」

「はあ…何でしょう？」

「社長───孝明さんとプライベートで会うのをやめてもらいたいんです」

「えっ？」

　事も無げに云いわれた内容に、僕は絶句した。

　驚おどろきに言葉も出ない僕に、彼は淡たん々たんと言葉を続ける。

「孝明さんはご両親が懇こん意いにされている方のお嬢じようさんと婚こん約やくされてまして、近々ご結婚の話もまとまるところだったんです。ところが、あの方は今日突とつ然ぜん断ると云い出して……」

「婚約……」

　やっぱり、婚約者がいたのだ───。三條さんの言葉に、ドンと奈な落らくに突つき落とされたような気がした。

「ご自分でそれを伝えに行くというのを私が何とかお止めして保留にはなっていますが、孝明さんがあんなことを云い出したのは、あなたのことが原因なんじゃないですか？」

「……っ！」

　三條さんの問いかけに、僕は息を吞のんだ。

　そして今朝、岩元さんに云われた言葉を思い出す。

『君さえよければ、俺とつき合って欲しい』

　だから、なのだろうか……？

「やはり、心当たりがあるんですね。いいですか？　あなたの存在は孝明さんの障害になってるんです。あの人はいま、物もの珍めずらしさに惹ひかれているんでしょう」

「な……っ」

　あまりの物云いに、さすがの僕も腹が立つ。けれど、重ねて告げられた忠告に、僕は何も反論できなかった。

「あなたと孝明さんでは立場が違ちがうんです。いつか、目を覚まして現実に気づくことでしょう。そのときになってお互たがいに傷つく前にご自分から身を引いたほうがよろしいのではないですか？」

「────」

　いつか醒さめる夢───それは薄うす々うす、僕も感じていたことだ。

　いつまでも楽しいだけの日々は続かないだろう。だからこそ、岩元さんから距きよ離りを置こうと思っていたし、今朝の告白も手放しで喜べなかったのだ。

「あなたと孝明さんの間に何があったのか詳くわしくは存じませんが、またとない良りよう縁えんを壊こわさないでいただきたい。あなたも孝明さんには幸せになって欲しいでしょう？　あなたはとても賢けん明めいな方でしょうから、私の云っていることの意味がわかりますよね？」

　やんわりとした口調だが、有う無むを云わせぬ威圧感が込められている。背中を伝う冷や汗あせに、僕はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「お話はこれだけです。一人でよく考えてみて下さい。ご理解いただけないようでしたら、それなりの手段に出させていただくこともあるとだけは云っておきます」

「それなりの手段…？」

「好きでいまのお仕事に就かれたんでしょう？　やめたくはないですよね？」

「どういう意味ですか？」

　不ふ穏おんな言葉の意図を問い返したけれど、彼は答えるつもりはないようだった。

「それでは、お時間を取らせてしまってすみませんでした」

　云いたいことを全すべて云い終えた三條さんは、にこりと笑って踵きびすを返す。優やさしげな表情だったけれど、目だけは笑っていなかった。

　僕は思わずぶるりと震ふるえた自分の体をさする。立ち去る背中に何も云うことができず、僕はただ自分の足あし下もとを見つめた。

　立場が違ちがうということは初めからわかっていた。それでも、岩元さんが優しくしてくれるから、僕は甘えてしまったのだ。

「僕が『障害』だって」

　いくらなんでも酷ひどすぎる云い草で、怒いかりを通り越こして渇かわいた笑いが込み上げてくる。だけど、実際そうなのだろう。岩元さんの将来に、僕は必要ない。

　……もう、潮時なのかもしれない。

　だらだらといまの関係を続けていけるわけがない。友達ならまだいい。だけど、もしもつき合ったとしたって上手うまくやっていける自信もなかった。

　いつか飽あきられて、別れを切り出される日が来るくらいなら、初めからつき合わないほうがいい。幸せを知ってしまったあとでなくすよりも、幸せを知らないほうがまだマシだ。

「あれ？」

　気がついたら、家の前まで来ていた。ずっと考え込んでいたせいで、どうやって帰り着いたのかは記き憶おくにない。

「ただいまー……」

「おかえり、メシできてるぞ。とっとと風ふ呂ろ入ってこい」

　エプロンをつけて菜さい箸ばしを手にした兄が、ダイニングから顔を出した。こざっぱりした格好をしているということは、仕事に一段落ついたということだろう。

「ごめん、今日はご飯いいや」

「外で食ってきたのか？　家で食わないときは連れん絡らくしろっつってんだろ」

「食べてきたわけじゃないけど、食欲なくて。明日食べるから、残しといて」

　今日はご飯も喉のどを通らなそうだ。もう何も気力が湧わかなかった。兄はそんな僕の様子に目め敏ざとく気づく。

「どうした？　元気ないな。何かあったのか？」

「あーうん……ちょっと、仕事で失敗しちゃっただけ」

　上手く説明する自信もなかったし、余計なことを話して兄を心配させるのも嫌いやで、僕は言葉を濁にごした。

「失敗って何やらかしたんだ」

「大したことないって。電車の運行に影えい響きようは与あたえてないから大だい丈じよう夫ぶ。でも、ちょっと疲つかれたから、今日はお風呂入ったら寝ねるね。食器は明日洗うから、流しに置いといて」

「それはいいけど、あんま無理すんなよ」

　こういうときの兄は優しくて、つい昔のように泣きついてしまいたくなる。だけど、僕ももういい大人なのだ。いつまでも兄離ばなれできない子供でいるわけにはいかない。

「ありがと」

　無理に笑って礼を云い、そのまま浴室へと向かった。

「……っ！」

　脱だつ衣い所でふと鏡を見た僕は、あまりの顔色の悪さに驚いた。自分で思っていた以上に憔しよう悴すいした様子だ。これじゃ、兄でなくともどうかしたのかと云いたくなるだろう。

　そんな自分に苦笑いしているうちに、じわりと涙なみだが滲にじんできた。止とめ処どなく溢あふれてくる涙に、どれだけあの人のことを好きだったのか思い知る。

「……岩元さん……」

　どうして、好きになってしまったんだろう？

　あの日出で逢あわなければ、言葉を交わさなければ、こんなにも気持ちが大きくなることはなかっただろうに。

　いまさら悔くやんでも仕方のないことはわかっている。

　それでも、ズキズキと痛む心臓は僕を責め続けたのだった。
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　昨日が休みで本当によかったと思う。丸一日、一人きりで考えて、少しは気持ちの整理をすることができた。

　そうして、僕の出した結論は岩元さんに告白される前のものと同じだった。

　やはり、岩元さんからは距離を置いたほうがいい。誰だれよりも好きだという気持ちは変わらない。だけど、誰よりも好きだからこそ幸せになって欲しいと思うのだ。

　僕じゃ、あの人の隣となりには相応ふさわしくない。

　だけど、これは三條さんに忠告されたからではなく、自分の意思で決めた。

　人のせいにしてしまえば楽だけれど、それと同時に何か大事なものまでなくしてしまうことが嫌だったから。

「山科、ちょっといいか？」

「はい？　何ですか？」

　着き替がえ終わり、ホームに向かおうとした僕は、駅長に呼び止められた。普ふ段だんマイペースで何事にも動じない駅長にしては珍めずらしく、深刻そうな顔をしている。

　手招きされて駅長室に足を運び駅長の言葉を待つけれど、なかなか話を切り出してこない。

「どうかしたんですか？」

「どこから話したもんかな……。山科は市橋駅の話を聞いてるか？」

「市橋駅？　ああ、はい。噂うわさなら少し……」

　一瞬首を傾かしげかけたけれど、すぐに何のことか思い当たった。しばらく前、村瀬先せん輩ぱいから市橋駅に問題児がいるらしいという話を聞いたけれど、そのことだろうか？

「どこまで知ってる？」

「ええと、あまり勤務態度のよくない人がいるらしいってくらいですけど……」

　村瀬先輩は同期から聞いたと云いっていた。あまり詳しく話すと迷めい惑わくになるとまずいと思い、それとなく言葉を濁す。

「それなら話は早い。その社員───石いし田だと云うんだがな、彼に一昨日解かい雇こ通知が出た」

「か、解雇ですか」

　僕が聞いた話でも相当酷かったのだ。それが会社に伝わったのなら、解雇になっても当然だろう。だけど、それを僕に話す理由がわからない。

　とりあえず、駅長の話を最後まで聞いてから質問してみようと思い、口を噤つぐむ。

「元々問題を抱かかえてはいた社員だったんだが、そいつのせいで一人新人が辞やめてしまってな。指導に当たっていた者もストレスで体調を崩くずして入院することになったんだ」

「そんな……」

　辞めてしまった新人とは、きっといじめられていたという僕と同期の人だろう。せっかく就職できたというのに、その同どう僚りようのせいで職場にいられなくなったなんて酷すぎる。

「上のほうに彼を休職扱あつかいにできないかとかけあってるところだそうだ。話は戻もどるが、そのことで石田に事実確かく認にんをしようとしたら、今度は無断欠勤をするようになり、連絡もつかないということで、さすがに解雇ということになったわけだ。だが、問題が残っていてな」

「まだ何かあるんですか!?」

　いまの話だけでも相当だ。信じがたい内容に、僕は憤いきどおりを通り越して呆あきれ果てるほかない。

「ああ、昨日になって駅の備品をチェックしてみたら色々と紛ふん失しつしているものがあったらしい。市橋駅の若いもんがもしかしてとインターネットのオークションサイトを見てみたら、紛失したと思おぼしき備品が何点も出品されていたということだ。さすがに本社も動いて訴そ訟しようを起こすという話になっている」

「うわ……」

　あまりのことに僕は言葉も出なかった。

　駅で働いていると、常識の通用しないモラルの欠けた人間に出会うことも少なくないが、同じ職場で働いている中にそういう人物がいたということにショックを隠かくしきれない。

「まったく……一気に三人もいなくなってしまって現場がかなり混乱してるってのに、大変なことをしてくれたもんだよ」

「あの、それで、いまはどうしてるんですか…？」

「他の駅から応おう援えんが行ってるよ。だけど、いつまでもその場ば凌しのぎでいるわけにもいかないから、正式に人員を回そうという話になってる。それで、だ。山科、市橋駅に行かないか？」

「僕ですか!?」

　ようやく話が見えてきた。解雇になった社員の話をしたのは、僕に異動の話を持ちかけるためだったのだ。

「足りなくなった人員を補強しなければならないんだが、こんなことのあとだからな。真ま面じ目めな新人を回そうという話になっていてだな、お前が候補の筆頭に挙げられているんだよ」

「はあ……」

「自宅から少し遠くなるが、部屋を借りるなら会社から手当も出る。どうだ？　俺の顔を立てて引き受けてくれないか？」

「市橋駅…ですか……」

　いま働いている本条駅から下って三十分ほどの市橋駅は通えなくはない距きよ離りだ。だが、勤務のことを考えると駅長の云うように、近くに部屋を借りたほうが賢けん明めいだろう。

「お前は運転士志望だったな。車しや掌しよう試験への推すい薦せんもできるだけ早く出してもらえるよう、上に云っておこう。だから、頼たのむよ」

　拝み倒たおさんばかりの駅長の様子に苦く笑しようしてしまう。こんなに困り果てている駅長は、ここに配属になってからいままで一度も見たことがない。

　僕は一呼吸置いて、返事をした。

「……わかりました。僕でよければお受けします」

「えっ、いいのか？　まだ考える時間はあるんだぞ？」

　自分から異動を持ちかけておいて、何を気弱なことを云っているのかと云いたくなる。

「ええ、ここを離はなれるのは淋さびしいですけど、僕でお役に立てるなら是ぜ非ひ」

「そうかそうか！　ありがとう、助かるよ！」

　これまでなら、この駅から離れたくないと思っていただろう。だけど、いまの自分にはちょうどいいきっかけになるんじゃないかと考えたのだ。

　プライベートで会わなくなったって、駅で姿を見かけていたら、いつまでもこの気持ちを引き摺ずりかねない。未練が残っていることは自覚している。

　初めてちゃんと好きになった人なのだ。そうそう簡単に忘れられるはずがない。それでも、少しでも早く踏ふん切りをつけてしまいたかった。

「それじゃ、そろそろ行きますね。交替が遅おそいってどやされますから」

「ああ、そうだったな。詳くわしいことはまたあとにしよう」

「はい。失礼します」

　駅長室をあとにした僕は、大きく深呼吸をし、制せい帽ぼうを被かぶり直した。

「……これでよかったんだよな？」

　誰にも聞こえないくらいの小さな声で、そう独りごちる。

　後こう悔かいはすると思う。だけど、どんな選せん択たく肢しを選ぼうが、選ばなかったほうへの未練がないわけじゃない。

　いつか、あの人のこともいい思い出になるだろうか？　あのときは楽しかったと、からりと云える日が来るといい。

「あーあ、初はつ恋こいだったのになぁ……」

　僕は滲にじんでしまいそうになる涙なみだを堪こらえ、自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた。
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「すみません、遅くなって…っ」

　僕は息せき切って岩元さんの傍そばに駆かけ寄った。

　今日は泊とまり明けの日だったので、勤務は午前中で終わっていたのだが、考えごとをしていたせいで待ち合わせに遅おくれてしまったのだ。

「珍しいな、敦貴が遅ち刻こくするなんて」

「出かけるときに手間取っちゃって……。お待たせしてしまって、すみませんっ」

「遅れたって云っても、たかが十五分だろう。それに君を待っている時間も楽しかったしね」

「い、岩元さん……」

　優やさしい笑え顔がおにズキリと胸が痛む。これから告げようとしていることへの罪悪感のせいか、それとも捨てきれない恋心のせいか。

　今日、岩元さんと会う約束をしたのは、この間の返事をするためだ。

　自らの気持ちにけりをつけ、岩元さんと距離を置く。僕はそう心に決め、電話で岩元さんを誘さそい出した。

『明日の夜、僕につき合ってくれませんか？』

『珍しいな、敦貴から誘ってくれるなんて』

　嬉うれしそうにしてくれる岩元さんに申し訳なく思いながら、声が震ふるえそうになるのを必死に堪えながら喋しやべった。

　メールにしておけばよかったと少し後悔したけれど、こういうことはきちんと自分の口で伝えるべきだと思い直し、あらかじめ用意しておいた言葉を口にした。

『お話が、あるんです。……それと、この間のお返事を』

『わかった。明日は会議がないから、少し早めに帰れると思う。それで、どこに行けばいい？』

『あ…すみません、場所は決めてなくて……』

　何と云いって誘うかで頭がいっぱいだった僕は、そこまで考えていなかった。

　居酒屋や喫きつ茶さ店てんなど、人目があるところでは話しづらい。かといって、色よい返事をするわけでもないのに、彼の家に押しかけるのは失礼だ。

　自宅には兄がいるから岩元さんを呼ぶわけにもいかず困り果てていると、岩元さんのほうから切り出してきた。

『だったら、俺が決めていいか？　駅前のいつものところにいてくれれば迎むかえに行く。時間は八時でいいか？』

『は、はい。それでお願いします』

　結局、最後まで岩元さんの世話になってしまったことに落ち込みつつも、最後のデートだと思うと複雑な気分だった。

　そして、今日こうして落ち合ったのだが、やはり心なしかいつもより緊きん張ちようしているのがわかる。初めて食事をしたときとは、また違ちがった緊張感だ。

　それにしても、岩元さんはどこへ連れて行ってくれる気なのだろう？

「どうした？　疲つかれてるようだが」

「あっ、ごめんなさい、大だい丈じよう夫ぶです。ちょっとお腹なか空いたなって……」

「じゃあ、早く行こう。雰ふん囲い気きのいい店を予約したんだ。食事も口に合うといいんだが。とにかく乗って。こんなところで立ち話しているのは時間がもったいない」

　そう云って、岩元さんは近くに停とめてあった車の助手席のドアを開いた。

「え？　車？　でも、岩元さん車くるま酔よいするんじゃ」

　何故なぜ、電車通勤をしているのかと訊たずねたときに、そう云っていたはずだ。

「まあ……運転するほうなら大丈夫なんだ。そういえば、敦貴は車酔いは平気だったか？」

「あ、はい。僕は乗り物は何でも大丈夫です」

　最後の最後に、岩元さんの運転する車に乗れるなんてラッキーだったかもしれない。身勝手だと思われるかもしれないけれど、一緒にいることが許されるあと数時間だけは楽しんでしまってもいいだろうか？

　車に乗り込み、シートベルトを締しめてから運転席を見る。ハンドルを握にぎる様子がとても様になっていて、僕はドキリと心臓を弾はずませた。

　やっぱり、カッコいいよな……。

　本来ならこの助手席に座るのは僕じゃない。岩元さんの婚こん約やく者である女性が座るべき場所なのだ。そう思うと、チリッと胸に痛みが走る。

　膝ひざの上でぎゅっと拳こぶしを握りしめ、ざらつく気持ちが顔に出ないよう堪えた。

　嫉しつ妬とする資格は僕にはない。心の中で、自分自身にそう諭さとす。

「じゃあ、行こうか」

「はい」

　苦い気持ちを押し殺し、僕は岩元さんへ微笑ほほえみ返した。










　海の傍のイタリアンレストランで食事をしたあと、海岸沿いをドライブした。

　夕方に来ると夕焼けが綺き麗れいなのだと教えてもらった景色には、いくつも星が瞬またたいていた。だけど、僕は景色よりも岩元さんの横顔ばかり眺ながめていた気がする。

　見み蕩とれていたせいで肝かん心じんの話はなかなか切り出せなかったけれど、本当に楽しくて、いい思い出になったと思う。

　今日が終わったら、岩元さんのことは忘れようと思っていた。だけど、思い出としてひっそりとその記き憶おくをしまっておいてもいい気がしてきた。

　大事に心の奥にしまっておくくらい許して欲しい。

「今日はありがとうございました。僕が誘ったのに、結局お任せすることになってしまってすみません」

「君が楽しんでくれたのなら、それでいい」

「すごく楽しかったです」

　二人で過ごす時間はあっという間に流れていき、もうすぐ日付が変わろうとしていた。岩元さんの運転する車が地元に近づくにつれて、別れの刻限が迫せまってくる。

　淋さびしさを禁じ得ず、僕はぽろりと自分の気持ちを口にしてしまった。

「───あなたと出で逢あえて嬉しかったです」

「どうしたんだ、いきなり」

「あ、や、何となく……。あの、この辺でいいです。停めて下さい」

　いい加減、ちゃんと話をしなければ。

　今日の目的は、きちんとけじめをつけること。楽しさに流されているだけでは、いつまで経たっても中ちゆう途と半はん端ぱなままだ。

「何云ってる。もう遅いんだ、家まで送るよ」

「あとは歩いていきますから平気です。……それより、その、お話がしたいので」

「そうだったな。どのへんに停める？」

「ええと、その先を右に入った先なら車通りが少ないから、しばらく停めていても大丈夫だと思います」

　ビジネスビルの裏手で夜は人気もないため、駐ちゆう車しやしていて近きん隣りん住民から苦情を受けることもないだろう。

　路地に入り、車が停車すると緊張が高まってくる。エンジンが落とされ静かになったことで、早はや鐘がねを打つ心臓の音がより大きく聞こえるようになった。

　喉のどはカラカラに渇かわき、握りしめた手は汗あせばんでいる。空調は適温に調整されているはずなのに、背中にじっとりと嫌いやな汗が浮うかび、何故か息苦しい。

　僕は緊張を少しでも解ほぐそうと、シートベルトを外し腰こしを浮かせて座り直し、姿勢を正した。

「……あ、あのっ、先日のお返事なんですが」

「うん？」

　緊張のあまり、声が裏返ってしまった。だけど、岩元さんは笑うことなく、僕の言葉を待ってくれている。

　僕は深呼吸を数回して自分を落ち着かせると、改めて切り出した。

「岩元さんのお気持ちはとても嬉しかったです。一いつ緒しよに過ごせて本当に楽しかった。だけど……僕はあなたとはおつき合いできません」

　一息に告げて、少しだけ肩かたの荷が下りた。だけど、これで全すべて終わったわけじゃない。

　僕は唇くちびるを引き結び、岩元さんの反応を待った。

「───それは本気で云っているのか？」

「……ごめんなさい」

　途と端たんに重くなった空気に唇を嚙かみしめる。もう本当にこれで最後なのだと思うと、体を引き裂さかれるように辛つらかった。

「君も俺と同じような気持ちを持ってくれていると思っていた。そうじゃなかったのか？」

「…………」

　岩元さんに噓うそは吐つきたくない。そう思うと何も言葉が出てこず、岩元さんの顔をまっすぐ見ることもできなかった。

「何かあったのか？」

「……っ、な、何も……」

「だったら、どうして俺のほうを見ない？　さっき、俺に逢えて嬉うれしかったと云ってくれたのは噓だったのか？」

「違ちがいますっ」

　僕がかぶりを振ふると、岩元さんは声を荒あららげた。

「じゃあ、どういうことなんだ!?」

「ごめんなさい……」

　本当の理由を告げたら、僕のしようとしていることが無意味になってしまいかねない。それに、人のせいにはしたくはなかったから。

　苦しさや辛さも、この人に関することなら全て受け止めておきたかった。

「何故、何も云いってくれないんだ」

「……や、やっぱり、僕と岩元さんじゃ合わないかなって思うんです。だから、駅でももう声をかけないで下さい」

　こんな云い訳で納なつ得とくしてもらえるとは到とう底てい思えないけれど、僕には他に云えることがなかった。案の定、岩元さんは訝いぶかしげな様子で訊ねてくる。

「敦貴。いったい、何を隠かくしてるんだ？」

「隠して…なんか……」

　鋭するどい指し摘てきに目が泳ぐ。これ以上追つい及きゆうされたら、ボロを出してしまいそうだ。情けないけれど、僕にはもう逃にげ出すことしかできなかった。

「もう、帰ります。今日はありがとうございました」

　そう云って車を降りようとしたけれど、ドアを開けようとした手を摑つかまれ引き止められてしまう。握られた場所が熱を持ち、それまでとは違ちがう胸の高鳴りを感じる。

　僕は岩元さんの手を振り払はらうこともできず、目を合わせないように俯うつむく。

「まだ話は終わってない」

「は…離はなして下さい……」

「君が俺とつき合えないと本心から云うなら何も云わない。二度と会いたくないと本気で思っているなら、君の前から姿を消そう。だけど───そんな顔をされて黙だまっていられると思うか？」

「……っ」

　岩元さんの言葉に、僕は自分の顔が映る窓ガラスを見た。そこに映っていたのは、不安におののく迷子のような表情の僕だった。

　いまにも泣き出しそうな自分を見ていられなくて、すぐに目を逸そらす。すると、岩元さんは俯いた僕の顎あごを掬すくうように持ち上げ、強ごう引いんに口づけてきた。

　その強引さとはうらはらに、キスは甘く柔やわらかい。突とつ然ぜんのことに驚おどろくよりも、その感かん触しよくに胸を締しめつけられた。

　───この人が好きだ。どうしようもなく、好きなんだ。

　湧わき上がってくる気持ちを偽いつわることなどできやしない。瞳ひとみの奥が熱く疼うずいたけれど、涙なみだを見せるわけにはいかないと、僕は必死に歯を食い縛しばる。

　数度啄ついばむようにしたあと名残なごり惜おしげに離れていった唇を目で追う。暗くら闇やみの中、濡ぬれて艶つやっぽいそれから苦々しげな呟つぶやきが零こぼれた。

「どうしてまともに抵てい抗こうしない？　俺とはつき合えないんだろう？」

「……っ」

「君が何を考えているのか、俺にはわからない。こうして身を任せるくせに、俺の気持ちは受け入れられないと云う。俺を玩もてあそんでるのか？　それとも、同情のつもりか？」

「そっ……」

　そんなんじゃないと云おうとしたけれど、どうせ真実は云えないのだと黙り込む。どうせもう二度と会わないのだ。誤解されようが、どうでもいい。

　頭ではそう思っていても、冷や水を浴びせられたような感覚は拭ぬぐえなかった。

「───やっぱり、何も云わないんだな」

　ため息混じりの落らく胆たんした声がずしりと胸を重くする。涙が滲にじみかけるのを、唇を嚙みしめて耐たえた。

「それなら、質問を変えよう。何があったんだ？」

「…………」

　問いかけに三條さんの顔が脳のう裏りに浮かんだけれど、僕はなおも唇を引き結ぶ。頑かたくなに黙り続ける僕に、岩元さんは静かな声で告げた。

「強情だな」

「え？……うわっ」

　ドアをロックされたかと思うと、ガクンと助手席のシートを倒たおされ、僕は後ろに倒れ込んだ。

「な、何……？」

　岩元さんはジャケットのボタンを外し、ネクタイを引き抜ぬいて後部座席に放ほうると、慌あわてて飛び起きようとする僕の体をのしかかるようにして押さえつけてきた。

　狼狽うろたえる僕の目をまっすぐに見つめながら、再び艶なまめかしい口づけをしかけてくる。

「んっ！　ぁん……んんっ」

　唇をねっとりと嬲なぶられ、食はまれる。薄うすく開いた隙すき間まから捩ねじじ込まれた舌は傍ぼう若じやく無ぶ人じんに口の中で蠢うごめき、僕の舌を絡からめ取った。

　初めてのキスは理性があまり残っていない状じよう況きようでのことだったけれど、今日は違う。車を運転する岩元さんに合わせ、食事ではアルコール類を一切口にしていない。

　意識がクリアなぶん、施ほどこされる愛あい撫ぶは生々しく、僕を翻ほん弄ろうした。

「んぅっ、ん、んっ」

　舌が擦すれる感触にぞくりと背筋が震ふるえ、頭の中が沸ふつ騰とうしたようになっていくけれど、それと同時に焦あせりが生じる。

　また、快楽に流されてしまうのではないかと───。

「岩元さん、だめ……っ」

「やめて欲しかったら、本当のことを云えばいい。……今日は本当のことを云うまで帰さない」

「云えな……っ、んんっ、んー…っ」

　口づけの角度が変えられる瞬しゆん間かん、抵抗しようとしたけれど、再び唇を塞ふさがれてしまう。

　どうにか押し返してキスをやめさせようとするけれど、口こう腔こうを搔かき回され舌を吸い上げられると否いや応おうなく体から力が抜けてしまう。

「ン、ぅ……ん、ん……」

　好きな人とのキスが嫌いやなわけがない。理性に本能が勝まさり、僕の体を支配していく。体の強こわ張ばりは徐じよ々じよに緩ゆるみ、生じる熱に甘く蕩とろけていった。

　呼吸さえ奪うばい去るような深い口づけはいつまでも終わることなく、僕を翻弄する。岩元さんはキスを続けたまま、僕の体をまさぐり始めた。

「ふっ……ぅん、ん、…っあ！」

　口づけが解けた瞬間、甘ったるい声が零れ落ちる。シャツ越ごしの感触にすら感じてしまうのに、捲めくり上げられた裾すそから差し込まれた手に直接肌はだを撫なで回されると、それだけでぞくぞくと震えてしまう。

　ダメだと思っているのに、どうしても抗あらがえない。脇わき腹ばらを這はい上がった指が胸の先を捉とらえると、僕の体はひくりと弾はずんだ。

「やめ…っ、あ、あ……っ」

　二つの尖とがりを抓つままれ、指の間で捏こねられる。口づけを解いた岩元さんは僕の耳を甘嚙みし、くちゅりと耳の中に舌を差し込んだ。

「や……いや……っ」

「嫌だと云う割には感じてるようじゃないか」

「そ…な……っ、あ、んっ」

　ぞくりと震えた首筋に嚙かみつかれ、その場所をねっとりと舐なめ上げられる。身み悶もだえて反そらせた喉のど元もとを強く吸い上げられると、腰こしの奥がずくりと疼いた。

　芯しんを持ち、下着の中で窮きゆう屈くつに膨ふくらんだそこを膝ひざで押すように刺し激げきされると、体温が上じよう昇しようし、全身がじっとりと汗あせばんでくる。

「こうされると気持ちいいんだろう？　この間、俺の手で何度もイッたことを忘れたわけじゃないだろうな」

「あ……あぁっ、しないで……っ、やぁっ」

「体はこんなに素す直なおなのにな」

「そこ、や……あ、あ、あ……っ」

　布地を押し上げ主張するそこを服の上から擦こすられる。あっという間に痛いくらい張り詰つめてしまった。

　ベルトを外され、緩められたウエストから手を差し込まれる。その手は迷うことなく、僕自身を握にぎり込んだ。

「……っ、あ…ああ……っ」

　強弱をつけて上下に擦られる。その的確な動きに声が上うわ擦ずり、体は一層熱くなった。ぬるぬるとした感触に、堪こらえきれずに体液が滲にじんでしまっていることを知った。

　襲おそいくる羞しゆう恥ちに両りよう腕うでで顔を覆おおう。声を出さないよう腕を嚙むと、岩元さんはわざとのように水音が立つように手を動かした。

　ひくひくと痙けい攣れんする自身が生々しく、濡れた手の平に包み込まれると頭の中が沸騰する。

「くっ……ぅんっ、あっあっ、あぁ…っ！」

　やがて、堪えきれなくなった僕は岩元さんの手の中に熱いものを[image: 迸]ほとばしらせた。絶頂の余よ韻いんに頭がぼうっとする。

　顔を覆っていた腕も脱だつ力りよくし、ぱたりと横に滑すべり落ちた。涙で滲んだ視界は曖あい昧まいで、気け怠だるい四し肢しの感覚と相あい俟まって現実感を失わせる。

　だけど、荒あらい呼吸を整えながらぼんやりと意識を飛ばしていられたのは、ほんの僅わずかの間のことだった。

「な……っ、ちょっ、何……!?」

　前置きもなしに靴くつを放られ、ズボンと下着を引き下ろされる。そうやって熱を持った下肢が外気に晒さらされたかと思うと、瞬まばたきで涙を落とした目に着衣から引き抜かれ、持ち上げられた自分の足が映る。

「ま、待って……やだ…や……っ」

　これで終わりではなかったのだ。岩元さんは戸と惑まどう僕の足の間をさっき吐はき出した体液でべっとりと濡ぬらすと、後ろの窄すぼまりに指を突つき立ててくる。

「ん……っ！」

「痛くはないだろう？」

　云いわれた通り痛みはないけれど、押し込まれた指が少しずつ奥へと入り込んでくる感覚は何とも云えない圧あつ迫ぱく感がある。

　太い指を奥まで入れられ、ゆるゆると動かされると、歯を食い縛しばっていても喉のどから掠かすれた声が漏もれる。

「くっ……う、ぁ…ああ……っ」

　ぬるつく指を抜き差しされ、狭せまい場所を押し広げられていく。異物に強張っていたそこは絶え間ない刺激に綻ほころび始め、内ない壁へきが小刻みにひくつくようになっていった。

　執しつ拗ように体の内側を探さぐられる奇き妙みような感覚に心細さを覚え、僕は僕を追い詰める目の前の人に縋すがりつく。

「あっあ、あっ…岩元さ……っ、う、んんっ」

　首筋に顔を埋うずめると、岩元さんの体たい臭しゆうが鼻び孔こうを掠める。ほっとできるその匂においに体が緩み、それまでも過か敏びんだった神経がますます鋭するどくなり、より一層感じるようになってしまった。

　こんなこと、してちゃいけないのに───そう、わかっていても止められない。

　強ごう引いんな行こう為いだとしても、好きな人に求められているのだと思うと嬉うれしくてたまらない。

　いっそ、僕の全すべてがなくなってしまうまで、何もかも奪ってくれればいいのにと思わずにはいられなかった。

　ぎゅっとしがみつき、蕩けて崩くずれ落ちてしまいそうな体を擦りつけると、岩元さんは僕の頭を搔き抱いだき、苦々しく呟つぶやいた。

「君って子は……もう、どうなっても知らないからな」

「な…に……？　ひぁ…っ、あぁん！」

　問いかけへの返答はなく、代わりに体内をさらに激しく搔き混ぜられ、一ひと際きわ高い声が上がった。くちくちといやらしい音が車内に響ひびき、酷ひどく感じている僕を煽あおり立てる。

　岩元さんは僕の中を探る指を増やし、ひくつく粘ねん膜まくを強く押してきた。

「ぅあ…っ！　あっあっ、あっ」

　一瞬、頭の中が真っ白になった。　>>>♥

　内壁のある場所を刺激されると、体中に電気が流れるように快感が走り抜ぬける。岩元さんはしこりのようなそこを執拗に弄いじってきた。

「あ……っ、んん、っあ、や……っ」

　途と切ぎれることなく与あたえられる強きよう烈れつな感覚に、ひっきりなしに喘あえぎ声を上げる。思わずしがみつく腕に力が込もり、僕は岩元さんの背中に爪つめを立てた。

「あぁっ、あっ、も、ダメ……もうっ」

　イキそうになった瞬しゆん間かん、ずるりと指が引き抜かれた。途と端たんになくなった刺激に体が物足りなさを覚え、打ち震ふるえる。

「やっ、な…んで……」

　震える体をそっと離はなし、岩元さんの顔を窺うかがおうとした。だが、視線がかち合ったと同時に柔やわらかく蕩けた場所に熱くて硬かたいものを押し当てられる。

　ひゅっと息を吞のんだ僕の中に、熱の塊かたまりが沈しずみ込んだ。

「あぁあ…っ！」

　腰を摑つかまれて一息に奥まで貫つらぬかれ、焼けつくような感覚に悲鳴じみた声が上がる。内壁を勢いよく擦り上げられて、ぞくぞくと全身が甘く痺しびれた。

　狭せばまった粘膜が入り込んだ昂たかぶりの形に広げられ、内臓が押し上げられるような圧迫感に息苦しさを覚える。

「はっ……あ…すご、熱い……あ…あ……」

　溢あふれた体液でぬるぬるになった先せん端たんを丸く撫でられる。思わず昂ぶりを吞み込んだ場所を締しめつけると、繫つながり合ったそこを軽く揺ゆすられ、伝わってくる震しん動どうに尾びてい骨が痺れた。

　昂ぶりが埋め込まれたその場所は、指で解ほぐされていたとはいえ、まだ狭い。貫かれた衝しよう撃げきで強こわ張ばっていることもあり、ほんの少しの余よ裕ゆうもなかった。

「───敦貴」

「岩元さん……？　んっ、んぅ……っ」

　不意に名前を呼ばれたかと思うと、嚙みつくようなキスをされた。戸惑ったのも束つかの間、僕は口こう腔こうを搔かき混ぜてくる舌に自分のそれを絡からませる。

　意識が逸それたせいで、強張りが少しだけ緩ゆるむ。貪むさぼり合うような口づけをしながら、繫がった腰を自ら揺らめかせた。

「んんっ、んぁ、んー…っ」

　腰を擦りつけると、反り返った自身が岩元さんの腹部に当たる。体の中で生まれる快感と相俟って、どうしようもなく気持ちがいい。

　岩元さんに抱だかれるまで未経験だった僕は、セックスがこんなに気持ちがいいものだとは思いもしなかった。

　ごくたまに自分を慰なぐさめることがあるけれど、あの感覚とは比べものにならない。

　でも、これは岩元さんが上手うまいからなんだろうか？

　他の人との経験がない以上、比ひ較かくしようがないけれど、慣れた態度や巧たくみな手つきを見る限り、岩元さんは経験豊富に違ちがいない。

　いままでもこうやって、僕と同じように他の人を抱いてきたのだろうか……？

「い……っ」

　他の誰だれかを抱く岩元さんを想像しただけで、胸に針を突き刺さされたような痛みが襲った。

「何を考えてる？　余裕だな」

「……っ、何、も……っ、ぁあっ、あ、あ…っ」

　耳元で囁ささやかれた問いにドキリとしたのも束の間、激しい揺さぶりに意識を攫さらわれた。酷く擦こすられる内壁がいやらしく痙攣しているのがわかる。

　岩元さんは僕を搔き抱きながら、みだらな律動を送り込んできた。二人ぶんの体液で濡れたそこは深く穿うがたれるたびに、ぐちゅぐちゅとぬめった水音が立つ。

「んぅ、んん……っあ！　あっ、あっ」

　ガクガクと揺さぶるばかりだった動きがどんどん大きくなっていく。ギリギリまで引き抜かれ押し戻もどされる感覚はたまらなく、強すぎる快感に僕はかぶりを振ふった。

　その上、感じやすい場所を抉えぐるように突かれるものだから、意識さえあやふやだ。

　いまの僕にわかるのは重なり合った体温と与えられる快楽だけ。理性など、すでにどこかへいってしまった。

「ひぁ…っ、あ、そこ…やっ、ぁん……っ」

「ここ？」

「ああぁ…ッ！　だめ…あっあっ、あ！」

　荒あら々あらしい突き上げに合わせて嬌きよう声せいが上がる。重く、熱く痺れた腰こしの奥を搔き回されると、溶とけ落ちてしまうんじゃないかと思えるほど、全身が甘くわなないた。

「だめじゃなくて、いいんだろう？　感じてるくせに」

「はっ…あ、あっ、いい……きもちい……っ」

　僕を抱きしめる岩元さんの吐と息いきも熱く、ジャケットの間から覗のぞくシャツが汗あせばんだ肌はだに張りついているのがわかる。

　体内に入り込んだ昂ぶりもこれ以上ないくらいに張り詰つめ、ドクドクと脈打つ鼓こ動どうがねっとりと絡みついた粘膜から伝わってきた。

　ぶつけられる剝むき出しの欲望が嬉しくて、どうしようもなく切なくなる。与えられる刺し激げき全すべてを感じ取ろうと神経は一層鋭えい敏びんになり、首筋に当たる吐息すら僕を感じさせた。

「あぁ……っ、……さん、岩元さん……っ」

　好きだと云えない代わりに、何度も何度も名前を呼ぶ。ありったけの気持ちを込めて抱きつくと、それ以上の強さで抱きしめられた。

　このときがずっと続けばいいのに。明日も訪おとずれず、こうして二人抱き合っていられたら何もいらない。

　───だけど、僕のわがままで岩元さんの将来を奪うばうわけにはいかないのだ。

「あ、あ…っ、も、だめ、も……っ」

「どうして欲しい？　ちゃんと口で云えるだろう」

「いく……っ、いきた……っ」

　もう羞しゆう恥ち心も何もなく、欲望のままに口にする。すると、岩元さんは僕の足をさらに折り曲げ、腰の動きを激しくしてきた。

「いいよ、イッて」

「あっあ、あぁあ……っ！」

　鼓こ膜まくが震えるのと同時に下腹部が痙けい攣れんし、膨ふくらみきった欲望が熱を爆はぜさせる。

　最奥を穿つ昂ぶりを絶頂にわななく粘膜が締めつけた瞬間、岩元さんも僕の中に熱いものを注ぎ込んだ。

　服が汚よごれるのもかまわず、岩元さんは白はく濁だくに濡ぬれた僕の体を搔き抱く。

「……好きだよ、敦貴」

　僕は同じように背中に回そうとした手を途と中ちゆうで止めた。そんな資格が自分にないことを思い出したのだ。

　空で止めた手の遣やり場が見つからないまま、僕は唇くちびるを嚙かみしめることしかできなかった。
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「これで荷物は全部ですね」

「はい、どうもありがとうございました」

「じゃあ、ここにサインか印いん鑑かんをお願いします」

　指で示された場所にサインをし、引っ越こし業者を見送ると、僕はようやくほっと肩かたの力を抜ぬく。仕事の合間にバタバタと準備をした引っ越しも、これでようやく一段落がついた。

「あとは掃そう除じと荷解きか」

　あの日の夜、岩元さんに無理矢理抱かれた僕はいつしか気を失っていた。目を覚ましたときには乱れた服は整えられ、ブランケットが体にかけてあった。

　運転席にいる岩元さんの横顔には苦く渋じゆうが滲にじみ、後こう悔かいしていることがありありとわかる表情だった。僕の中途半はん端ぱな気持ちが岩元さんを苦しめてしまったのだ。そんな顔をさせてしまったのが自分なのだと思うと悲しくて、やりきれない気持ちになった。

　目覚めた僕に気づき、労いたわってくれる岩元さんに返す言葉も見つからず、いてもたってもいられなくなった僕は車を飛び出した。そのときの僕には、そうすること以外できることなどなかったから。

　───あの日以来、岩元さんには会っていない。

　僕は駅長に云いわれていた異動を正式に受け、市橋駅に配属されることになった。

　もちろん、岩元さんには何も伝えてはいない。勤務する駅が変わることも、引っ越しをして一人暮らしをすることも。

　後悔はしていない。……していないはずだ。

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんな僕は、このくらいのことをしないと吹ふっ切ることができないだろうから。物理的に会うことができなければ、お客様の中に岩元さんの姿を探すこともないし、見かけたときに慌あわてて隠かくれなくてもいい。

　異動先の市橋駅は通勤圏けん内ないで、一人暮らしをすることを兄に反対されたけれど、今回だけは譲ゆずらなかった。兄も最後には折れてくれ、今日の引っ越しも手伝ってくれている。

「おい、敦貴。こっち片づけ終わったぞ」

「え？　もう終わったの!?　ごめん、ほとんどやってもらっちゃったよね……」

「大した量なかったしな。段ボール箱はあとそれだけか？」

「こっちの箱は食器とかだけだから、あとでいいや。もうこんな時間だし、お昼にしようよ」

「そうだな」

　折りたたみ式のテーブルを広げ、コンビニで買っておいたおにぎりやペットボトルの飲み物を載のせる。

　それぞれ好きなものを手に取りつつ、僕は今朝から気になっていたことを兄に訊たずねた。

「ところで、どうしてそんな格好してるわけ？」

　家ではいつもよれよれの格好をしているくせに、今日は妙みように気合いが入っている。

　引っ越し作業のために動きやすいスタイルではあるけれど、ブランドもののジーンズや糊のりのきいたシャツを着て、普ふ段だんは櫛くしも通さない髪かみまでセットしてあるのはどうしてなのか。

「そりゃ、ご近所に挨あい拶さつに行くのにてきとうな格好してるわけにはいかないだろう」

「何、挨拶って」

「ウチの弟をよろしくお願いしますって」

「兄さん、僕のこといくつだと思ってんだよ！　子供じゃないんだから、自分で挨拶するってば！」

　さっき、大家さんのところに挨拶に行ったのだが、いつになく愛想あいそのいい兄が恥はずかしくてたまらなかった。

　手て土産みやげの他に制作に携たずさわったゲームソフトまで持参しており、大家さんのところの子供を手て懐なずけて僕の面めん倒どうを見てやってくれと云っていて、穴があれば入りたい気持ちだった。

「お前は抜けてるから信用ならん。一人暮らしさせるのだって不安なんだからな。隣となりにどんなやつが住んでるのかくらい確かめておかないと」

「……いい加減、弟離ばなれしなよ……」

　兄のこの過保護っぷりはいつになったら収まるんだろうか。僕の親代わりみたいな存在だったから仕方がないのかもしれないけれど、そろそろ卒業してくれてもいいように思う。

　市橋駅での駅務が終わったら実家に戻ることになってはいるが、これを機会に弟離れして欲しい。僕も兄に甘えてる部分はたくさんあるだろうから、本当の意味で独り立ちできるきっかけにしたいのだ。

　とはいえ、月に一度は実家に顔を見せに戻もどる約束をしているため、全然顔を合わせないというわけではない。そう約束しないと部屋を借りるときの保証人になってくれないと云うので、渋しぶ々しぶ約束したのだ。

「お前がしっかりしてれば、俺だってこんなに心配しないですむんだ。お前は人がいいっていうか騙だまされやすいっていうか……。あ、ヘンなセールスマンがきてもドアを開けるんじゃないぞ。顔を合わせたら最後、絶対に買わされるからな」

「大だい丈じよう夫ぶだってば！　僕だって駅の仕事でだいぶ鍛きたえられたんだから」

「そういや、セールスマンといえば、さっき見かけたな」

「え？」

「ほら、少し前に云っただろう。眼鏡めがねかけたスーツの男が家の傍そばをうろついてたって。最近見かけないと思ったら、この辺に来てたんだな」

「────」

　……まさか、その男があのときの犯人じゃ……？

　ほんの少しだけ嫌いやな予感がしたけれど、僕はすぐにその不安を打ち消した。

　立て続けに男に狙ねらわれたからって、早急にその犯人だと決めつけるのはよくない。

　もしも、僕が本当に誰だれかにつけ狙われていたとしても、引っ越したばかりでその誰かが現れることはないだろう。

「どうした？」

「う、ううん、何でもない。おにぎり、どれ食べようかなぁって」

　不安に表情を曇くもらせた瞬しゆん間かんを見られていたらしい。笑ってごまかし、迷っているふりをする。

「お前、いつも明めん太たい子こだろうが。シャケマヨは俺のだからな」

「わかってるよ。兄さん、本当にマヨネーズ好きだよね」

　明太子のおにぎりを手に取り、セロファンの包みを剝はがす。もくもくと口に運んでいると、兄は真ま面じ目めな顔で訊ねてきた。

「───お前、何かあったのか？」

「な、何云ってんの……」

　再びごまかそうとしたけれど、兄の眼まな差ざしは揺ゆるがなかった。きっと、何でもないと答えても、そうかと云ってくれるだろう。

　だけど、噓うそをついたことを見み抜ぬかれてしまうことも間ま違ちがいない。

「うん、まあ……」

「駅でいじめられてたとか、そんなんじゃないだろうな…？」

「何云ってんの。みんな、いい人たちだったよ。よく面倒も見てくれたし、明日送別会までしてくれるんだよ。こんな近い場所に行くだけだっていうのに」

「じゃあ、何があったんだ」

「……失しつ恋れん、したんだ。だから、ちょっとめげてるだけ」

「……そうか」

　兄はそれ以上追つい及きゆうをすることなく、かといって下手な慰なぐさめを口にすることもなく、黙だまって三つ目のおにぎりに手を出した。

　自分以外の前で言葉にしたことによって、ほんの少しだけ気が楽になったような気がする。

「あのさ……落ち着いたら、愚ぐ痴ち聞いてくれる？」

「食事当番三回ぶんで聞いてやるよ」

「三回は多いって！　一回でいいじゃん！」

「どうせ、全部カレーだろ？　文句云うな」

「う……じゃあ、二回で……」

　多分、慰めの代わりに軽口を叩たたいてくれてるんだと思う。

　この人が家族で本当によかった───。

　僕は手にしたおにぎりにかぶりつきながら、そう思うのだった。










　新しい場所での生活にはすぐに慣れた。

　家事はいままでもそれなりにこなしていたから苦ではないし、兄のお陰かげか、大家さんにもよくしてもらっていて淋さびしくもない。

　仕事のほうも、それなりに順調だ。職場が変わっても勤務内容に変化があるわけじゃないし、駅長以下、職員はみんないい人たちばかりだった。

　備品の場所や人の溜たまりやすい場所など把は握あくできていないことはまだあるけれど、急行の止まらない駅のため、朝晩のラッシュ時が幾いく分ぶん楽なことはありがたかった。

「そろそろ交替の時間かな？」

　いつものように通勤、通学の混雑をさばき、一息入れる。だけど手て袋ぶくろを捲めくり、腕うで時ど計けいを確かく認にんしていた僕は、見知った姿がホームにあることに気がついた。

　あれ？　あそこにいるのって平井さん、だよな……？

　会社は都心にあると云いっていたはずだが、こんな朝早くに何故なぜここにいるんだろう。足取りも怪あやしく、俯うつむき気味だ。

　具合でも悪いのだろうかと思いながら見ていると、彼のほうも僕に気がついたようだった。

　ポケットに手を突つっ込んだまま、僕のほうへまっすぐ歩いてくる。

「おはようございます。どうしたんですか、今日は？」

「…………」

「平井さん？」

　いつものように挨拶をしたけれど、返事はなかった。丸まった背中が小さく震ふるえているのを見ると、やはり体調が悪いのかもしれない。

「気分でも悪いんですか？　少し、事務室で休んでいかれますか？」

　ところが俯いた顔を覗のぞき込もうとした途と端たん、平井さんはわけのわからないことをぼそぼそと喋しやべり出したのだ。

「私というものがありながら、何人もの男をたらし込んで……」

「は……？」

「何も知らないような顔をして、とんだ尻しり軽がるだったんだな。男なら誰でもいいってことか…？あんなやつらの相手をさせるくらいなら、早く私だけのものにしておくんだった……」

「あの……いったい、何を云ってるんですか？」

「惚とぼけるな！　あのすかした男に抱だかれてるんだろう!?　それどころか、引っ越こし先にまで違ちがう男を連れ込んでるくせに!!」

　突とつ然ぜん、声を荒あららげたかと思うと、平井さんは手を入れていたポケットから折りたたみ式のナイフを取り出した。刃はを外に出し、僕のほうへと向けてくる。

「ひ、平井さん!?」

　何かの冗じよう談だんだと思いたかったけれど、平井さんの目は少しも笑っていなかった。

　……そういえば、この人の目はいつもこうだ。優やさしげな笑顔を浮うかべているときも、瞳ひとみには温度がない。

　すかした男と云うのは、岩元さんのことだろうか？　だけど、引っ越し先に連れ込んだと云う男には心当たりがない。あの部屋に来たことがあるのは、兄だけだ。

　もしも、兄のことを云っているとするなら、引っ越しの日に近くで見ていたことになる。

　そう考えながら、僕ははっとした。

　兄が家の近くで見かけていたサラリーマン風の男とは、平井さんのことだったのではないだろうか？

　スーツを着て、眼鏡をかけた気弱そうな人物。いま、目の前に立っている男にぴたりと当てはまる。

　当てはまる符ふ合ごうに、僕の体からすぅっと血の気が引いていった。

　だけど、まさかそんな……。

　僕は否定してくれればいいと願いながら、問いかける。

「……もしかして、公園で僕を襲おそったのって……」

「ああ、覚えててくれたんだね。一人で淋しそうにしていたから、慰めてあげようと思ったんだ。それなのに、邪じや魔まが入って残念だったな」

「じゃあ、電車の中も……？」

「スリルがあっただろう？　君も楽しんでくれてたみたいでよかったよ」

「…………」

　どう考えても普ふ通つうじゃない。

　浮かべられた薄うすら笑いが気持ち悪く、全身にざわりと鳥とり肌はだが立った。この様子では、まともに話をしようとしても通じないだろう。

　自分を狙ねらっている人物が知っている人だったことに、僕はショックを受けていた。

「いつ、ウチに招待しようかと思ってたんだよ。今度こそ邪魔が入らないようにしないとね。普ふ段だん着ぎも悪くないが、君はその制服を着ている姿が一番いい。───さあ、一いつ緒しよに行こう」

　ナイフを持っていないほうの手を差し出されるが、その手を取ったら大変なことになることくらい、僕にだってわかる。

「何を躊躇ためらっているんだ？　遠えん慮りよはいらないよ」

「ま…まだ、仕事がありますので……」

　彼の横をすり抜ぬける隙すきができないだろうかと、当たり障さわりのない返事をする。事務室にさえ駆かけ込んでしまえば、警察に通報することだってできる。

「口答えするな！　お前は私の云うことを聞いていればいいんだ！」

「わっ！」

　思った通りの返答でなかったことが不満だったらしく、平井さんは口調を荒らげ、手にしたナイフを振りかざしてきた。いまのは刃は先さきが届く距きよ離りではなかったけれど、次はわからない。

「すまない。君を怖こわがらせるつもりはなかったんだ。素す直なおに云うことを聞いてくれれば、乱暴なことをしないですむ。ほら、おいで」

「……っ」

　じりじりと後あと退ずさるけれど、すぐに間合いを詰つめられる。気がつくと、ホームの端はしのほうまで来てしまっていた。

　せめて、向かいのホームにいる同どう僚りように気づいてもらえないかと視線を送ったが、清せい掃そうに夢中になっているようで、こちらには背を向けたままだった。

　大声を上げれば聞こえるだろうが、そんなことをすれば平井さんを刺し激げきしてしまうことにもなりかねない。

　───逃にげられるだろうか？　いや、逃げるよりも捕つかまえてやりたい。

　次の電車が到とう着ちやくして、お客様が降りてくる前に何とかしなければ。

　一か八ばちかだけれど、隙をつけば押さえつけられるかも……。せめて、ナイフが違う方向を向いてくれれば、飛びかかれるのに。

「逃げようとしたって無む駄だだよ。もう後ろはないんだ」

「……何故なぜ、こんなことをするんですか？　あなたのしていることは犯罪ですよ？」

　説得は通用しないだろう。だったら、逆上させてしまったほうが隙が生まれるかもしれない。そう思った僕は賭かけに出た。

「犯罪？　何を云っているんだ、敦貴。私を誘ゆう惑わくしてきたのは君のほうだろう？　君のその目が誘さそってきたんじゃないか」

「なっ……僕はそんなことしていません！　都合よく解かい釈しやくするのはやめて下さい！」

「恥はずかしがらなくてもいいんだよ。君のことなら、私が一番よくわかっている」

「どこかおかしいんじゃないんですか？　僕はあなたのことをお客様の一人としか思っていません」

　いったい、僕がいつ誘惑なんかしたって云うんだ。食事の誘いも断ったし、言葉を交かわすのももっぱら駅構内でのことだった。

「そんなの噓うそだ。仕事中だって、私のほうばかり見ていたじゃないか。その証しよう拠こによく目が合っていただろう？」

　子供のような理屈を振りかざされ、ため息が出る。

「目が合うのはあなたが僕のほうを見ていたからでしょう。自意識過か剰じようもほどほどにしていただけませんか？」

「だ…誰だれが……自意識過剰だって……？」

「僕の前にはあなたしかいないじゃないですか」

「黙だまれぇええ!!」

　平井さんは再び、ナイフを掲かかげて襲いかかってきた。振り回すような腕うでの動きは、先が読めず恐おそろしい。彼の横をすり抜けるようにして刃先からギリギリで逃のがれたけれど、被かぶっていた制せい帽ぼうの鍔つばが切れ、ホームに落ちてしまう。

　立ち位置が逆になったことは幸いだったが、かえって間合いは狭せばまってしまった。背後に階段があることはわかっているが、まだ慣れない駅ではそこまでの距離感が摑めない。

　飛びつく隙がない以上、逃げるほかない。だけど、この状じよう況きようで刃先に背中を向けるのは恐ろしかった。

「逃がさないよ……」

　口元に浮かべられた笑えみに背筋が震える。少しずつ後退はしていっていたけれど、ついには背中が柱に当たり、どうすることもできなくなってしまった。

　どうしよう、もうダメかもしれない───。

「君は私だけのものだ……誰にも渡わたさない…っ」

「……っ!?」

　襲いかかってくる動きが、スローモーションのようにゆっくりと感じられる。だけど、恐きよう怖ふで竦すくんだ足は動いてはくれなかった。

「敦貴！」

　岩元さんの声が聞こえる。

　幻げん聴ちようが聞こえるってことは、僕はもう死ぬんだろうか？　こんなことで死ぬんなら、もう一度くらい岩元さんの顔を見ておきたかった。

　そう思った瞬しゆん間かん、目の前が何かに遮さえぎられた。それがダークグレーのジャケットを羽織った背中だと気づくと同時に、苦しげな呻うめき声が聞こえてくる。

「くっ……」

「岩元さん!?」

　この人が、どうしてこんなところに……？

　偶ぐう然ぜんにしてはできすぎている。ということは、僕はもう刺さされて意識を失い、幻聴どころか幻覚を見ているのだろうか。

　だけど、平井さんのヒステリックな声に、それが現実なのだと思い知らされた。

「またお前か……いつもいつも私の邪魔をして……っ！　迷めい惑わくなんだよ!!」

「それはこっちの台詞せりふだ！」

「ふざけるなぁ…っ！　うあっ!?　い…っ、離はなせ、離せって云いってるだろう！」

　短い遣やり取りのあと、カランと音を立ててナイフがホームへと落ちた。

　視界が遮られているせいで何が起こったのかはっきりとはわからなかったけれど、岩元さんが優位な状況なことは何となくわかる。

　僕を庇かばった背中は落ちたナイフを蹴けって遠くへやり、拳こぶしを平井さんの腹部に叩たたき込む。

「ぐふ……っ」

　そして、その場に膝ひざをつき、げほごほと噎むせる平井さんを岩元さんが押さえつけ、自らのネクタイを引き抜き、後ろ手に縛しばり上げた。

「敦貴、もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　向けられた笑顔に一瞬ほっとしかけたけれど、岩元さんの脇わき腹ばらに滲にじむ赤黒いものを見て、僕は息を吞のんだ。

「岩元さん……血が……」

「ああ、さっき少し掠かすった」

「少しなわけないでしょう！」

　僕はポケットを探さぐってハンカチを取り出すと、岩元さんのところへ駆け寄った。そして、血の滲むジャケットを捲めくり、真っ赤になったシャツの上から傷口を押さえた。

「どうしよう、こんなに血が……」

「大丈夫だ。出血は多く見えるが、そんなに傷は深くない」

「でも」

　泣きそうになっていると、隣となりのホームで監かん視しをしていた同僚がようやくやってきた。

「おい！　山科、大丈夫か!?」

「あっ、青あお木きさん…！」

「向こうから刃は物ものを持っている男が見えたが───その男がそうなのか!?」

「そ、そうです。あ、あの…っ、それで、岩元さんが僕を庇って刺されて……は、早く救急車呼んで下さい!!」

　騒さわぎを聞きつけて次々と集まってきた職員に縛り上げられている平井さんを任せ、岩元さんを近くのベンチに連れて行く。

　平然とした顔をしているけれど、こんなに血が出ていて痛くないはずがない。

「いま、救急箱持ってきますっ」

「そんなものはいい。それより、ここにいてくれ」

「でも、ちゃんと止血しないと」

　ハンカチやそれを押さえている手て袋ぶくろにじわじわと血が染しみてきている。なかなか止まらない出血に、僕のほうが焦あせりを感じてしまう。　>>>♥

「大丈夫だよ。ポケットに定期入れが入っていたお陰かげで、刺さる位置がずれて助かったみたいだ。定期入れのほうはどうかわからないがな」

　そう云って取り出された本ほん革がわの定期入れは無惨なことになっており、中に入っている定期券も切り裂さかれてしまっていた。

「再発行してもらえるかな」

「そんなこと云ってる場合じゃないでしょう！　僕なんかを庇うから……っ」

「泣かないでくれ。ようやく、君の顔を見ることができたっていうのに」

「何云って……」

　岩元さんは脇腹を押さえている手とは逆の手で、僕の頰ほおを優やさしく撫なでた。痛みなど感じさせない笑顔がむしろいまは痛々しい。

「救急車が来るんだろう？　心配しなくていい。それより、君はどこも怪け我がしてないな？」

「はい、岩元さんのお陰でどこも。……でも、どうして、この駅にいたんですか？」

　平井さんが立っていたときも驚おどろいたが、岩元さんまで現れるなんて思いもしなかった。

「いたんじゃない。あの男を追いかけてきたんだよ」

「え？　どういう意味ですか？」

「電車に乗ったとき、あの男が本条駅の反対のホームに立っていたのが見えたんだ。嫌いやな予感がしたから乗っていた電車が発車する寸前に降りて、追いかけたんだ。同じのには乗れなかったから、次の電車で追ってきたんだがどうにか間に合ってよかったよ」

「それじゃあ、岩元さんはあの人のことを……」

「ああ、ずっとあいつが怪あやしいと睨にらんでいたんだが、証拠がなかったから君には云い出せなくてね。だけど、こんな危ない目に遭あわせることになるなら、あらかじめ伝えておくんだったよ。本当に俺はダメだな」

「そんなことありませんっ！　岩元さんがいてくれたから、僕は助かったんです。僕のほうこそ、ご迷惑ばかりかけて……」

「バカだな、好きな子を守りたいと思うのは当たり前のことだろう？」

「岩元さん……」

　一方的に拒きよ絶ぜつして何も云わずに姿を消したのに、まだそんなふうに云ってくれるなんて。

　僕は浮うかんできた涙なみだを手袋の甲こうで拭ぬぐった。

「山科！　警察と救急車が来たぞ」

「あっ、はい！　すみません！　怪我人はこっちです」

　僕は階段を上ってきた救急隊員を大声で呼び寄せ、歩いていくと云い張る岩元さんを無理矢理担たん架かに乗せたのだった。










「本当に大したことがなくてよかったです」

　病院での診しん断だんは全治一ヶ月とのことだった。数針縫ぬうことになったけれど傷はさほど深くなく、派手に見えた出血も心配するほどではなかったらしい。

「だから云っただろう？」

「でも、しばらく安静にしていて下さいね。化か膿のうして熱が出ることがあるかもしれないってお医者様が云ってたじゃないですか」

　治ち療りようがすんだ岩元さんにつき添そい、家までタクシーで送ってきたのは夕焼けに空が染まった頃ころだった。

　病院で警察の事情聴ちよう取しゆを受けたが、また改めて話をしに行かねばならないらしい。これから面めん倒どうなことが増えるだろうと思うけれど、とにかく岩元さんの怪我が命に関かかわるものでなくて本当によかった。

「じゃあ、僕は帰りますね」

「お茶くらい飲んでいかないか？　君も疲つかれただろう」

「でも……」

「君と話がしたいんだ。この間のことも謝りたい。立ち話も何だし、上がっていってくれ」

　岩元さんはそう云うと、すたすたと部屋の奥へ行ってしまった。黙だまって帰るわけにもいかず、僕は小さな声でお邪じや魔ましますと告げ、おずおずと岩元さんを追いかけた。

　あの日以来初めて踏ふみ入れる部屋に緊きん張ちようしてしまう。お茶は飲まずに、話をしたらすぐに帰ろう。長居をしたら、余計なことまで云ってしまいそうだ。

「何がいい？　といっても、コーヒーか日本茶しかないが」

「あっ、僕がやります！　岩元さんは座っていて下さい!!」

　キッチンから声をかけられ、慌あわてて駆かけ寄った僕は岩元さんの手からやかんを奪うばい取った。怪我人に給きゆう仕じをさせるわけにはいかない。

「それじゃあ頼たのんでいいかな」

　引き受けてしまってから、はっとする。長居をしないようにと思っていたのに、結局お茶を飲むことになってしまった。

　自らの間ま抜ぬけさ加減にため息をつきながらやかんを火にかけ、日本茶を淹いれる。湯飲みを二つソファのところまで運んでいくと、岩元さんは前置きもなく問いかけてきた。

「君にろくでもないことを吹ふき込んだのは拓巳だろう？」

「……っ」

　あまりに唐とう突とつだったため、受け流す余よ裕ゆうもなかった。息を吞んだまま返答もできず、僕はその場に固まってしまう。

　どう取り繕つくろうべきかと考え込んでいたのに、先手を打たれてしまった。

「隠かくす必要はない。洗いざらい吐はかせたからな」

「は、吐かせたって……」

　座るよう促うながされ、ようやく腰こしを下ろす。岩元さんは居住まいを正して座る僕を見て、目を細めた。

「敦貴と連れん絡らくが取れないと零こぼしたら、やけに機き嫌げんがよくなってね。怪しかったから、問い詰つめたんだ。こういうとき、幼おさな馴な染じみだと取引に使う材料にこと欠かなくていい」

「な…何を聞いたんですか……？」

「俺に婚こん約やく者がいると噓うそをついたことと、身を引かなければ仕事ができないようにすると脅おどしたこと。その上、君にずいぶんと失礼なことを云いったんだろう？　嫌な思いをさせてすまなかった」

「いえっ、あの、僕は───」

「この間の君の態度がおかしかったのは、あいつに会ったあとだったからだろう？　俺は結婚もしないし、婚約者もいない。これから先だってするつもりはさらさらない」

「────」

　岩元さんが噓を云っているようには、どうしても見えない。だけど、僕にはずっと引っかかっていることがあった。

　僕は確かに目にしたのだ、岩元さんの指にはまっていた指輪を。近くで見たわけではないから、どんな形のものだったかはわからない。だけど、その指が左手の薬指だったことは間ま違ちがいないはずだ。

　それを云うべきかどうか迷ったけれど、真実を知るチャンスはこれきりしかないかもしれない。僕は唾つばを飲み込んで喉のどを湿しめらせ、思いきって疑問を口にした。

「……あの指輪は何だったんですか？」

「指輪？」

「三條さんと一いつ緒しよに帰ってきた日に、左手の薬指にはめていたでしょう…？」

　これは賭かけだった。少しでも動どう揺ようする素そ振ぶりを見せたら、このまま帰ればいい。そうじゃなかったら───。

「ああ、あれを見たのか。あれはただの厄やくよけだ。新しい取引先に男おとこ癖ぐせが悪いと噂うわさの女社長がいてね。粉をかけられる前に予防しておいただけで、深い意味は何もない」

「本当ですか？」

　まっすぐ見つめた瞳ひとみは少しも揺ゆらいではいなかった。逆に強い眼まな差ざしで見つめ返され、ドギマギしてしまう。

「君を不安がらせるとわかっていたら、あんなものはつけなかったよ。いまは洗面台に置きっぱなしになっているが、敦貴が気になるというのならすぐに捨てる」

「え、そんな、別に捨てなくても……」

「信じてくれるのか？」

「……岩元さんを疑いたいわけじゃありません」

　責めるつもりはなかったのだが、詰きつ問もんしているように取られただろうか？

　気まずさに俯うつむきかけると、岩元さんは口元を綻ほころばせながら告げてきた。

「君のそういうまっすぐなところが好きだよ」

「すっ……」

　どうして、そんな言葉を躊躇ためらいもなく云えるのだろうか？　やっぱり、経験値の差がものをいうのかもしれない。

　じわじわと熱くなる頰ほおを手の甲で擦こすり、赤くなっているのをごまかそうとしていた僕は、続けられた言葉に目を瞠みはった。

「もう一度、云わせてもらってもいいか？」

「え？」

「君が好きだ。俺とつき合って欲しい」

　ここで、はいと云えたらどんなにいいだろう。臆おく病びような僕は喜びよりも不安が先に立つ。

「……僕にあなたを好きになる資格があるんでしょうか」

「人を好きになるのに、資格なんて必要ない」

「でも、僕はあなたに幸せになってもらいたいんです。僕がいたら、その妨さまたげになりませんか？　男同士じゃ結婚することもできないし、子供を作ることだってできないんですよ？」

　立場の違ちがいも歳としの差も、努力で埋うめることができるかもしれない。だけど、僕は男で、岩元さんも男なのだ。いまはよくても、将来はどうなってしまうのか……。

「敦貴に会えなくなって、世界はまた灰色になってしまった。敦貴の笑え顔がおだけが俺の世界に色をつけてくれるんだ。君なしで、どうやって幸せになれというんだ？」

「岩元さん……」

「男同士では結婚できないかもしれないが、愛のない結婚をして義務として子供を作るほうが、よっぽど不幸だと思わないか？」

「あ……」

　岩元さんの言葉に、自分の母のことを思い出した。母は浮うわ気きをして出ていった父の代わりに家を支え、僕たちを育ててくれた。好きで結婚したって、上手うまくいかないことがあるのだから、愛情のない結婚がどういうことになるのか想像はつく。

「俺の実家はしきたりにガチガチに固められた旧家でね。Ｍグループと云えばわかるだろう？そこのお偉えらいさんが俺の祖父なんだよ」

「…………」

　話が大きすぎて、言葉も出ない。

　Ｍグループに所属している数社は僕の勤めている丸川電鉄の大株主だ。

　洗練された立ち居振ふる舞まいなどから育ちはいいだろうと思っていたけれど、岩元さんがそんなにすごい家の生まれだったなんて。

「好き勝手している俺をいい加減縛しばりつけたいらしくて、拓巳を使って画策しているのは知っていたんだが、そのうち諦あきらめるだろうと思って放っていたんだ。まさか、直接君に会いに行くとは思いもしなかった」

「僕も、ビックリしました」

「だろうな。まあ、俺も恋れん愛あいごとにのめり込むほうではなかったし、仕事以外に楽しいと思えることがなかったから、てきとうな相手と結婚してもいいかと思っていた時期もあったんだ。だが、君に出で逢あってそんな考えは消え去ったよ」

「僕に？」

　いきなり、話を振ふられて面食らう。僕がどんな影えい響きようを与あたえたというのだろう。

「朝は元々苦手なんだ。ずっと、拓巳に迎むかえに来させていたんだが、車が事故に巻き込まれて迎えに来られない日があってね。その日は仕方なく、電車で行くことになったんだ。正直、満員電車なんて乗ったことなかったから、うんざりしてたよ」

　確かに、電車に乗り慣れていない人にあの混雑はキツいだろう。僕だって、平井に押し込まれてしまったときに初めてピークの満員電車を実際に味わったけれど、あれに毎日乗るのはかなりの負担だろうと思う。

「眠ねむいし、人は多いしで正直不機嫌だったと思う。慣れない人込みでぶつかった駅員にも口先だけで謝っただけだったしな。だけど、その駅員は心からの笑顔で『おはようございます。いってらっしゃい』って云ってくれたんだ」

「それって……」

「ああ、それが君だったんだ。早朝からの仕事で眠いだろうに一いつ生しよう懸けん命めい働いている君の姿を見て、反省したよ。思えば、あのとき君に一ひと目め惚ぼれをしたんだろうな。そうじゃなきゃ、迎えを断って毎日あの満員電車に乗ろうなんて思わなかったと思う」

「え、じゃあ、車が苦手って……」

「まさか、君に会うためだけに乗ってるなんてことを云うわけにはいかないだろう」

　岩元さんは、これじゃまるでストーカーだと自じ嘲ちよう気味に笑う。だけど、僕は一緒になって笑うことはできなかった。

「───僕もずっとあなたのことが気になってました」

　きっかけは忘れてしまったけれど、自覚する前からずっと視線を奪うばわれていた。岩元さんのことばかり見ていることに気づいたのは、初めて挨あい拶さつを返してもらったときだ。

　たった一言交かわしただけで舞い上がるように嬉うれしくなって、どうしてこんなにも嬉しくなるのかと首を傾かしげたけれど、きっと僕も一目惚れのようなものだったんだろう。

「痴ち漢かんを捕つかまえるのに協力してもらったとき、本当に嬉しくて。あ、でも、その前からずっと気になってはいたんですけど。酔よっぱらいから助けてもらったときは、図ずう々ずうしいけどチャンスだと思ったんです」

「あの日、君から誘さそってもらってビックリしたよ。気持ちを見み透すかされてるのかと思って動揺した」

「でも、そんな顔してなかったじゃないですか」

　少し驚おどろいた顔をしていた気はするけれど、あくまで鷹おう揚ような落ち着いた態度に僕はますます心を奪われたのだ。

「男だから見み栄えも張るさ。年上だし、格好つけてたんだよ」

「そんなことしなくても、岩元さんはカッコいいです」

「まったく、君って子は……。俺をそんなに煽おだててどうするつもりだ？」

「煽ててなんか……っ」

「本気で云いっているなら、なお質たちが悪い。こんなにつけ上がらせておいて、襲おそわれても文句は云えないぞ」

「なっ…何云ってるんですか！」

「文句を云うつもりがないなら、こっちに来てくれ。君をこの腕うでで抱だきしめたい」

「……っ」

「おいで、敦貴」

　僕は返事をする代わりにゆっくりと立ち上がり、遠えん慮りよがちに岩元さんの前に立つ。気き恥はずかしさに目を合わせられずにいると、岩元さんは小さくくすりと笑った。

　このあとどうすればいいのだろうかとドキドキしていると、幾いく分ぶん強く手を引かれ、バランスを崩くずした僕は岩元さんの片方の膝ひざに座るような体勢になった。

「あ、あのっ、怪け我がが……っ」

「このくらい大だい丈じよう夫ぶだ」

　そう云って腰こしに手を回し、僕の体を抱き寄せてくる。包み込んでくるような体温に、僕の体温もじんわりと熱くなっていく。

「もう、黙だまっていなくなるのはやめてくれ。さすがに血の気が引いた」

「……ごめんなさい」

　両腕で強く抱きしめられ、胸元に顔を埋められる。そんな岩元さんの様子に胸を締しめつけられた。

「できることなら、この腕の中に閉じ込めておきたいよ」

「岩元さん……」

　背中に回された手が背筋を辿たどる。見上げられ、視線が絡からんだかと思うと首の後ろをそっと引き寄せられ、唇くちびるを塞ふさがれた。

「ん…」

　下唇を甘く吸われ、小さく喘あえいだ唇の隙すき間まからそっと舌先を差し入れられる。ぴくりと震ふるえ、逃にげた僕の舌を追いかけて、岩元さんは口づけを深くしてきた。

　絡め取られ、ざらりと擦すれてぞくぞくと痺しびれる舌先に、僕はぎゅっと眉まゆ根ねを寄せた。シャツ越ごしの背中に感じる指の動きにさえ、じんわりと熱くなっていく腰の奥に焦あせりを感じる。

　どんどん覚おぼ束つかなくなっていく自分の体が怖こわくて、岩元さんの頭を搔かき抱いだいた。

「んん、ン…っ」

　岩元さんは濃のう厚こうに舌を絡め、吸い上げてくる。ジンと痺れた舌先を甘嚙みされると、僕の体はどうしようもなく震えた。

「んっ！」

　キスに夢中になっていた僕は、不意に触ふれた指の感かん触しよくにびくりとなった。いつの間にかウエストからシャツを引き抜ぬかれていたらしく、岩元さんの手が素す肌はだに触れてきたのだ。

「んん、んぁ…っ、待っ……」

「嫌いやか？」

　岩元さんは問いかけながら、僕の制服のネクタイをしゅるりと解く。そこで初めて、まだ自分が制服を身に着けたままだったことに気がついた。

「あの……そうじゃなくて、このままじゃ……」

　キスだけで火ほ照てっていく体の昂こう揚ようを抑おさえられそうにない。早く離はなれなければと岩元さんの体を押し返すけれど、逆に抱き寄せられてしまう。

「何の問題がある？」

「だ、だって、怪我が───」

　キスや軽い接触だけならまだしも、その先の行こう為いとなると体に負担がかかるのではないだろうか？

　個人的にはやぶさかではないけれど、岩元さんの体のことを考えると我が慢まんしたほうがいいような気がする。

「君も相当の心しん配ぱい性しようだな。ここでお預けをされたら、そっちのほうがキツい。君だって、もうこんなじゃないか」

「あっ、さ…触さわらないで下さい……っ。我慢してるんですから！」

　反応しかけた股こ間かんに触れられ、感じてしまう。人が必死に我慢してるのに、下手に煽あおらないで欲しい。

「我慢なんかしなくていいだろう。そんなに心配なら協力してくれ」

「協力したら、平気なんですか……？」

「そうだな」

　岩元さんは人の好いい笑顔を浮うかべながら、僕のシャツのボタンを外し、足のつけ根の際どい部分をくすぐってくる。

　怪我のことを考えれば、心を鬼おににして拒こばまなくてはならないのだろうが、一いつ旦たん火をつけられてしまった体は、甘い誘ゆう惑わくに勝てなかった。










　僕は云われるがまま、岩元さんの指示に従った。寝しん室しつに置いてあった紙かみ袋ぶくろを取りに行き、自ら服を脱ぬいだ。

　シャツ一枚という格好で岩元さんの膝を跨またがされ、緩ゆるめたフロント部分から取り出した屹きつ立りつを自分のそれと一いつ緒しよに手で擦こする。

「や……も、これ、恥はずかし……」

「もう少し我慢できるだろう？　ほら、ちゃんと手を動かして」

「んっ……んん、んぁ……っ」

　自分の手の中に岩元さんのものがあると思うだけでおかしくなりそうなのに、敏びん感かんな器官を触れ合わせ、自らの手で高めるという行為に云いようのない羞しゆう恥ちと昂揚に襲われる。

　僕の手の中にある二つの昂たかぶりは、すでに硬かたく張り詰つめていた。とくに岩元さんのそれは凶きよう暴ぼうなほどに猛たけっている。

　これが自分の中に入ったことがあるのだと頭でわかっていても、俄にわかには信じられない。

　それを想像するだけでもすぐにイッてしまいそうだったけれど、同時に後ろを指で弄いじられ、頭の中が煮にえたぎった。

「…っあ、く……指、動かさないで……っ」

「動かさないとここが解ほぐせない。まだこんなに狭せまい」

「あっ、あっ、あ！」

　ようやく指を二本吞み込むようになったそこをぐるりと大きく搔き回され、高い声が上がる。粘ねん膜まくは指を締めつけるばかりで、抜き差しをするのもやっとだ。

　ぬるぬるになるほど塗ぬりつけられたのは、さっき僕が持ってきた紙袋に入っていたローションだ。岩元さんは、それを僕に告白した日に浮かれて買いに行ったと云っていた。

　恥はずかしさに頰ほおが染まったけれど、そのときには文句を云う気力はもうなかった。

「んん……っ、はっ……あ、あ……っ」

　体の中を解されているうちに呼吸は徐じよ々じよに浅くなり、快感に蕩とろける体からは力が抜けていく。

　辿々しく動かしていた手の動きも緩かん慢まんになっていき、とうとう僕はくたりと体を岩元さんに寄りかからせた。

「ギブアップにはまだ早いんじゃないか？　協力してくれるって云っただろう」

「云った…けど……っ、あ、んん……っ」

　岩元さんはくすくすと笑いながら、僕の中に押し込んだ指を淫みだらに動かしてくる。体内で蠢うごめく指は確実に快感を引き出してきた。

　途と中ちゆうで足されたローションで濡ぬれそぼったそこは小刻みに震え、入り込んだ異物に絡みつく。

「次は自分で入れてみせて」

「……っ」

　ハードルの高くなった指示に息を吞のむ。だけど、岩元さんは冗じよう談だんを云いっているわけではなさそうだった。後ろを搔き回していた指をずるりと引き抜き、視線で促うながしてくる。

　協力すると云った以上、できないとは云いたくなかったし、何より自分の体が岩元さんを欲していた。

「どう…すればいいんですか…？」

「腰こしを上げて、俺のを欲しいところに当てるんだ」

「ん……っ、こう……？」

　経験の浅い僕は岩元さんの云うようにするしかない。泣きたくなるくらいの羞恥を堪こらえて腰を持ち上げ、そそり立った欲望を足の間に宛あてがった。

　熱いものが触れた途と端たん、ぞくりと腰がわなないた。過去に二度貫つらぬかれた記き憶おくに、そのときの感覚が蘇よみがえったのだ。

「手で支えて……そう、そのまま腰を落とすんだ」

「ン、く……っ、う……」

　生々しい熱さに胸が震える。ドクドクと力強く脈打つ昂ぶりは、狭い入り口にめり込むようにして入ってきた。　>>>♥

　引き攣つるような痛みが少しだけあったけれど、先せん端たんを吞み込んでしまえばあとは抵てい抗こうなく沈しずんでいく。

　歯を食い縛しばりながらゆっくりと貫かれていく感覚に耐たえていると、腰を支えてくれていたはずの岩元さんが、剝むき出しの足をいやらしい手つきで撫なでさすってきた。

「あ……や、ダメ……ぁんっ、あぁあっ」

　丸く撫でられた尻しりをぎゅっと摑つかまれた瞬しゆん間かん、力が抜け、腰が落ちてしまった。一気に奥まで吞み込んでしまった質量に目が眩くらむ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……だいじょぶ…じゃ、ありません……」

　荒あらい息を吐はきながら涙なみだ目めで睨にらむと、岩元さんは優やさしいキスをしてくる。

「悪かった。だけど、全部入っただろう？」

「ん」

　キスを繰くり返されているうちに拗すねていた気分もどこかに飛んでいってしまう。きっと、これが惚ほれた弱みなのだろう。

「君の中は熱いな」

「岩元さんも熱い……」

　目を瞑つぶると、吞み込んだ昂ぶりの形がリアルにわかる。実物を見ていたときには本当に入るのだろうかという気持ちがあったけれど、こうして受け入れられるのだからすごい。

　やがて、深く繫つながり合ったそこが馴な染じんでくると、さらなる刺し激げきが欲しくなる。そんな僕を見み透すかしたのか、岩元さんは自分で動くよう云ってきた。

「敦貴の好きに動けばいい。どこが気持ちいいのか、俺に教えてくれ」

　好きにと云われても困ってしまう。僕は躊躇ためらったあげく、岩元さんの肩かたに摑まっておずおずと体を揺ゆすり始めた。

「ん……あ、ああ……っ」

　中が擦すれるように腰を回す。だけど、岩元さんの脇わき腹ばらにある傷口に当たらないよう、慎しん重ちように動くものだから、求めている刺激には足りなくてもどかしい。

　本当はもっと、荒あら々あらしく突つき上げられたい。

「どうした？　そんなんじゃ足りないだろう」

「ん、あっ……だって、怪け我がが……っ」

　激しく動くと足が当たってしまいそうで怖こわいのだ。せっかく治ち療りようした傷を悪化させるわけにはいかない。

　岩元さんは僕の言葉に苦く笑しようした。

「やっぱり気になるか。───仕方がない」

「え？　うわっ、…っあ！」

　抱だき寄よせられたかと思うと、体を繫げられたままソファに背中を押しつけられた。のしかかるような体勢で腰を強く押し込まれ、そしてすぐに引き抜ぬかれる。

「やっ……何で…!?」

　困こん惑わくする僕の体を裏返し、腰を摑んで引き上げてくる。状じよう況きようを把は握あくする間もなく、後ろから貫かれた。

「んー…っ」

「この体勢なら、傷は気にならないだろう？」

「ぁあ……っ、あっあっ、あ…っ」　>>>♥

　岩元さんは僕の返事を待たず、腰を遣つかってきた。打ちつけるように体の奥を穿うがち、内ない壁へきが抉えぐられる。激しい突き上げのたびに、いやらしい音が耳をついた。

　深い抜き差しは僕をおかしくしていく。律動に合わせて上がる嬌きよう声せいは、自分のものだとは思えないほど甘ったるかった。

「はっ…あ、あ……っ、岩元、さん……っ」

　喘あえぎ声に濡れたものが混じる。感じすぎたせいか、込み上げてくる感情をセーブできない。

　繫がり合った体は、ガクガクと突き上げられているうちに境界がわからなくなっていく。熱で溶とかされ混じり合い、本当の意味で一つになってしまいそうだ。

「ぁあ…っ、もぅ……や、溶けちゃ……っ」

「イキたい？」

「……たいっ、も、イカせて……っ」

　夢中で答えると、岩元さんは激しく揺さぶってくる。何度かのキツい突き上げのあと、角度を変えて穿たれた。

「あっ、あっ、ぁあ……!!」

　視界が突とつ然ぜん真っ白になる。一いつ瞬しゆん、意識が飛んでいたらしく、頭の中が落ち着いてきた頃ころには、張り詰つめていた自身が絶頂の余よ韻いんにひくひくと震ふるえていた。

　岩元さんは体を離はなして、僕をソファに横たえてくれる。まだどこかふわふわとした感覚が抜けない僕の額に汗あせで張りついた前まえ髪がみをそっと指で払はらってくれた。

　心地ここちよさに意識を飛ばしかけていた僕は、視界の端はしに映った白い包帯にはっとなった。

「あの、大丈夫ですか…？」

　無む我が夢む中ちゆうだったせいで忘れかけていたけれど、岩元さんは怪我をしていたのだ。いまの行こう為いで傷口が広がったりしていないだろうか？

　不安になって見上げて訊たずねると、岩元さんは小さく苦笑した。

「それは俺の台詞せりふだと思うんだが。怪我のことなら、心配はいらない。君のほうこそどうなんだ？　体は辛つらくないか？」

　逆に気遣われてしまった僕は、まだ力が入らきらない首を緩ゆるく横に振ふる。

「僕は平気です。……あ、あと、その……」

「ん？」

「岩元さんは…気持ち、よかったですか……？」

　躊躇いがちに問いかけると、岩元さんは一瞬面食らった顔をした。

「───本当に君には敵かなわないな」

「岩元さん……？」

　くしゃりと髪かみを搔かき混ぜられ、くすぐったさに目を細める。岩元さんは困ったような笑えみを浮うかべたまま、愛いとおしげな眼まな差ざしで僕を見つめていた。

　その視線にドギマギとしていると、思い出したように問いかけられる。

「俺から一ついいかな？」

「は、はい」

「俺のことを君がどう思っているのか、まだ聞いていない気がするんだが」

「えっ、そ、そうでしたっけ!?」

　よくよく思い出してみれば、余計なことはたくさん云った覚えがあるけれど、『好き』だとははっきり伝えていない。

　態度からバレバレな気もするけれど、こういうのはちゃんと言葉にしなければいけないことだ。自分の間ま抜ぬけぶりを改めて感じながら、岩元さんの様子を窺うかがう。

「……いま、云ったほうがいいんですか？」

「云いたくないのか？　さっきはあんな大だい胆たんなことを訊きいてきたくせに」

「……っ」

　云いたくないわけではないけれど、改まって訊かれるとかなり恥はずかしい。

　気がついたんだけど、岩元さんはたまにちょっと意地悪だ。ニコニコと笑いながら困らせてくるものだから、怒おこる気にはなれなかったりする。

　黙だまっていれば強面こわもてなのに、僕には笑顔ばかり向けてくる。そのことを知ったときは、しばらく赤面が直らなかったものだ。

　黙り込んだままの僕を岩元さんは、ひたすらにじっと見つめてくる。いたたまれなくなった僕は、岩元さんの体を強ごう引いんに引き寄せてその肩に顔を埋うめた。

「敦貴？」

「……あの、ええと…………好き、です」

　長い長い沈ちん黙もくのあと、蚊かの鳴くような声で告げると、数すう拍はく遅おくれて岩元さんが吹ふき出した。笑われて、恥ずかしさがさらに増す。

　泣きそうになりながら小さくなっていると、お返しのように首筋にキスを落とされた。

「俺も好きだよ」

　まだ熱を帯びたままの体は、唇くちびるの感かん触しよくと囁ささやきだけで甘く打ち震える。

　思わずぎゅっと抱きつく腕うでに力を込めると、それ以上の強さで抱きしめ返された。
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「ふう……」

　朝のラッシュが一段落し、なんとか一息をつく。

　本条駅の混雑に比べたら体力的には楽だけれど、お客様の安全に全神経を使わなければいけないことには変わりはない。いつこの間のような事件が起こるかもわからないし、気を引きしめて仕事をしないと、と僕は改めて思う。

　あとちょっとで交替の時間のはずだ。早朝からの勤務で疲つかれも溜たまっているけれど、最後まで気を抜かないようにしなければ。

　僕が腕うで時ど計けいに視線を落として時間を確かく認にんしようとすると、ぽんと肩に手を置かれた。

「お疲れ、交替の時間だぞ」

「あ、青木さん。まだ少し早いですよ」

「早いったってあと十分だろ？　ちょうどメシができたところだから、冷めないうちに食ってこい」

「本当ですか？　そういえば、お腹なかぺこぺこだ。お言葉に甘えて失礼します」

　僕はお礼を云いって、休きゆう憩けい室へと足を向けた。

　あの事件以来、青木さんはとくに僕に優やさしい。向かいのホームにいたのに気づくのが遅おくれたことを、気に病やんでくれているようなのだ。

　決して青木さんが悪いわけではないのだが、生き真ま面じ目めな彼は責任を感じているらしい。

「本当にこないだは大変だったよなぁ……」

　周りに誰だれもいないのをいいことに、階段を上りながら僕はしばらく前に自分の身に降りかかった災わざわいを思い返し、ため息をついた。

　平井の起こした事件も大変なことだったけれど、事後処理もまた面めん倒どうだった。

　あの後、警察での事情聴ちよう取しゆはもちろんのこと、社に呼ばれて偉えらい人たちの前で説明をさせられる羽目になったりと、僕はしばらくの間、目まぐるしい日々を送っていた。

　ようやくここ数日で落ち着きを取り戻もどしてきたけれど、もしかすると裁判やら何やらに呼び出されたりと、また面倒なことが始まるかもしれない。でも、それだって怪け我がをした岩元さんに比べたら、どうってことないことだ。

　加害者である当の平井は当然の如ごとく逮たい捕ほされ、いまは留置場にいる。平井には、警察や弁護士とのやりとり、それから現実問題を直視したうえで、自分のしでかしたことの大変さを少しでも自覚して欲しいと思う。下手すると、人が死んでいたかもしれないのだ。

「…………」

　ナイフを向けられたときの恐きよう怖ふも言葉にしがたいほどだったけれど、それより何より岩元さんの脇腹が赤く染まったときのほうが怖こわかった。

　自分のせいで最愛の人を失ってしまうかもしれないことの、恐怖……。

　思い出すと、いまでも背筋が寒くなる。

　幸い、命に関かかわるような怪我ではなかったけれど、位置が悪ければ臓器を傷つけていた可能性だってあったのだ。

　岩元さんの怪我は順調に回復に向かってはいるが、包帯を取り換かえるときに目にする傷口がいまも生々しい。それなのに、本人は名めい誉よの負傷だと笑って傷を気遣おうとしないものだから、見ているこっちがハラハラしてしまう。

　おまけに、安静にしていたほうがいいと云っているのに、僕に会うとすぐにイタズラをしかけてきたりするのだ。

　お医者様に激しい運動は避さけるようにと云われているはずだし、僕がきっちり抵てい抗こうすればすむことだとはわかっているんだけれど。傷口にも響ひびいたりしたらいけないと思うと、僕はろくな抵抗もできない。

　だから岩元さんはイタズラでくたりとなった僕を寝しん室しつまで抱だきかかえていき───その先は云うまでもない…。

「はぁ……」

　場所を変えれば大だい丈じよう夫ぶかもしれないと思って、一度だけ僕のアパートに招待したことがあるけれど、やっぱり同じような展開になってしまった。薄うすい部屋の壁かべを気にしながらの行為はいつも以上に大変で、あのときはさすがに後こう悔かいしたっけ……。

　流されてしまう僕も悪いんだと思うけど、岩元さんもずるいんだよな。

　ちょっと強く抵抗するとわざと痛がるふりをして、僕の隙すきをついてくるんだから質たちが悪い。

　やっぱり、そんなことをされても怒る気になれない僕が悪いんだろうか？

　けど、好きな人の体温を本気で拒こばめる人がこの世の中にいるのなら、その極ごく意いを教えてもらいたいものだ。耳元で甘く囁かれるだけで体の芯しんが溶とけていってしまうのは、努力でどうにかできるものじゃないと思う。

　おまけに岩元さんはすぐに恥ずかしげもなく、『好きだよ』とか『可愛かわいい』とか云ってくるのだ。

　普ふ段だんだってあの声で名前を呼ばれるだけでドキドキしてしまうのだから、睦むつ言ごとを告げられたら一溜まりもない。

「……っ」

　思わず声こわ音ねまで思い出してしまって、僕は思わず顔を赤くする。

　何を考えてるんだ、僕は！

　もうちょっとで上がり時間とは云え、いまは仕事中なんだぞ？

　制せい帽ぼうを被かぶり直し、気持ちを引きしめた僕は階段の上から降りてくる人物に目を瞠みはった。

「おはよう、敦貴」

「い、岩元さん!?」

「何を百面相しているんだ？」

「み、見てたんですか!?　っていうか、どうしてこんなところに……っ」

　岩元さんの最も寄より駅は本条駅だ。この市橋駅は通勤先とは逆方向のはずなのに、何故なぜこんなところにいるのだろう？

「敦貴に会いにきたに決まってるだろう。朝、君の顔を見ないと調子が出なくてね。ここまで三條に送らせた」

「え、で、でも、会社は……？」

「もちろん、これから行くよ。重役なんだから、たまには重役出勤とやらをしてみようと思ったんだ」

「そ…そうですか……」

　あまりに思いきった行動に、何と返せばいいのかわからない。

　そりゃ、僕も朝に岩元さんに会いたいけれど、こんなふうに無理矢理来なくてもいいのにと思ってしまう。

　休みの日だって会ってるし、明けの日は大たい抵てい泊とまらせてもらっているのだから、これ以上を望んだら罰ばちが当たってしまいそうだ。

　実はあの事件のあと、岩元さんからもらったものがある。

　気き恥はずかしそうに手て渡わたされたそれは、岩元さんの部屋の合い鍵かぎだった。不規則な勤務の僕がいつでも遊びに来られるようにと作ってくれたのだ。

「ようやくこの近くにいい部屋が見つかってね。来週越こしてくる予定だから、それまでの辛しん抱ぼうだ」

「ちょっ……部屋って、まさか」

「当然、敦貴に会うために決まってるだろう。本条のマンションよりは少し手て狭ぜまだが、眠ねむるスペースさえあれば充じゆう分ぶんだからな。駅まで徒歩五分もかからないから便利だよ」

　ときどき、岩元さんの考えることはよくわからない。マンションだってただではないんだし、引っ越しには手間もお金もかかる。

　その上、会社からはもっと遠くなって通勤が不便になるのに、僕のためだけにそんな……。

「…………」

　───そ、そっか。僕に会うためなんだよな。

　その事実を改めて嚙かみしめた途と端たん、じわじわと胸と顔が熱くなっていく。バカなことをして…と思いつつも、その反面、嬉うれしいと思う気持ちを否定できない。

　今日だって、僕の顔を見るためだけに無茶なことをして。きっと、あの秘書の人にうるさく云われてるだろうに、この人は……。

「迷めい惑わくだったか？」

　黙だまり込んでいる僕に、岩元さんが不安そうに訊たずねてきた。僕は慌あわてて首を横に大きく振ふる。

「いえっ、迷惑なんて！　ただ、驚おどろいて……」

「君と過ごす時間を増やせるなら、何でもするよ。部屋が片づいたら招待するから、待っててくれ」

「あ、お手伝いしに行きます！　岩元さん、怪我してるし、あんまり無理しないほうがいいですよ」

　自分の引っ越しを思い出しながら、手伝いを申し出た。

　あれだけ狭せまい部屋でも、片づけに丸一日かかったのだ。岩元さんの部屋ならいくら狭いと云いってもそれなりの広さがあるはずだから、そう簡単に終わるとは思えない。

「大丈夫だよ。あっちの部屋はそのままにしてくるから、自分で運び込むものはほとんどないんだ。それより、君からは引っ越し祝いがもらいたいな」

「引っ越し祝いですか？　何か欲しいものでもあるんですか？」

　お祝いに欲しいものって何だろう？　岩元さんなら、持っていないものなんて何一つなさそうなのに。

　首を捻ひねっている僕に思わせぶりに微笑ほほえむと、口元を寄せて声を潜ひそめて告げてきた。

「わがままを一つ聞いて欲しいんだ」

「それって僕にできることなんですか…？」

　難しいことでなければいいけれど。

　僕は、ドキドキしながら岩元さんの言葉を待った。

「そろそろ名前で呼んで欲しいなと思ってね。恋こい人びと同士なのに、名字じゃ少しよそよそしいだろう？」

「な、名前ですか」

「そう、名前」

　意外な頼たのみごとで呆あつ気けに取られた僕は、一いつ生しよう懸けん命めい頭の中でシミュレーションしてみた。

　岩元さんの下の名前は『孝明』だ。いきなり呼び捨てなんてできないから、『孝明さん』だろうか？

　考えているだけなのに、何故か顔から火を噴ふきそうなくらい恥はずかしい。こんなことで照れているなんて、この先やっていけるんだろうか……。

　そうやってぐるぐるしてると、次の電車がやってくるという構内放送が流れた。

「おっと、電車が来るな。それはあとの楽しみにしておくから、練習しておいてくれ」

「練習って……」

　僕の葛かつ藤とうを見み抜ぬいた岩元さんはそう云うと、階段を数段下り、僕の横をすり抜ぬける。そして、辺りを見回してから僕のほうを振り返ってきた。

　目線の高さが同じになったと思ったら、自然な動作で肩かたを引き寄せられ、咎とがめる間もなく唇くちびるを掠かすめ取られてしまった。

「……ッ!?」

「いってきます」

　辺りを見回していたのはこのためだったのかと思っても、もう遅おそい。

　すでに岩元さんは、真っ赤になって口元を押さえた僕に背中を向け、ひらひらと手を振っていた。僕が文句を云う前に、逃にげる算段だったのだろう。

「……まったく、もう」

　ホームに滑すべり込んできた電車に向かっていく後ろ姿が憎にくみきれないのは、惚ほれた弱みのせいだろうか？

「いってらっしゃいくらい云わせてくれたっていいのに」

　柔やわらかな感かん触しよくの残る唇を指でなぞりながら、自分を翻ほん弄ろうしてばかりいる恋人を甘く詰なじるのだった。







　あとがき







　はじめましてこんにちは、藤崎都です。

　ようやく秋の気配がしてきたと思ったら、一気に冷え込んできましたね。今年もあっという間に過ぎていったなぁと感かん慨がい深く思う今日この頃ごろですが、皆みな様さまいかがお過ごしですか？







　さて、今回の駅を舞ぶ台たいにしたお話はいかがでしたでしょうか？

　実はこのお話、昨年、出先で電車が止まってしまい、停車していた駅で六時間ほど足止めを食ってしまったときに考えてたことが元ネタとなっております。

　事後処理に追われる駅員さんたちには申し訳ないとは思いましたが、行く宛あてもなくすることもないまま電車の中で待っているのはあまりに退たい屈くつで、駅を舞台に友人と妄もう想そうに耽ふけっておりまして（苦笑）。数時間してようやく電車が動き出したのですが、そのときはやっと帰れるんだという喜びで、それまで考えていたネタは頭の隅すみに追いやられてしまいました。

　ですが、新しいプロットを提出することになったときにふと思い出して、こうして皆様にお目見えすることになったわけです。あの待ちぼうけの時間も、無む駄だにならずにすみました。

　……とは云いえ、萌もえは十二分にあっても、専門用語も多く、勤務も変則的な駅のお仕事は知らないことばかりの上に、資料もなかなか揃そろわず書き上げるまでには四苦八苦しました。

　書き終わるまでに普ふ段だん以上の時間がかかってしまい、周囲の方々には大変ご迷めい惑わくをおかけしたことと思います。

　そんなこんなで難産だった一作ではありますが、少しでも楽しんでいただけたら本当に嬉うれしいです！







　イラストを描えがいて下さいましたこうじま奈月先生、ありがとうございました！　夏・冬両方の制服が見たいと秘ひそかに思っていたら、表紙に冬服バージョンを描いていただき、感激しています。デザインしていただいた制服もカッコよくて、キャラクターもイメージ通りでさすがとしか云い様がありません。今回も本当にありがとうございました！

　うだうだと悩なやんでいるとき、相談に乗って下さいました担当様にもお礼申し上げます。原げん稿こうがなかなか上がらず、やきもきさせて申し訳ありませんでした……。

　資料を集めるのに協力してくれた友人にも感謝してます。その節はお手数おかけしました。（また何かあったらよろしくお願いします……）







　───と、いつもはここで終わるのですが、今回はあとがきページをたくさんもらってしまったので、ちょっとお知らせをさせて下さいませ（苦笑）。

　ただいま、（株）ムービック様より、いくつかドラマＣＤを出していただいており、現在発売中です。もし興味をお持ちの方がいましたら、近くの書店やアニメイトさんなどでお手に取ってみて下さいね。
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片岡遼一…置鮎龍太郎さん　　篠原冬弥…千葉進歩さん






「挑発トラップ」


キャスト　篠原冬弥…千葉進歩さん　　　芹沢一志…小西克幸さん




支倉奈津生…飛田展男さん　　塚崎利彦…成田剣さん
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古城敦士…三宅健太さん　　　黒川彬…岸尾大輔さん






「締め切りのその前に!?」


キャスト　都筑智久…下野紘さん　　　　不破総一郎…置鮎龍太郎さん




押領司俊也…檜山修之さん　　伊川愁…水島大宙さん
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キャスト　中條弘樹…伊藤健太郎さん　　風間野分…神奈延年さん









　文庫同様、気がついたらこんなにたくさんＣＤを出してもらっていました。こうして並べてみて、自分でもビックリしています。

　トラップシリーズと「締め切りのその前に!?」は書き下ろしショートも入っています。どのＣＤもキャストの皆様に熱演していただいておりますので、どうぞよろしくお願いします！







　最後にこの本をお手に取って下さいました皆様へ、深くお礼申し上げます。ここまでおつき合い下さいまして、ありがとうございました！

　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇〇六年十月


藤崎　都　　


















[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥
















カバー・口絵・本文イラスト／こうじま奈月

カバーデザイン／BELL'S










駅えき員いんさんと恋こいをしよう








藤ふじ崎さき　都みやこ





[image: ]





平成26年11月1日　発行





(C) Miyako Fujisaki 2006





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ルビー文庫『駅員さんと恋をしよう』

平成18年12月1日初版発行

平成19年7月30日3版発行





発行者　堀内大示

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8697（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/logo-ruby.png





item/image/gaiji-cid15190.png
s





item/image/cover.jpg
=004





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/rubygallery-001.jpg





item/image/p071.jpg





item/image/p223.jpg





item/image/p227.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		駅員さんと恋をしよう



		あとがき



		ギャラリー



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p141.jpg





item/image/p183.jpg





item/image/p017.jpg
\\
N

I MR

T

S

15,,///////////////////%

S






item/image/k001.jpg
ZDKISShT

mﬁozm;yuﬂj-

ono<T, [OBL-






item/image/p053.jpg





item/image/p089.jpg





item/image/p205.jpg





item/image/p125.jpg





